


ε躯Y一τ=・4r[r一ロ

6シ1一==ヤアロ、・E)・/(‡rl△晦暫剴宰葺(Z)冊劉弓確

9・・一・…刈・「喫瑳翻毫琴榴

1ラI」『ζy'4「4!寡ζ●囚'"●'…'藩⑦⊂ε⑦盈晶4昇牽1卑士π

乙ε1.×ミど・日.・.4y-y、、餌IT省母胃

3ε1………くパー6-2・4」y・H一…∵…騨蔓真憂冶母鷺篭(暗自

0ε1'…4「一雲く士小一4〈疲-'婦⇒噸.

8ビ1…∵4「一Ψ〈士・M・一4《レど「鼻9ユ阜皐皐1學宙⑦ま」

惚1…乙一ま・(じん△・ピ・×一4r二・⊃1=r⑦暑@2」

1ビ1…正=τる・一64・1・/(△→一v..～Σ≠1[引孕・コ'

ムII
..」一乙v・/(→一y・」、へ)熱⑦{夕目`、へ灘⑦Y

al…/討一∠一4r∠・ヨ・一♪忌壬亘1{灘身等…当剴灘

8014んrk6・θ・《譜》□k、嶺i⑦妾=?餌単

・・1'.7…1帽7・・……'聯開遡纏蟹儂

66!〈Σ4『一6-2.・ヨ・∠フー△蟄雅#(≡璽.;¥¥�ｼ羊s(Z�ﾟ�

ﾚラ6�c�E�c」/(rl:�ﾚ�黹ﾊ・H・4惹46�c�A�ﾖ�株ﾚト!�早ｿ�ﾃ�s�¥⊇}9�p�F�¥�

¥〇6�ﾛ…=ζ,y�E�冝EX�､�鼾H�骰ｳ�A�株ﾚq��ｿ�aコ1�旧ﾝ�

u98�c・X-4壬rl・(]・/(rl〃(�ﾄ�ｳ�c�c�c巨Y�¥�ｹ��ｿ�艨ｿ¥¥彗曾毛へ�

ﾖ¥¥ε8一≠6・!(湘rエ・Nl髪算9�梶ｽ�綠数

ﾚ瞬8�蘒ﾊ�q�p�ﾀ�E�~�｢�ｧ�悼芙F�頼d�

A普9乙'……4r一�
ｦ/(.士・M�E�齦ｺ・(�焉r×曾4�ー羽塵]�

`7Y9�ﾚ」一=▽[コ。.b・!く_にrl�ﾚ≧」.�轤ﾆ�ｲ�ﾅ�ｫ�F�ｯ�譌ﾛ�

xと99�｠�t�d�E�冝E�v��R�D�T�諛F�@�Z�d�ｭ�

香ﾚ ・9
、』…だ・一……・・∴運講鐸墓羅瀦

99

19

.ムラ

9シ

0ラ

ラε

く煮くレ.・刈乙6.αエ「曾曾gqg≧仁箪曾払、¥

ワ0

7
U

Z

60

乙

0
ヲ

.L

x-4壬rl.・」/(ζ葦rI

・く→一y・囚・正」‡4

.∠/1二∠・4r善/く⊥

ζ5・0・.〈4一〔コ

〆(→τる正・「・/(コー△

一/14/(コ・8・/(」一二

⊃1鼻曾:4彰」

r1.浸⑦鼻呈去

盈葦?馳罪

.rY`・誰〃」

.曇4畔⑦v"工劇

…曾1ζ導⊃i(0降～2乖強〔≠岳目‡i}Y

難⑦国王マ醤麗"蔓
q圏⊃用三Y:ミ》く・44E≦

早酷4昇購;美訂由0861

診
ll

.一=▽口・θ・/(‡rl△

一4∠・y・ソ・」.ンΨ

早盤皐覇号罐.

背勧⑦4rエ`て髪`
＼/町⑦皐羅≠隠

.ε1

8………刈×4・⊥乙・ヨ・〆▽一工る

ラ………4r一Ψ/〔ギ'・・納・一4/(為〉と

ε「.一=▽□・oりくヱ6△.

影畢

一・工尾榔際て一>
lq,競q,遥覇姓弱

黎糞⑦Y園}

呈嶺⑦謝ゆ盈昆⑦憾

L7

Ω
1

癖葦⑦曽魏号瑳..

〉辱

一〃くキ・くE4一τ臼旧×屡軍章

等聯4γllギ・×てレ彰竈日*.琴國口
しのしヨ

ビ四1シー0箪軍.名・曇頭口最獅蚤♪懸.

u8曲fロ璽P3箏UμdVf∀190VNヨdヨNIZVgV四1VNOI↓VNHヨ エNI

田00Z`ζq粧演毅

出09ε蛛工』」00Z`Zら粧馴由亜1箏

61-6一順宙π図轟田刷晃章軍

一4くキ・・(Eく一τall寸×レ詮軍車冥胆

丹酋罫雅》¥¥齢.�S�x�t�

�0�ﾃ�黶Z1-9�P�ﾁ�ｫ�}�ﾑ�ー�ﾍ�

｡�t�ｾ�I×r�`�E�~�G�C�ｲ�R日*�S�g�

ﾇ�遂�6興(�ﾏ�ｻ�c�

u�Vくn�L�E一4�黹ﾌ�

�:�黶ｐg�癜

l斥4r�H乙4r�ｦ�E�剣�♪

v:�O�ｿ亘(o#�V去

.�~�ｸ�黹�E・4r□4�鼾

K:�竚R�｡�ｳ�

ｫ�黹ﾄ=1ゼV�E一rlζ

.:�ﾟ�ﾊ�e�

D�洛励衰c�

エ・訴`・≠♪応(τ・」.

一rl・dL孫一E5

エ♪差》託・V・:∠4r-4一壬

一仔*9・〔【・×∠;;爪4

∠=τ孫・」一ζy・4r4爪ζ・N

圏型

4rエζ⊃Y〃!～△・V・4r一=

刈とo∠乙・冠・×∀一工ξ

→髪v・.9・」爪F16

-n}!・▽『・「1
ワ

ー≠〈[爪ム・H・Y-4r4

z=→τ/三【」〔。r.・/て」「一ム

ー[r爪y・)1・」髪津

ノてr〈!(ヨ」・S・Z△一刈

一6/(v・蕊・」一乙v

×一4一壬n・.」!〈ζ〃n

/(4-6一白・a・〃一△

〈爪/て}〉・刈乙6・ζ×]=

尋百饗蝿製珊=十

一44;/(⊇・a・/(8一「

一=∀'□・D.・く≠nム

ー≠6;・く.ヨ4rエ・M

4r一半くキ.・1践.・.一井/(き/×

等普晶¥

等瑳刈zrl士・とエ♪'彰竈日半

『

..

ー

づ
嘱
4
.

〆
.
..

億欝

聯



r

蚕

診

駈

'

ー
睡

匿

島

k白

L

～ 末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会
'第150回 年 次 総 大 会報 告

1981年4月4日,5日 の両日,ユ タ州ソル トレーク ・シティー テン

プルスクウェァのタバナクルにおいて催された大会の説教 とその模様

「見よ,こ れわが業にしてわが栄光,す

なわち人に不死不滅 と永遠の生命 とをもた

らすな り。」(モ ーセ1:39)

この完全な霊に係 わる仕事に努力 を傾 け

る教会の指導者や会員たちにつ いて,ス ペ

ンサー・W・キンボール大管長は4月 の総大

会の説教において次のように語 った。

「私たち大管長会 と十二使徒会は末 日に

お ける主の偉大なみ業につ いて心に深 く考

え,祈 り,教 会の使命が次にあげる3つ の

局面 を持 ったものであることを強 く感 じる

に至 りました。

1..主 イエス ・キ リス トの永遠の福音 を

あらゆる国民,血 族デ 国語の民,人 々に宣

言する。

2.福 音の儀式を受ける備 えをさせ るこ

とによ り,ま た昇栄 を得 るに必要な指導 と

訓練を行 なうことにより,聖 徒たちを完 き

者 とす る。

3.こ の世 を去った人々のための身代わ

りの儀式 を行なうこどにより,死者 を贈 う。ゴ

キンボール大管長 は,指 導者や会員に対

して,今 後 「これ ら神聖な原則」に照らし

合 わせて 自らの優先1頂位や働 きについて考

えてみる・よう促 している。

大会は,4月4日(土)に4部 会,4月5

日(日)に2部 会 と2日 間にわたって行 なわ

れた。大会のすべての部会はスペ ンサー ・

W・ キンボール大管長が管理 し,司 会はキ

ンボール大管長 とマ リオン ・G・ ロムニー

第二副管長が行なった。

教会幹部は,本 大会で新たに七十入第一

定貝会に任命された兄弟 を含めて64名 全員

が出席 した。その兄弟はブエノスアイレス

のアンゲル ・アブレア兄弟であるが,南 ア

メ リカ人で教会幹部に支持 されたのは彼が

2

初めてである。 また,こ れで新 しく七十 人

に召された兄弟は41人 となった。現在アル

ゼ ンチン,ロ ザ リオ伝道部長であるアブレ

ア長老は,さ らに間近にブエ ノスアイレス

に建設 される神殿 も管理す るという発表が

なされた。.

総 大会が始 まる数 日前,キ ンボール大管

長は,合 衆国,ラ テンア メリカ,ア ジア,

アフ リカ,そ してヨー ロッパにさらに9つ

の神殿が建設 されるという計画を発表 した。

キンボール大管長は,大 会にお吟て神殿の

建設に関 して次のように述べている。

「このみ業が進展するにつれて,世 界中

にさらに多くの神殿が建設されるでしょう。」

大会の多くの部会において,「 苦難 と試練

に満ちた」今の時代につ いて語 られている

が,キ ンボール大管長の話の中に も幾つか

出ている。大管長はこのように述べている。

「人々が経済的に必要 としている基本的

な事柄た 目を向ける時,私 たちは まず基本

原則に立 ち返 る必要があ ります。」

「必要 な物資 を蓄 え,私 たちの主の民 の

経済的な負担 を軽 くす るようにとい う勧告

が出されました。」

「教会員に過度の負担 をかけることのな

いように しなければな りません。 このよう

な視点か ら,大 管長会は昨 日一通の手紙 を

皆 さんに送付 致しました。……その手紙 と

共に,ワ ー ド部,ス テー キ部,伝 道部の指

導者が その指示 に従 う上で参考になる指針

も同封致 しました。」

会貝を自立 させ その負担を少な くするこ

とは,4月3日(金)の 地区代表セ.ミナー と

向レ夜のタバナクルであ集会に詣恥て,広

範 にわたって強調 された。
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私の管理の職の報告

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

兄 弟姉妹 このようたして再び皆さんと
共に総大会に集 う機会があ りますこと

をうれ しく思 っでお ります。いろいろなこ

どを考えます と,昨 年の10月 の大会はまる

できの うのこ とのようですbし か し同時に,

た くさんの出来事の中で 多忙 な日々を送 っ

てきたことを思 うと,、まるで6'ヵ 月どころ .

か6年 も過 ぎたかのような璽が鉾 し糞す。

前回この歴史的なタバナ クルで皆様 とお ∫`

会 いして以来,ふ たつの新 しい神殿が献堂

され,4つ の神殿の鍬入れ式が行なわれま

した・また1980年卿 当数会への崎 都

210,777人 と い う 大 き な 数 字 と・な り,、1981、、.

年 は さ ら に こ れ を 上 回 る こ とで し ょ う ご そ

れに主のみ業が1カ リブ海請島の素晴 ←ト

い呆の間で奇跡的な進展 を見せ ています。

確かに主は私 たちを豊かに祝福 して下 さっ

ています。・.

.』星弟姉妹の皆ざん,私 たち大管長会 ど十

土使徒会は末 日犀おける主の偉大 なみ業に・

ついて心に漂 く考 えボ祈り,教 会 の使命が

次にあげる3う の局面をi時獄た.もク)でわる.

こ とを強 く・感じるに至.りました。

1.主 イエス ・キリス トの永遠の福音 を

あらゆる国民,血 族,国 語の民,人 々に宣

言する。'

2.福 音 の儀 式を受 ける備 えをさせ るこ

とに より,ま た昇栄 を得 るに必要な指導 と

訓練 を行 なうことにより,聖 徒たちを完 き

者 とする。

3.こ の世 を去った人々のための身代 わ

りの儀式 を行 なうことによ り,死 者 を蹟 う。

この3つ はすべてひとつの偉大な業の一

部 となるものです。その業 とはすなわち,

人 に不 死不滅 と永遠 の生命 とをもたらす

という壮大な栄光あふれ る目的を持 ちた も

う父なる神 とイエス ・キリス トを補佐す る

とい うことです。

私たちはこの,福 音を宣言する,聖 徒た

ちを完き者 とする,死 者 を贈 うという聖な

る原則を胸 に抱 きなが ら,過 去半年間,合

衆国内外の聖徒た.ちの間で私 たちの責任 を

果 たして、きました。そζで私 は,昨 年の10

月大 会か ら現在 までめ私の管理の職につ い

∫て,簡 単な報告 をしたレ}と思いますρF

1・駄 卸 ら1・畷 々 リオ≧・ρ ・r

固ムニー副管長 と私は室他g大 勢の方ダ ζ共

に,地 域大会の管理のため東洋に向か・いま

した・最初礁 今1ヰ1・月i3・19の 岬7イ

リピンのアニラで開かれジ傘場のアラ弁タ

・コロシアムには2万 人の聖徒 たちが集い

ました。また先程発表のあった神殿の建設

用地 も訪 問し,'さ.ら にフェルデ ィナン ド・

恥 マルコス大統領 とも会談をしました。大

統 領は土曜Bの 午前の時間妻すべてあけて

家族全員で私たちを官邸に迎 えて下 さいま

した。

そ:れから私たちは香港1『向々いました。

香港に琴ら:く世界で]嘩事人口密度のi高い市

ではない でし二よう.か。1平 方キ白の土地に

4
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か らの宣教師はわずか12名 でした。

次いで12日,木 曜 日,私 たちは場所をサ

モアに移 し,ア ピアで新 しい神殿の鍬入れ

式 を行ないました。あいに くの激 しいスコ

ールの中で したが
,数 千名に及ぶ参加者は

決 して席 を立 とうとしませ んで した。また

その式典には,西 サモア国の大統領,首 相

ならびに国会議員が数名参列 しました。

翌朝,私 たちは西サモアの教会が経営す

る学校 を訪問 しましたが,そ こで実に素晴

らしい経験 をしました。学校 で一番大 きな

建物である体育館に入ると,そ こには1,700

人の子供 たちが身動 きできないほ どぎっし

りとフロアにすわっていました。4歳,5

歳 の幼稚 園児か ら十代の高校生 まで,前 か

ら順 に並んで腰 をおろしているのです。そ

の青 と金色の制服に身を包んだ子供たちが

『私は神 の子』 を歌 い ま し た。何 と愛 ら

しい,感 動的 な光景だったこ とで しょうか。

そして,黒 い髪 と茶色のつぶらな瞳の子供

たちが,美 しい少年少女 を描 いた絵 をプレ

ゼ ン トして くれ ました。それは,あ っ と驚

くよ うな素 晴 らしい作品 でした。私 たち

は,あ ふ れ出 る涙 をど うす るこ ともで き

ませんで した。私は話の最後で,残 りの時

間を大会を記念して休校に します と発表しま

した。拍手の大 きさからして,少 な くともそ

の 日だけは,私 は英雄になったようです。

閉会後,私 たちはサモアの別 れの歌 『トフ

ァ ・マイ ・ファレニ』の流れる中,会 場 を

後 にしました。あの別れの歌のメロデ ィー

はいつまでも胸にこだ まし,私 たちの心 を
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個人の尊厳

十二使徒定 員会会員

ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト

「感 謝を神にささげん 予諸 の導き・

け さこれか ら私が申し上げるこ とが

特に若人の皆 さんに とって何 らかの助 けと

な り,心 に深 く考 える機会 となれば と願 っ

ています。私は話す私への神聖なみたまの

助け と私の話 を聴 いて下 さる皆さんの理解

の心が共に必要であることを今ほ ど強 く感

じたことはあ り.ません。私がこれか ら申し

し上げることが誤解 な く皆 さんの心に伝 わ

って欲 しい と心か ら願 ってお ります。

予言者ジョセブ ・ス ミスが当時の十二使

徒に関 して驚 くべ き示現 を受 けたこ とを述

べて私の話 を始めたいと思います。このこ

とは私に とって非常に重大な意味 を持 って

います。 ヒーバー ・C・ キンボールはその

時の模様 を次のように.述べています。

「次の示現は彼 〔ジ ョセブ ・ス ミス〕に与

えられたものを私ができる限 り記憶に忠実

に記したものである。

彼は十二使徒が 出て行 くの を見た。遙か

かなたの地のようであった。 しば らくして,

彼 らは偶然に顔を合わせた。苦難に遭 って

いたのであろう。服はぼろぼろに裂け,膝

8

や 足はうずいていた。彼 らは輪を作 り,地

面 を見つめて じっ と立っていた。するとそ

の只 中に救い主が現 われた。救い主は涙 を

流 してお られた。御 自身 を彼 らに示 したか

ったのである。しか し十二使徒 たちは,救

い主を見 ることができなかった。」(オ ル ソ

ン ・F・ ホイッ トニー,、 乙ガeo/Hε わεγ

C.K珈 うα"「 ビーバー●C・キンボールの生

泪…」P.93)

この話の言わん とするところは,十 二使

徒 たちが非常 な銀難辛苦に遭 い,ま た忍耐

も極限に達 し,正 義の戦 いの旗頭 となるこ

とにも疲れ果て,首 をうなだれて顔 を上 げ

ることがなかった とい うことです。ただ頭

を上げ さえすれば,主 イエスを拝すること

ができたはずです。その時イエスは彼 らを

見て共に心 を痛め,彼 らのために涙を流 し

ておられました。御 自分の姿 を見て もらい

たいと思い,彼 らの中に立っておられたの

です。

数カ月前,私 たちはこの地上最古の町の

ひ とつ を訪れ ました。そこはこの世の科学

の粋 を一点に集約 したような所で した。と

同時に犯罪 と不品行,貧 困 と汚れの巣窟で

もあ りました。 ところが私たちの案内人ほ,

私 たちが大勢 の人混みの中 を,荷 物 を一杯

積 んだろばや 汚物,悪 臭をかき分けるより

に して進んでいた時に,親 切 にもこっ言っ

て くれたのです。「ほんの少 し顔 を上 げて,

地上か ら30セ ンチ以上の所 を見るように し

たら,こ んなに美 しい町はないですよ,」

昨今,石 油や金,そ の他の貴重な鉱物資

源の価格が大幅に上昇 しています。このよ

うな産物は皆,下 を見るこ とによって得 ら

れ るものです。天然資源は人々にとって有

益な ものであり,必 要 なものです。 しか し

物質的な富.にしか過 ぎませ ん。では,顔 を
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愛にあふれ,麗 わしさと偽 りのない愛に満

ちあふれています。そして救い主御 自身の

姿 をはっきりと私たちの胸に刻み込んで く

れるのです。

次に必要なことは,人 生のチャレンジ,

特 に誘惑 を伴 ったチャレンジに直面 し,そ

れを克服することです。大勢の人々が人生

の問題に正直に取 り組 もうとせずに,苦 難

をうまく切 り抜け,幸 福 の基である偉大な

真理から離れ ることを合理化 しようとして

います。一見論理的ではあっても実 は貧弱

で しかも不 当な理由によって,神 聖 な約束

や決意までも捨 てることを正 当化 しようと

しているのです。

もし私たちがまだ今述べた標準に達 して

いなかったとしたら,私 は どうして も次の

ような疑問を持 たざるを得 ません。私たち

は,清 さを身につけようとする過程におい

て,あ まりに も不十分な,し か も価値のな

い規準で 自分を測ってきたのではないだろ

うか。私 たちは,た だ集会に出席 し,良 心

を慰め る程度の最低限の参画だけで心に過

大な慰めを得てきたのではないだろうか。

与え られた指針 を土台ではな く目標に して

しまっているのではないだろうか。

南アメ リカでの生活を終えて帰 った時,

私 は,多 くの人々の服装に見 られる自尊心

の欠如に大 きな驚きを覚えました。人々の

注意を引 くために,ま た着心地の良 さとか

インフォーマルの楽 しさな どとい う名のも

とに,大 勢の人が単に慎みがない とい う状

態に とどまらず,不 潔 とい う言葉で表現 し

なければならないような姿にまで下落して

います。このような人は,自 分の利己心 と

は裏腹に,自 らを最 も劣悪 な方法で人に示

していることになるのです。

杜会は慎み という偉大な原則 を捨てるに
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あたって,も っと重要 な原則である純潔の

律法 を破るとい う代価 を払って きました。

関係 を持った男女の品位 を落 とし,非 人間

的にして しまう無責任な性関係を唱導す る.

人々は全 くの偽善者であ り,前 世 で神が与

えて下 さった神聖な賜の 目的 をこ とごとく

無視 しているのです。

結婚前の純潔 と結婚後の貞節は,夫 婦の

間に神聖な愛の花 を咲かせ るために欠かす

ことので きないものです。私たちは,純 潔

を保つ ことによって 自尊心 を養 い,自 己の

イメー ジの崩壊か ら身 を守 るこ とができま

す。

今 日の社会問題の根源のひ とつはこの 自

尊心の欠如ではないでしょうか。

いつ も他人の標準に身を任せ,た だ仲 間

の圧力に屈 しているようでは 自分に対 して

浅薄なイメージしか持つ ことが できませ ん。

若人は 自分よ りも他人のイメー ジに頼って

いることが しば しばあ ります。
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い,わ が誠命 を守 るあらゆる人々は,わ が

面を見てわれ在るを知 ることあらんd(教 義

と聖系勺93:1)

この話の冒頭で,私 は予言者 ジョセブ ・

ス ミスが 当時の十二使徒に関 して受けた示

現について述べ ました。十二使徒 たちは う

なだれて じっ と立っていたために救 い主を

見 ることがで きませんで した。しか しそこ

から,十 二使徒たちの働 きが十分でなかった

と考 えるのは早計だ と思います。 十二使徒

たちはひとつの組織 として揺 らぐことな く,

力強 く伝道のみ業 を推 し進めていました。

彼らが落胆したのはほんの一時的な もので

した。彼 らの働 きには目を見張るものがあ

り,そ の行動は大胆で勇気にあふれていま

した。予言者 ジョセブ ・スミスは予言の最

後で十二使徒のみ業が完成す るのを見 まし

た。 ヒーバー ・C・ キンボールはその時の

模様 を次の ように記 してい ます。「彼(ジ ョ

セブ)は 十二使徒 たちがみ業 を完成 し,日

の光栄の市の門の ところにや って来 るのを

見た。そこには父祖アダムが待 っていて門

を開けた。十二使徒たちが中に入る と,ア

ダムは一 入一人の肩 を抱き,口 付けをした。

それか ら彼 〔デダム〕は彼 らを神の王座 に

案内 した。そこで救 い主は彼 らを抱いて,

一 人一人に口付け をされた
。そして神のみ

前で一人一人に栄光の冠 を授けたもうた。

一…ジ ョセブ兄弟は,こ の示現か ら受けた

印象が あま りに も強烈であったので,こ の

こ とを人に語 る時は どうして もあふれる涙

を止めるこ とができなかった」(ホイッ トニ

ー,LガeO!月 「e6eγC.」K冨ηぬα〃「ヒーノく一・

C・ キンボールの生涯」pp.9394)

自己 の尊厳は清 くな りたいとい う望み を

もって天 を仰 ぎ見るこ とによって高め られ

ます。私たちは大木のように光に向かって
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まっす ぐに進んで行かなければな りません。

私たちが知 り得る最 も重要な光の源は聖霊

の賜です。それはまた,心 に力 と平安 をも

た らす源 でもあるのです。

この ような人間の尊厳 とか 自己の価値 と

いったものが正式な教育 を受 けた裕福な人

人だけでな く,貧 しく卑 しい人々の生活の

中にも見事に生 きていることを,私 はよく

目にして きました。生活の中で清 さを求め

た結果,そ れが威厳,自 尊心,自 己の価値

を認識する といった形で明らかになって く

るのです。シェー クスピアは ポロニヤスの

言葉を通 して こう述べています。

「いちばん大事なことは,お のれに誠実 な

れ,と いうことだ。さすればかならず,夜

が昼につ ぐご とくにじゃな,他 人に対 して

も誠実ならざるを得ん。」(ハ ムレ ット,1

幕3場,78-80行,三 神勲訳)

自尊心は,熱 心 に働 き,倹 約 し,で きる

だけ自立 しようと努力す るこ とに よって築

かれることが多い ものです。

願わ くは私 たち一人一 人が,神 の子であ

ることを知 ることによって生 まれ る個人の

価値 と尊厳 を自覚 し,清 くなろうと努力す

ることによってさらに強め られますよう1三。

また私たちが天 を見上げる時,絶 えず神か

らもたらされる霊感を受 けるにふ さわしく

あるように祈 っています。そのようにして

神か らもたらされた霊感は神聖なものであ

り,ま た実際に存在 し,し か もしば しば個

人的なもの として与えられます。

私はこれらのことが神聖 な心の中のささ

や きか ら来るものであるこ とを固 く信 じて

います。 またイエ スが生 きてお られ,こ の

教会の頭であるこ とを私は知 っています。

これ らのことを救 い主 イエス ・キ リス トの

み名によって証 します。アー メン。
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あかるい夜 あけだ

おごそかにあまね く

朝 日は昇 りゆ く

(『夜あけだ,朝 あけだ』讃美歌189番)

兄 弟姉妹の皆 さん,す べての国家に光が

広が って行 くことは,ひ とつの奇跡ではな

いでしょうか。

私たちのはらからに光 と愛と幸福をもたら

す とい う,あ らゆる家庭に課せ られた この

責任は,ひ とつの神聖な義務 ではないでし

ょうか。とりわけ,「 誠にわれ汝 らすべてに

告 ぐ,汝 ら起 ちて己が光 を輝かせ,こ れ汝

らの光 よろずの国民のはたじるしとならん

ため」(教i義 と聖約115:5)と い う救い主

の言葉を読む時,私 たちはそ.う感 じるので

す。

さて,き ょうはまさに1981年4月4日 で

すが,き ょうの時点で 「汝 らすべて」 とは

だれの ことで しょうか。

伝道管理部 で毎 日受け取 る宣教師推薦状

を見る限 りでは,長 老は19歳,姉 妹 は21歳

の 人が まだ大多数 ですが,彼 らは これ まで

培われてきた伝統にそい,フ ルタイ.ムの宣

教師 として働 くために 自ら進んで来ていま

す。

年のいった信仰の篤い姉妹たちもいます

が,彼 女た ちは,伝 道に召 されると必ず と

いって良い程傑出 した宣教師になります。

そして最後に,わ ずかな数なが ら定年退

職 した年代の,結 婚 した夫婦 の方 もいます。

わずかな数 と申しましたが,な ぜなら,伝

道に出て良 く働け る60歳 か ら70歳 までの健

康な夫婦が,も っともっ とた くさんいるか

らです。

み業が地球上の多 くの国家に広が り続け

るにつれ,フ ルタイム宣教師 として働 く夫
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婦 はもっと必要になって くるでしょう。福

音 を教 えるという基礎 的な仕事につけ加 え

て,特 別な役 目を果たす ように求め られる

か も知 れませ ん。

例えば,良 く訓練 された指導者が まだい

ない伝道部においては,夫 婦の宣教師は,

指 導者 を訓練す るために働 くことがで きま

す。

教会の年長 の会員たちの中には,事 務職

の仕事 の経験 を持つ退職者や簿記,公 認会計

士 をしていた入もいます。これ らの資格 を

持った夫婦は,伝 道本部で,伝 道部の書記,

記録係,会 計書記などとして働 くことがで

きます。さらに,年 配の夫婦の中には,系

図に関 して偉大な専門的知識を得ている人

人がい ます。彼らは,特 別にそのように召

されるならば,ワ ー ド部や支部において系

図探求の技術を会員たちに教 えるために,

知 識 と経験 を役立てることができるで しょ

う。

また訪問者センターで,あ るいは現在伝

道されていない地域においてみ業が開始 さ

れた時に,福 音 を教 えることによって,神

の王国の建設のために忠実な奉仕 をするこ

ともで きるのです。

しか しながら,多 くの夫婦が まだ,伝 道

の業は改宗 させ ることだけだ とい う間違 っ

た考え を抱いています。私が今述べて来た

ことに より,今 や よ り深い洞察力を得て,

奉仕の可能性 をもう一度考え直 していただ

けるのではないか と考えてお ります。特に,

神 の王国における他の召しと違い,夫 婦は

自発的に,6カ 月,12カ 月あるいは18カ 月

の間伝道 したいという意志 を表示す ること

ができるのです。

しか し,多 くの人が,「 ディエガー長老,

孫 のそばを離れるのはつ らいですよ」 と言
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された時のこ とです。

この話は,サ ンプソ/・ デー ビスとい り

名前の,立 派な黒入の末 日聖徒の家族につ

いてです。彼 らはガーナのア クラに住んで

います。

1963年 にサンプ ソン ・デービス兄弟はイ

ギ リスのオックスフォー ド大学の電子工学

科 を卒業 しました。そしてオランダのアイ

ン トホーヘ ンのフィリップス電子工学株式

会社に勤めました。サ ンプソン ・デー ビス

姉妹はこのオランダの町に夫 と共に住むた

めにアフ リカか らやって来ました。そして

ある日,モ ルモンの宣教師 と会ってモルモ

ン経 を受け取 り,彼 女の住んでいた下宿屋

で最初の集会が開かれました。

ところが下宿屋のオランダ人の女主人は,

恥 ずか しい話 ですが,彼 女にはっき りと,

モルモ ンとは もうこれ以上会 わないように

と申し渡したのです。

サンプソン ・デー ビス家族 は結局ガーナ
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に戻 り,15年 後 の1978年 に再 び教会 と連絡

を取 り,日 曜 日の集会に忠実に集 うように

な りました。家族は家庭集会で福音を教わ

り,強 い証 を得 ました。そして,テ ッド ・

キャノン兄弟が,ア クラの水泳プールで,

母 親 とふた りの息子にバプテスマ を施 しま

した。

お兄さんの クロスビー ・サ ンプソン ・デ

ー ビスは伝道に出る準備 を始め
,そ の結果

今年早々に召 しをいただ くことになりまし

た。サンプソン ・デービス長老は,ち ょう

ど2週 間前に宣教師訓練センター を後にし

イギ リスのマ ンチェスター伝道部 に向か い

ました。興味深いことですが,父 親は,息

子が伝道に出る1カ 月前に教会に加わ りま

した。それで,家 族全員が現在信仰におい

て結ばれています。

キャノン兄弟姉妹は まさに彼らの働 きの

実 を見ているのです。彼らは,ア フ リカに

おける天のお父様の子供 たちと共に過 ごす

思い出の時を選ばれたのです。

私は今,こ れら2組 の夫婦の経験をお話

致 しましたが,皆 さんは年配の夫婦 として

伝道の業に働 くことの重要性 と,主 のみ業

に従 うすべての者に来 る祝福の数々を感 じ

ていただけたでしょうか。

私はこの教会への改宗者 として,あ らゆ

る国家,血 族,国 語の民,民 族に福音 をた

ず さえて行 く業に専心す ること以上に大 き

な喜びを知 りません。

私は,私 たちが進み行 く時に伝道のみた

まがいつ も共にあらんことを,ま た私たち

自身が,再 臨に先だってこの地上 に王国が

打ち立てられる時に主のみ手の道具 となら

んことを,へ りくだ り,イ エス ・キ リス ト

のみ名によってお祈 り申し上 げます。アー

メン。
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とと考えるようになるに違 いあ りません。

やがていつの 日か,わ れに返ったふたり

は,失 望 を刈 り取 るこ とになるのです。

結婚 を無意味なもの と考える人は,少 年,

少 女,男 らしさ,女 らしさ,夫,妻,父 親,

母 親,赤 ちゃん,子 供,家 族,家 庭 といっ

た言葉 も同じように軽視す る人です。

そのような時,自 分 を捨てて入のために

尽 くす,犠 牲などという言葉はどこかに行

ってしまうで しょう。 自尊心は消え失せ,

愛 さえ もその ような ところには とどま りた

くはないでしょう。

こうした関係 に入ろうか と思っている人

や結婚せずに生活 を共に している人が いれ

ば,今 す ぐやめなさい!そ ういった関係

を断ち切 りなさい!だ らだらと続けては

なりません。できることな ら,そ うした関

係 を断ち切って今す ぐ正式な結婚 をしなさ

い。

あぶなっかしそ うに見える結婚 でも,ふ

た りが頑張 って努 力す る限 り,良 い方向に

向か うものです。

警告 したいと思います。結婚制度を破壊

する人は,や がて きわめて大 きな責任 をそ

の身に受けるこ とになるでしょう。それほ

ど結婚 は神聖な ものなのです。

意図的に結婚 を破壊することは,そ れが

自分 自身の結婚 であれ他の人の結婚であれ,

神 のみこころに背 くものです。全能者の審

判の時にも見過 ごしにされるこ とはないで

しょうし,永 遠の計画の中にあって も簡単

に忘れ去 られるこ とはないでしょっ。

結婚 を危険に さらし,打 ち壊すことのな

いように しなさい。結婚相手か ら解放 され

たい とい う気持 ちや相手以外の人に引かれ

たことを,結 婚 を壊す ことになる何 らかの

行 ないの言い訳 としてはな りません。

.
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この大 きな罪は しば しば小 さな子供 たち

にまで重荷を負わせ ることになります。子

供 たちには,小 さな子供 を犠牲に してまで

も,自 分 たちの欲求 を満 たそ うとす る哀れ

な大人たちの 自分勝手な欲望 を理解するこ

とがで きませ ん。

神の命 じられた ところによれば,肉 体 に

よる愛情の表現,生 命 を生む力を持つ男女

の結びつ き,こ れは結婚 とい う絆の中での

み認め られるものです。

結婚は家族 を創造するための とりで と言

えるでしょう。結婚 を軽々 しく扱 う社会は

風 を蒔いてつむ じ風 を刈 り取 るこ とになり

ます。す なわち,悔 い改めなければ大破壊

が もた らされるのです。

人々の中には,結 婚は どれ も離婚や不幸

な結末に終わ り,夢 や希望は砕けて粉々に

なると思っている人がいます。

確かに中には歪んだ結婚 もあ り,破 れた

結婚 もあります。だか らと言って,結 婚 に

対する確信 を失ったり,敬 遠 した りして よ

いのでしょうか。

すべての結婚 が失敗に終わるわけではな

いのです。

もめ事は人の注意 を引きつけやすい もの

です。高速道路 を走 ってい るとしましょう。

何千台 とい う車がそれぞれの方向に走って

いますが,だ れ も他の車にはあまり関心 を

示 しません。 ところが,ひ とたび交通事故

が起 こるや,人 々の目はいっせいにそちら

に集 まるのです。

しか もそのような事故が もう一件で もあ

ろうものなら,こ の道 を安全に走 り抜けら

れる人はだれ もいないのではないか と誤っ

た考 えを持 ってしまいます。

交通事故の記事なら新聞の第一面に載る

こともあ りますが,幾 百万台 もの車が安全
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結婚 の中には,ど ちらか一方が何 とか持

ちこたえようと最善 を尽 くしているにもか

かわらず,破 綻 をきたす もの もあ ります。

このような場合,双 方 に落度があるとは言

いなが ら,結 婚の危機 を乗 り越えたい と努

力した人を,私 は責め る気にはなれません。

声を大に して申 し上 げます。結婚に対す

る確信 を失わないようにして下 さい。失望

によって心に苦々 しい思いを感 じた り,歪

んだ考 えを持つ ことがないよっに,ま た人

にあるまじき行 ないを正 当化することがな

いようにしていただ きたい と思います。

結婚 の機会に恵まれない人で も,ま た伴

侶に先立たれた人で も,結 婚への確信 を持

ち続けて下さい。

数年前のことですが,私 の友人が最愛の

妻 を失いました。彼女は長わず らいの末世

を去ったのですが,医 師に も見放 されたこ

とを知 った友人は,自 分の無力さを感 じて

つらい思いで彼女を見つめていました。

死が間近に迫 っているこ とを感 じたので

しょうか,あ る 日彼女は夫 に向か ってこう

言ったのです。 「私が死んだら,だ れか と

もう一度結婚 して下 さい。なるべ く早めにd

夫 はそんなことはで きない と反対 しました。

子供 たちほ独 り立ちできる年齢だし,彼 は

ひとりで生 きていこうと考えていた矢先だ

ったか らです。

彼女は顔 を伏せ て泣 きなが ら言いました。

「もう結婚はこ りご りだ と思 うほど,私 は

あなたのいい伴侶ではなか ったのですか。

その程度の妻だったのですかd

や がて二度 目の妻が迎えられ,共 に生活

することによって彼は結婚 の素晴 らしさへ

の確信をさらに強めていったのです。思 う

に,彼 の先の妻は,自 分が埋め ることので

きなかった部分 を満た して くれた二度 目の

20

妻 に,心 か ら感謝 しているに違 いあ りませ

ん。

この ように結婚は安 らぎであ り,そ れに

は満たされた心地 よい ものがあり,喜 びと

愛があ ります。人 としてふさわしい望み を

持 って行なわれた結婚 では,肉 体的,情 緒

的,霊 的にすべてが満たされるのです。

結婚 には どんな試練 もない とい うのでは

あ りません。様々な試 しが付 いて まわ りま

す。これらの試 しは私たちの徳 を高め,強

さを増 して くれます。結婚や家庭生活 を通

して男性 も女性 も強め られ,昇 栄 を受ける

にふさわ しい人格 を築 いていくのです。

神の定め たもうた ところによると,幼 い

命は結婚 という安全な避難所の中で芽ばえ

なければな りません。神がよしとされる愛

情の表現によって子供 を宿 し,犠 牲 を惜 し

む ことのない深い愛の中で子供 を育てなけ

ればならないのです。

結婚は一生 を通 して,あ らゆ る面で満 ち

足 りた気持 ちを感 じさせて くれ ます。若い

時の恋愛,結 婚式,新 婚旅行,子 供の誕生,

育 児な ど,そ れ ぞれの時にあって満た され

た思いに浸 ることでしょう。やがて子供 た

ちが成長 して家 を出,自 分たちの家を構 え

るとい う人生の最良の時期 を迎 えるのです。

このような移 り変わ りは親か ら子へ,子 か

ら孫へ と途切 れることなく続 きます。神 は

そのように命 じてこられ ました。

私たちが教会 で教えられている結婚には

もうひとつの考 え方があ ります。結婚は啓

示によって与 えられたものだといっことで

す。この崇高で輝か しい真理が,結 婚 は永

遠の ものであるこ とを教 えてい るのです。

私たちは,望 み を持 ち,そ してふさわしけ

れば結婚の誓約 を交わす ことができます。

これによって結婚 は死後も変わることな く
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受け継ぎの地へ,

イスラエルの復帰

第二副管 長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

愛 する兄弟嚇 の皆さん・だれもがは・
きり、と自覚 していると思 いますが,私

たちは時満ちたる神権 時代,す なわち救い

主の再臨を間近に控えた時代 に生 きていま

す。

主の再臨に先立って様々なしるしが現わ

れ ます。そのひとつは,イ エス ・キ リス ト

の教会が回復 されることです。私たちはす

でにこの予言が成就 したことを目にしまし

た。次に,ア メ リカに シオンが建 てられま

す。そして第3に,イ スラエルの子孫が受

け継ぎの地に復帰 します6

この3番 目の予言の成就に,大 きな関心

が寄せ られています。 というのは,最 近に

なってエルサレムのオルソン ・ハイ ド記念

公園で奉献の祈 りが捧げられましたし,聖

地 をめ ぐって様々な国々が外交政策に乗 り

出してきたか らです。

このような状況 とは無関係に,私 はモル

モン経に記 されている,イ スラエルの子孫

の受け継 ぎの地への復帰 と主の再臨に関す

る予言に深い関心 を払 ってき.ました。 これ

は私たちすべてに とって興味深 く,し か も

22

た めになることであると思います。

リーハイの一団が約束の地に到着して間

もない頃(紀 元前約580年),ニ ー ファイは

キ リス トの誕生 と使命,そ して十字架にお

かか りになることを記録 し,さ らに次のよ

うに記 しています。

「エルサ レムにある人々 と言えば
,こ れ

はイスラエルの神 を十字架につけ,自 分た

ちの心 をそむけてしるしも奇蹟 も.またイス

ラエルの神 の能力 と光栄 をも顧みないか ら,

世 の入すべ てに苦 しめ られる。

またその心 を背けてイスラエルの聖者 を

ないがしろにするため に,肉 体 でさまよい

歩いて亡び失せ,万 国の民の 口の端にかか

り笑い ぐさとなり憎まれる。

さりなが ら,か れ らがイスラエルの聖者

にもはや心を背けて逆 らわない日になれば,

その時には神 はかれ らの先祖 と結びた もう

た誓約 を忘れたまわない。

まこ とにその時に神 は海の島々を忘 れた

まわない。 まことに主 は,予 言者ゼ ノスの

言葉に応 じてイスラエルの家 に属す る民を

こ とごとく地の四方 より集め ようと仰せに

なる。」(1ニ ーファイ19:13-16)

大 海 を渡 る前のことですが,ニ ーフ ァイ

は兄たちに 「末の 日にユ ダヤ 人が もとの状

態に帰ることについて」話 をしました。

「そ してユダヤ人
,す なわちイスラエル

の家が もとの状態に帰ることについて語 っ

たイザヤの言葉 を兄弟たちに言 って聞かせ

たが,そ の言葉はイスラエルの家が もとの

状態に帰 ってか らは,も うあわてふため く

こともなければまた散 らされることもない

と言うのであった。」(1ニ ーファイ15:19

-20)

約 束 の地に到着 してからおよそ25年 後に,

ニーフ ァイの弟ヤ コブは,エ ルサ レムの住



εz

Y釧羊雷5字畢畳孝`凋×丁ン4η忌早1司09ア

つ準》》勲幽濠寡OZ⑦暴三影ンよムーご

(乙1

-91:gz髪払ムーごII)「。σ}認(～得拳尋業

瞬1.昏甲丸A弊孝着(〃老4季4羊`(ゴ・4難阜?

丸A}し無).つ慰亘詐1年`2?〉§4日⑦妾

。←9(払)?〉(}日甲

9澤別}〉昂q呈レ孝マコ潔<(量⊃12コ・←(〃

挫運(プ凍4尉⊃1幸日(〃妾`津1匂昂管昂⊃1←マ

q澤勲誉(4射濠をぐ～ζ(∠)4室匹(き`つ封多

彰[彫(〃王).し甲コ士丈へ旱1二～・㍗q昂(〃耳墾).

し甲⊃1号睡(〃妾`q呈ン蓼ヨ×n髪き4Yを5

τつ4つ。9緊マつ準曝P.しア⊃,智(〃国恥

母Yを。6τ善マ払)準?卒鼎魁⊃侭へし`孝

2コ甲(ゴ尋割)〉昂Q呈障マヨξ塗i(〃G賜者

・へ尋o割49〔}4つ尋⊃1(溜以(〃笛互(∠)をそ

寸×1【キ士鰯(〃研宰坤孝(を澤…享`).(ン4・4賜

魁η§(ゴ〕禦コ短宇(〃コ淳Yを5τ).つを

〔鼻)<ロ臼き/割(∠)⊇∫つ(さ現畢Yを5τ⊃1

瑛i宿甲擢(〃→×1レ¥¥�l�B�¥�ﾅ§(�u�@�ﾖ寮(

}⊃1�､国(∠)�鴛�E(ロay寧IY��B�Vτ`).(�灯

F�B�¥辺:�
ｻ.;!季(}<ロa卜/Q�ａｽ1中(�V着(�V�糟

ﾝ軍IY��ｬ�ﾑ�v�ｦ�ｻ�ｽ理1�X�ｼ蟹(�V�~�ﾄ�

刀B4�ﾂ���E�ﾖ�諱ｽ�C�

嚊F¥¥》つ呈壬妥牽念k(∠)Yを。〃τ`2?[彰

孝=～コ4�ﾛA。し兵}4官茸坐(〃各目剰髪払ムー

ご(9ム:OI髪よ乙

一==II)「。?(払)毒呈管昂⊃1吾口水∂申拝}辞

コ`マ身(払)(〃身昂=～昇;?尋・(¥¥コ目49)

.�ｵア⊃1�ﾆ�摧a�ｫ�ｵ》町(�V�q�H名蚕(�V�ｨ�齔

凬R`�ﾑ苦
国(∠)�X昇呈(�ｯ���P・字Y�P�r�渠F率。(�ー�

r�t�ｵ準甫(�ｧ�囈ﾚ回(∠)�c�C�ｼ々智(∠)珊4Lへ

)�ｵ澤コo�ｻ�ﾖ県〉)些別(ゴη4`撃1コ幽(�

V妾。?

(宰,)�ｻ�R�F�ﾂ�q�熏ﾅ�}�ｨ孝毎(�V匂η4エ4η

9�ﾊ�ﾅ⊃。?�ｫ��燥d耶(�ｬ�風H勲誉(�V�g�ｽ�

�ｺ⑦尋(〃コ(Σ(払(�ﾏ劇団`寧に1幸目(�ー�r��匇

呈R⑫(払)寸×n美蓼り949η・4`寧に1

身昂⊃1吾口∫レ4申曇身号…F`!ソ(ヲ。2つ4「」

(z-1

:6レ凶ムーごII)「。⑫(ぎ3(潔潔?」祥(ゴロ労畢

(∠)(Σ弘)ぞコ管・()←味;!0墨呈⊃IYを5τ

)し‡⊃1口⑦(4畔昇呈壬丸A竈≧γ昏好外4(～守騨

ω早遅…ξ`,)準⑫>4日碑…巨}コ町(〃革窮(〃

)こv幸(〃妾穿(ラ(潔甫)一つ暫⊃1町(〃爵幽毛勝

⑦老`η§削纏量コ雑(〃ま:2等聯(〃覚(〃
レぴ

断4Yを5τ=n`凋η妾4準`0(払).(〃〔}4

σ豪葬ρ聡ぞ遙専(〃4rT4×撚4…ξアR鰍

最(〃老`》し～臥)(解4⑫吾(ゴ[彰⊃悔44尋

望)訴Aし⊃1窮暴≡(∂年`尉切目Ω袈尋ぞコ(〃

臼穿コ4挫。宇(44影宵管幸籔`》§」

。事罫A》マ日鮮捧}コ9

ア(〃¥¥⊃1(�S§`�禛��jを{葦(�V�唐謇ｳ一

=(I

I-6:9�刀E���ﾚ_�黷ｲII)�u。(髪1審(ラ(�`�ｍﾖv�ｨ�

ｨ�ﾖ�B�H�ｼ誉(�V��ﾏ量`�пｽ���g�q�ｽ�ﾄ�A�

K�ﾌ�q�･�゚�ﾛ�囎S(�Vを4(�S辞4`弘(�Vσ}4�t暴1�

E畢(�S穿44�c�ｋﾙ�v�̀�坙ﾑ1�B�ﾇ�坙ﾗ�ａt鼻1辞(�

S�ﾂ�u呈(4���1呈o�ｻ翠1�P�ｫ・4�t§4む`��

･準4�瘢V2�ﾛ尋(�S�梶E�囈J{年)('�A⊃lo躰(〃(

44�ｸ�y�a昂'`�x�ﾇ�ｩ�_�F�t�ﾂ�諠R���cコ

9f(〃i�ﾅ呈(�V�ﾎ��ﾄ�ﾊ昇=(〃>r多`(ゴ.4)�齔�9百

r�ｽ�ﾉ�ﾂ・4�R恥4(�Z�ﾑ�h字`(外4?(払)�冾

�B(�ー�

r�N仔4�喆黷ﾂ呈}�ｫ�熹ｫ�ｵ�ｦ。?�P�¥�F�

K導(�V�ｸ��}⑦4rT4;�~�ｯ誰{π`=)1潟4�ﾂ�r�

n�q��@(�V��ﾂ�ｽ博>44�q�ﾂ・(�V身)�黷ﾂ�~�

R�ｸ��}(〃4rT4�~�投Ш��B�Vτ'(�v�y・4).�

K�B�F�ｵ�q⊃n�K�E�R�ﾁ�s�ｻ�R�ﾇ�

M4⊃1�c�g十}�ｵ�ﾞ�L�c�ｎﾊ1(�vリ4コo�ﾖ�p�
�もちサ

⑦賜星4つ呈呈コ推`潟4σ}4穿倖盈4至

`ママコσ}4辞9盈コ9τ鉄躰)弱國遅曝⑫

昂…モ?(払)昆竈(〃4/丁4×ン……宰}…ξ」

。準罫A)
.(ン呈呈⊃匹甲(〃¥¥�t�ﾛ�ﾖ�ｵ⊃1�



の中に回復 される時代,す なわち私 たちの

時代 について述べてお られ ます。

「かれら 〔異邦人〕がわが完全なる福音

を受けてよ り,も しわれに対 してその心 を

頑なにする時あらば…… 『その時われはか

つてわが民に立てたる誓約 を果すべ し。そ

の誓約はわが心にかな う時にわが民を集め

て,そ の先祖 の所有せ し土地,す なわち永

遠にかれらに約束 したる地なるエルサレム

の地をかれ らの受 け嗣 ぎの地 としてかれら

に返す と言 うことな り』 と言う御 父の言葉

は成就すべ し。

而してイスラエルの家の人々にわが福音

を完全なるまま宣べ伝 うる時将来にあ り。

その時かれらはわれを信 じ,わ れが神の

。、 量 燃鯉灘.於
ご ヤ藤

導 綴

、鵬'

繍
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鱒
撲
.鍵
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灘
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霧
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謹
慰、

ピ
識

子,イ エス ・キ リス トなることを認め,わ

が名に よりて御父に祈 るに至るべ し。

その時,か れ らの番 人らは心を一つに し,

声 をそろえて高 らかに歌わん。

またその時御父は再びかれ らを集め受け

嗣 ぎの地 としてエルサ レム をかれ らに与え

た もう。

その時来 らばかれらは喜びを押 うる能 わ

ず。エルサ レムの荒れすたれたる ところよ。

御 父がその民をな ぐさめ,エ ルサレム を贈

いてこれを回復 したまいし故に共に歌 を唱

え。''''"

ま こ とに,ま こ とに汝らに告 ぐ,こ れら

のことはみな御父がわれに命 じたまい しご

とくに成就す。か くて御父が その民に立て

醇 ・ガ ,。 歎 。、 ビ畷
堀 繊 、・.無."、 ・ 夢

・懸
、 　 難=猛'鞭

馨 趨
げ艦

審
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4月4日(土)午 後の部会

教会監査報告

委員長

ウ イ ル フ オ ー ド ・G・ エ ド リ ン グ

私 たちは・1980年12月31日 現 在の教会の
年次財政報告書,な らびに年間の業務

状況 を検査致 しました。当委員会は,教 会

の中央基金お よびその他 関連組織の基金,

教会財務部の保持する報告書等,す べての

財政報告書 と運用状況を検査致 しました。

また,予 算編成,会 計,監 査の手続 き,な

らびに基金の受領方法 と支払いの処理方法

につ いても調べ ました。その結果,教 会の

中央基金の支 出が大管長会の承認の下に,

予 算手続きを踏んで行なわれていると判断

致 します。予算編成は,大 管長会ならびに

十二使徒評議員会,管 理監督会 より構成 さ

れた什分の一配分評議会 で承認 されていま

す。そして,予 算承認委員会が毎週開かれ

る会合において,そ の予算の下で基金の支

出を管理運営 しています。

現在,教 会の急速な発展に立ち遅 れるこ

とのないよう,財 政部やその他の部門に最

新の会計技術 と設備を導入して,資 料の処

理を的確に行なっています。 また財務部 と

法務部は,連 邦政府ならびに州政府,諸 外

国の政府による課税問題 を共同で適切に処

理 しています。

監査部は,他 のあらゆる部 門か ら独立 し

てお り,財 政監査,運 営監査,教 会が利用

しているコンピュー ター システムの監査 と

い う3つ の監査 を実施 しています。 また監

査は,教 会の全部門,お よび教会財務部が

報告書 を保持す るその他 の教会関連組織

な らびに伝道部,財 務センター,合 衆国外

教会部門について も実施 します。教会の発

展 と活動 の拡大に伴 って,教 会 の資産 を保

護する監査部の運営規模 も大 きくなってい

ます。ワー ド部 とステーキ部の基金の監査

は,ス テーキ部監査委員に割 り当て られて

います。 また,教 会が所有あるいは管理 し

ている法人組織の事業については,財 務部

がその報告書 を保管せずに,公 認の会計検

査員が監査を行なっています。

当委貝会は,年 次財政報告書,.そ の他 の

会計資料,な らびに財政業務 の管理の基 と

なる会計お よび監査方法 を検討 し,さ らに

財務部,監 査部,法 務部 の職員 と会合 を持

って調べ ました。その結果,1980年 度 の教

会中央基金の収支は適切 に会計処理 されて

い ました。

教 会 監 査 委 員 会

ウ イ ル フ ォー ド ・G・ エ ド リ ン グ

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィー

ウ ォ ー レ ン ・E・ ピ ュー

メ リル ・J・ ベ イ トマ ン

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス
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大祭司157,000

(1980年 度 内に,42,0QO人 の神権者が増

えたことになる

専任宣教師29,953

教 会教育制度

1979～80年,在 籍者数:.

セ ミナ リー,イ ンスティテユー ト

(特別プログラム を含む)309,000

教 会経営の学校,大 学,生 涯教育75,000

福祉活動

現金または日用品

の援助を受けた人

末日聖徒社会福祉機関の

援助を受けた人

有給の職業に就いた人

労働奉仕日数累計

160,600

51,600

26,400

527,900

倉 庫 か ら の 支 給 日用 品(ポ ン ド)35,441,200

H・ ベ ネ ッ ト長 老,ニ ュ ー ジー ラ ン ド ・ギ

ス ボ ー ン ス テ ー キ・部 ウ ィ リア ム ・パ キマ ラ ・

タ ウ リマ 部 長,ユ タ 州 ロ ア ス テ ー キ部 トー

マ ス ・リー ・チ ャ ッペ ル 部 長,カ リ フ ォ ル

ニ ア 州 東 バ ー ナ ー デ ィ ノ ス テ ー キ部 ドナ ル

ド ・レ オ ン ・ハ ンセ ン部 長,ヘ ン リー ・D・

モ イ ル 元 第 一 副 管 長 夫 入 ク ラ ラ ・ア ル バ ー

タ ・ラ イ ト ・モ イ ル,ジ ョー ジ ・F・ リ チ

ャ ー ズ元 十 二 使 徒 定 貝 会 会 長 夫 人ベ ッツ ィ ・

ホ ー リ ン グ ズ ・リチ ャ ー ズ,36年 間 合 衆 国

関 税 委 貝 と し て そ の 職 を果 た した エ ドガー ・

B・ プ ロ ッサ ー ド,米 国 健 康 お よ び 体 育 レ

ク リエ ー シ ョン協 会 会 長,元 米 国 オ リン ピ ッ

ク委 員,国 際 オ リン ピ ッ クア カ デ ミー 代 表

レ オ ナ ・ホ ル ブ ル ッ ク,元 教 会 系 図 協 会 会

長 ジ ュ ニ ア ス ・M・ ジ ャ ク ソ ン,40年 以 上

の 間 大 管 長 会 お よ び 十 二 使 徒 定 員 会 会 屓 の

書 記 を 務 め,同 時 に 元YWMIA中 央 管 理

会 貝 で あ っ た パ ー ル ・B・ ジ ョ ン ソ ン。

死亡者

七十人第一定員会名誉会員 ウィリアム ・
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に指名 されたことは事実 ですd

さ らに注目すべ きことには,予 言者 ジョ

セブ ・ス ミスは様々な折に,幾 人かの人々

や グループに,彼 らが予言者 を後継する可

能性のあることを告 げています。その対象

となったのが,兄 ハイラム ・ス ミス,シ ド

ニー ・リグ ドン,オ リヴァ ・カウ ドリ,デ

ビッド ・ホイ ットマー,息 子のジ ョセブ ・

ス ミス三世,さ らにはまだ生 まれていなか

った息子のデビッ ドです。特 に重要 なのが,

たびたびその対象 となった十二使徒評議 員

会です。

父親がこの種の祝福 を息子に授けること

は珍 しいことではあ りません。実際,オ ル

ソン ・プ ラッ トも自分の息子に,将 来指導

者 になるであろ うとの希望に満ちた同様の

祝福 を授けています。ブ リガム ・ヤン グや

その他の人々も,自 分の息子に同 じような

祝福 を授けています。

私たち教会員は,神 様の権能の下に授け

られたあらゆる祝福が現実 となるか どうか

は,次 のふたつの要件が満たされるか どう

かにかかっていると考えています。そのひ

とつは,祝 福 を授 けられた当人がふさわし

くかつ忠実に生活 していること,ま た今 ひ

とつは,神 が深いみこころと知恵によって

そのことを認めておられることです。

当教会の歴史を研究 してお られ る方は皆

御存 じのよ うに,私 たちは,神 権の鍵 と権

能,す なわちイエ ス ・キリス トの真の教会

に必須の権能は教会の初期の時代に十二使

徒評議員会に授け られたとす る立場 をとり,

そ の立場 を守 ってお ります。従って,大 管

長の死亡に際 しても,そ の権能はなお存続

し,教 会が続 く限 り合法的かつ正 当に継承

されるのです。

例 えば,1835年3月28日 に下 され,記 録

30

されて,現 在教義 と聖約 第107章 と して知

られている神権に関す る偉大な啓示 の中で,

主 は主の教会の管理系統のことを語 ってお

られます。そ して,大 管長会について述べ

た後,十 二使徒会についてこう告げてお ら

れます。「この十二人は,前 記の三 人の管理

大祭司(す なわち大管長会).と 権威 と権能

とを同 じくせ る定員会を構成す司(教 義 と

聖約107:24)

また2年 後の1837年7月23日 に,こ の原

則は啓示によって再確認 されています。「汝

らす なわち十二使徒会,お よび汝 らと共に

汝 らの助言者および指導者 として任命 を受

けたる者たち,す なわち大管長会員にこの

神権 の権能末の世にこれを最後に附与せ ら

る司(教 義 と聖約112:30)

さ らに1840年1月19日 に も,主 は予言者

ジ ョセブ ・ス ミスを通 じて次のように言わ

れ ました。「われ汝 らにわが僕ブ リガム ・ヤ

ングを与え,十 二使徒巡回評議 員会の会長
よすみ

たらしむ。この 『十二人』 はこの世 の四極

にわが王国の権能 を開き,そ の後一切の生

くる者にわが言 を及ぼす鍵 を保つ なりd(教

義iと聖糸勺124:127-28)

1841年8月16日 に ノー ヴー で開かれた特

別大会の記録 には,次 のようにあ ります。

「十二使徒会が召されて大管長会の次位 に

立ち,… ……王国を支えて諸 国に対す る勝

利 を得るのを補佐すべ き時はすでに訪れた。

十二使徒会に関す るス ミス大管長の指示

を承認 し,十 二使徒会が自らの職に伴 う義

務 を履行す るように との動議が出され,支

持 されたd(『 大会議 事 録』 宥祝e5α 魔

Seαso鰐 「タイムズ ・アン ド・シーズンズ」

2:521-22)

主 が ブ リガム ・ヤ ングを会長 とす る十二

使徒評議員会を予 言者ジ ョセブ ・ス ミスの
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その後の教会歴史を知 る人は,だ れひ と

りとして十二使徒会の指導力の強さに疑い

をは さむことはないでしょう。神殿の業を

は じめ とす る様 々な方面で主のみ業 は進展

しました。さらに1846年2月 には,ミ シシ

ッピ河岸のノーヴーか らミズー リ州 のウイ

ンタークオー ター ズへ,ま た続 いてこの グ

レー トソル トレー クの盆地へ と,他 に比肩

するもののない移動が開始 されたのでした。

何万 もの聖徒たちの信仰は篤 く,彼 らの証

は非常に強 く,多 くの人々が福音 を恥 じる

ことな くむしろ 自分の命を捧げることを選

んだのでした。彼らの指導者が正当な権利

を持 っていたことをこれ程力強 く証す るも

のが他にあるで しょうか。彼 らは,当 時会

長 を務め,後 に大管長になったブ リガム ・

ヤングの指導の下にある十二使徒会の要請

に応えて,ノ ーヴーの家 を後に し,山 あい

の盆地に住まい を移す という行動 を起こし

たのでした。

私 たちが今話題に している記録 を自らの

手 をもって記 した トーマス ・バロックとい

う人物について取 り上げてみましょう。彼

はその祝福を筆記したのであれば,そ れに

ついて知 っていたことにな ります。彼の死

後に残された記録か らそれをうかがい知 る

ことができます。

トーマス ・バ ロックは1841年11月 に英国

で教会に加入し,1843年 に ノーヴーへ移民

して きました。そ して,ジ ョセブ・ス ミスの

書記を務め ました。 また彼 と家族は,1846

年 の秋に,最 後のグループ としてノーヴー

を発っています。重い病気をやんでいた彼

に,暴 徒 たちは ライフル銃や銃剣をつきつ

け,20分 以 内に市か ら出て行かなければ発

砲すると言っておどしたのでした。そこで

彼は,ど ちらに してももうす ぐ死ぬのだか
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ら射つがいい と,暴 徒たちに言い返 しまし

た。する と暴徒の り一ダーが言いました。

「モルモンの教 えを捨てるなら,こ こにい

て もよい。俺 たちはお前を守ってや るdそ.

れ に対 してバロック兄弟は,自 分の家は合

法的に自分の所有物 であ り,違 法行為は ま

った くしていないと答えました。「だが,私

はモルモンだ。だか ら命のある限 り,十 二

使徒会に従 う」 と。その後,彼 は重病人の

ひとりとして ノーヴーの市を無事に出てい

ます。そ して,旅 を同じ くす る聖徒 たちと

共に,ア イオワの野営地で うず らの群れの

訪れ を受け,奇 跡的に命 を長 らえたので し

た。

1847年 の早春 に聖徒たちが ウインター ク

オー ターズを発つ時,バ ロ ック兄弟は最初

の隊の書記 に選ばれました。そ して,そ の

長旅の間,価 値 ある記録 を書 き綴 ったので

した。彼はその後東部へ旅 をし,1848年 に

再び盆地に戻 ってきました。 さらに,1856

年 か ら1858年 にかけて,英 国で伝道の業に

従事 しています。

そ こで当然のことなが ら,次 のような問

いかけが起こってきます。

もしも彼が,ヤ ング会長が教会の正当な

導 き手であることに疑いを抱いていた とし

たら,ま たこの権限が,自 らの手 をもつて

書 き留め,所 有 して きた祝福の言葉によ り

ヤ ング会長以外の人に属することが決 まる

ものであったとした ら,バ ロック兄弟は,

教 会員であるということで要求 されたか く

も大 きな犠牲に喜んで身 をゆだね,ま たブ

リガム ・ヤングよりの召 しに応えて宣教師

として教会の発展のためにそれ程の苦 しみ

を味わうことを潔 しとしたであろっか。

兄弟姉妹 の皆様,ジ ョセブ ・ス ミスが 自

らの血をもって証 を結び固めた1844年6月
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人は自分が

愛するものに仕える

十二使徒定 員会会員

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

数 週間前のある日澗 もなく朝も6時 に
なろうという頃に,オ ース トラ リアか

らソル トレー ク ・シティーへ の旅の最後の

ひと走 りをするため,私 は妻 と一緒に1台

のタクシーに乗 り込み ました。そのタクシ

ーの運転手は朝の3時 か ら仕事 をしていた

とのことで したが,何 か とて も,そ の 日の

最初の客である私 たち と話 をしたい という

風でした。彼の話によると,彼 の両親 はメ

キシコ ・シティーか らちょっとはずれた所

で生まれたのですが,後 にシカゴに移 り,

そこで彼が生 まれたといっことでした。そ

れから彼の家族は,さ らにニューメキシコ

へ移 りました。そ して20年 前,そ の私たち

の友人は短期滞在のつ もりで,サ ンフラン

シスコへ来 ました。しかし,結 局その まま

そこに腰 を落ち着けてしまいました。空港

までの車中,彼 は幾つかのことを話 しまし

たが,そ れを聞いて,大 切 な真理につ いて

強 く再認識させ られるところがありました。

彼の両親はニュー メキシコに残 ったもの

の,彼 と彼の兄弟の所 を訪ね るのが何 とも

楽 しみで,余 裕があるとそ うしていました。
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両 親に とっては,子 供や孫のそばにい るの

が喜 びだ った の です。ニュー メキシコで

の母親の健康状態はあ まり芳 しい ものでは

あ りませ んで した。 ところが,サ ンフラン

シスコに来ている時はいつで も,は るかに

具合が良 さそ うなのです。それで察 しの

良い息子は,兄 弟に話 しました。「母さんに

必要 なのが何か,よ くわかったよ。」

その後の話 は こ うです。「大 きな トラッ

クを1台 見つけてきて,兄 弟でニュー メキ

シコへ行ったんです。そして荷物 を全部積

み込んで,両 親 を連れて来 ました。 自分の

こ とを本当に気にかけて くれる人のそばで

暮 らすのが一番ですか らね。それで母 の体

具合 も目に見えて良 くなってきました よ。」

それか ら彼はこう言い足しました。「思いや

りとい うのは,そ の示 し方ひ とつで随分大

きな力になるものなんですね。」

この謙遜で,し かも賢明な人が次に話 し

たこ とは,今 話 してきたこ とと同様 に大切

な ことで した。「子供 た ちには皆,働 くよ

うに教 えているんです よ。教育は受けて欲

しい と思います。で もそのためには,働 く

ことを覚 えな くちゃいけ ませんか らね。1β

歳になる息子がいるんですが,つ いこの間,

あ る銀行のアルバ イ トの口を世話 してや っ

たんです。学校の勉強の傍 らの,1日 たっ

た2時 間の仕事ですけ ど,そ れでも,働 く

ってい うことが どうい うことか,わ か りか

けてきてい る様子 です よ。息子 も,私 が責

任 を果たしているということで,父 親が自

分のことを心にかけて くれていると思 って

るんですね。私の方の仕事の時間が不規則

で,い つ も銀行 まで送 ってやる とい うわけ

にはいかないんですが,帰 りはいつ も迎え

に行 くようにしてるんです。息子はそれ を

楽 しみに してるんです。 まあ,私 もそうな
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を引かれ,次 に命,健 康,自 由な どすべ て

のものを,自 分たちの 目には宝 と映るもの

のために犠牲にしてしまうのです。肉欲,

麻 薬,偽 りを好む心は,人 の心 を引きつけ

るこれらのサ タンの領域に仕 える時に,ま

すます大 きなもの となってい きます。愛す

るものとの結び付 きは,私 たちがそれに仕

えれば仕えるほど,強 固なもの となってい

きます。偽 りを好むようになる人は生涯不

正直な働 きをします。事実一般的に,う そ

をつ く人よりも,麻 薬常習者の方がよ り短

時間の内に矯正 できるのです。

サ タンのこの終わ りの 日における最大の

収穫のひとつは,人 々の心 を破壊的で,移

ろい易 く,か つこの世的な ものに向けさせ

るこ とに成功 した という点です。世の人々

は最良のものを求めて計画す るというよ り

も,ま すますその自己中心癖 を強 くしてい

ます。私 たちは様々な集団の指導者が至 る

所で 「我々の権利」「我々 の要 求」 と語 る

のを耳に します。多 くの若人が,愛 には相

手に対 して要求できる 「権利」が伴 うと信

じてい ます。例 えばこのよ うに言 う若人が

よくいます。「もし君が ぼ くのことを愛 し

ているなら,ぼ くの言 うこ とを聞いて くれ

て もいい じゃないか。」このような人は高い

道徳の水準 を守 るどころか,自 分が言って

いることを当然の権利だ と思 っているので

す。そのよ うな申し出が愛 と無縁の もので

あることは言 うまで もありませ ん。 日々の

行ないというものは,そ の善悪 を問わず,さ

ほど重要には思えないことがあるか も知れ

ませ ん。 しか し,そ れらの行ないに よって,

その人と,そ の人の心 をひ きつけるものと

のつなが りは強め られ,容 易なこ とでは打

ち砕 くことがで きな くな ります。私たちは

的確な見通 しに基づ いて,自 分の心 をどこ

に向けるべ きか を決めなければな りません。

もし意義あるものなら,そ れは,必 ず私 た

ちの永遠の進歩に役立つ もの とな り,妨 げ

にな るようなことはあ りません。

心に愛 を持つ人は責任 とい うことを理解

し,意 識 しています。 コリン ト人への第一

の手紙 の中でパウロは,愛 は恨みをいだか
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定の才能に対 して時間と労力 をつ ぎ込む よ

うに励ます と,そ れ を愛す るようにな りま

す。

大人の私たちがいつ も,よ り多くの,そ

してより高価な財産 を手に入れることに優

先順位を置いていたとした ら,さ ほ どの時

間を経ずとも,そ ういった物への執着心が

高 じて くるでしょう。 もっ と大 きな家,も

っといい自動車,も っと高価 なボー トを買

うために,内 面的なものを犠牲に し,そ れ

らの成功 と喜びの象徴に愚かな執着心 を募

らせ ている人 もいます。人は自分の仕える

もの を愛す るようになり,自 分の愛す るも

のに仕 えるものです。

自分のためにならない ものへの執着心 を.

取 り除 くには どっしたらよいで しょりか。

私 たちは 自分の生活を吟味 しなければな り

ません。何に仕 え,何 に犠牲 を払 ってい る

かを確認 し,そ ういった方面へ の時間 と労

力の浪費 をやめるように しようではあ りま

せ んか。 もしそ うすることがで きるなら,

執着心は影を潜め,や がては消 えてい くこ

とでしょう。私 たちの愛は永遠 とい う規準

に照 らした ところへ向けなければな りませ

ん。もし私たちが励 ましを与 え,自 分 を犠

牲にして努力を続け さえするな ら,隣 人や

家族 も私たちの愛に応えて くれ るでしょう。

真実の愛は,命 その もの と同じように永遠

のものです。教会の召 しや責任の中には,

時 には大 して意味 も重要性 もない と思える

ものがあるかも知れ ません。しか し,一 つ

一つの責任 を積極的に果 たしてい くなら,

主 を愛す る気持 ちが次第に強 くなっていき

ます。私 たちは神に仕え,神 を知るにつれ

て,神 を愛するようにな ります。

新 しく改宗 した人々が福音を愛す るこ と

がで きるように手助け をするには どうした

38

らよいでしょうか。奉仕 をし,犠 牲 を払う

機会 を与えることです。私たちは自分が愛

し,時 間 をささげている真理 を絶 えず強調

す るように しなければな りません。それは

福音であ り,神 であるかも知れ ません。場

合に よると金か も知れません。私たちはよ

く,イ エスの教 えを含め,聖 典 を愛する人

人の言葉 を聞 くことがあ ります。真理 を学

び,応 用実践す る人は,だ れよ りもよ くそ

れを理解す るだけでな く,生 涯の指針 とし

て,そ れらを生か してい くように励 ましを

受 けます。什分の一 を納め る機会に最:も感

謝 しているのは,犠 牲 を払 い,そ の律法に

従順 であることによって得 られる喜 びや祝

福を実際に味わった人々です。福音 とその

教えに対す る感謝の念や愛情は,い ついか

なる場合 も福音 に対す る奉仕 と決意にかか

っているのです。

皆 さん御承知 と思いますが,す べての人

に与えられる,最 も気高い愛の模範につい

て,ヨ ハネによる福音書に次の ように書か

れています。「神 はその ひ とり子 を賜わっ

たほ どに,こ の世 を愛 して下 さった。」(ヨ

ハネ3:16)神 はほかの何 もの よりも崇高

な愛の行ない と完全無比の犠牲 をもって,

模 範 を示 して下 さいました。神はその愛が

無条件の ものであ り,す べての人をひ とり

も残 さず包み込む ものであることを教えて

下 さったのです。

イエスはこの地上におられる間に,正 し

い愛の実践法を教えて下 さいました。律法

学者やパ リサイ入たちが,救 い主のみ前に,

姦淫の場 を捕えられた女 を引 き出して きた

時の ことが思い浮かんで きます。彼らの 目

的はその女 と救 い主に愛を示す ことではあ

りませ んでした。イエスを窮地 に陥れ,計

略にはめ ることだったのです。彼 らは 「姦
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信仰へのかけ橋

七十 人第一定 員会会員

ロ ー レ ン ・C・=ダ ン

美 しいコー ラスを聴いて・私は肋 ご高め
られ るの を感 じました。皆さん も同 じ

ような気持 ちを味わわれたことでしょう。

私 は今,こ の会の最初に歌われた讃美歌の

「われ ら受け し 信仰持ち」 という言葉 を

思い返 しています。(讃 美歌150番 「シオン

の若者真理を守 り」参照)こ れか ら,こ の

信仰 ということについてお話 したい と思い

ます。

私たちは信仰を持つ民 として知 られてい

ます。確かに個 人の信仰は福音を支える礎

石 であ り,個 人に とって最 も重要な特質で

あ ります。

ジョセブ ・ス ミスはこのように述べてい

ます。「信仰 とは,目 に見えないものの存

在に対 して人が抱 く確信であ り,知 力を有

するすべての者の中にある行動 の原則であ

る。……これが入を支配する第一の原則で

あ る。」(L66劾z召soη1勉 励 「信 仰講話」

pp.7,10)

ヤ コブは次のように教えています。「神は

すべての人に向か って,汝 らはイスラエル

の聖者を全 く信仰……(せ)よ 。さもなけれ

40

ば神の王国には救われない と仰せ になる。」

(IIニ ー ファイ9:23)

この よ うに私たち個入の信仰は,力 と行

動 の原則 として,ま た救 いの鍵 として,絶

対に必要 なものなのです。

パ ウロは次のように勧 めて い ます。「言

葉にも,行 状 にも,愛 にも,信 仰にも,純

潔にも,信 者の模範にな りなさい。」(1テ

モテ4:12)

アル マは次 のように述べ ています。「た

とえ信 じようとする望みを起すだけでもよ

い。しか し,私 の言葉の一部分で も受け入

れるほどの信仰ができるようになるまで,

この望みを育ててゆけ。」(ア ルマ32:27)

モロナイは次のように記 しています。「あ

なたたちは自分が まだ見ていないか らと言

って疑ってはならない。信仰 の度 を試 して

か らでないと証が得 られないか らである。」

(イ テル12:6)

信 仰 という賜 と力 とを伸ばすには,様 々

なステップがあ ります。これか ら少しの間,

そ の中の6つ のステップについてお話 した

い と思い ます。

第1に 信仰 とは,主 を全能なる御方,す

べての祝福 を与 えて下 さる御方 と認め る力

です。

ベ ンジャ ミン王は言 いました。「神 を信

ぜ よ,神 が ましますことと,神 が天地の間

の万物 を造 りたもうたことと,天 でも地で

も全知全能であるこ ととを信ぜ よ。また,

人 間は主の悟 りた もうことをことごとくは

悟れないことを信ぜ よ。」(モ ーサヤ4:9)

私 たちは物事 を別個に考 え矛盾 した行動

をとることがあ ります。あることについて

は神 に祈 りながら,別 のことについて心 を

悩 ませています。主 といえども生活のあ ら

ゆる面にまで助け を与えることなどできな
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「信仰によって
,ノ アはまだ見ていない事

が らについて御告げ を受け……その家族 を

救うために箱舟 を造……った。」(ヘ ブル11

:7)

キンボール大管長は,ノ ア と箱舟につい

て次のように考察 しています。

「雨や洪水の兆候はまるで見られなかった

ので……主の警告は不合理に思われた。……

いつ ものように太陽は輝き,あ らゆる生命

が育っているのに,乾 いた大地の上に箱舟

を造るとは,何 と愚かに見えたことだろう。

しか し,時 は満 ちた。……大洪水が起こっ

たのである。不従順な者は……水に呑まれ

てしまった。箱舟の奇跡は箱舟 を造 るとい

う信仰の表われがあって初めて起こったの

である。」(翫 廟P名 θ6θ4θS漉θ、M吻6♂6

「奇跡に先駆け る信仰」pp .56)

何 年 も前にな りますが,第 二次世界大戦

のあの陰うつな時代に,オ ー ス トラ リア伝

道部のエルボン ・W・ オーム伝道部長は,

主 に忠実なある未亡 人か ら土曜 日の夕食に

招待 されました。その当時は配給制度が実

施されてお り,良 質の食料品は,ほ とん ど

店先か ら姿 を消 して しまいました。

伝道部長は彼女の家 を訪れ,食 卓に:並べ

られているご馳走の山を見て驚 きました。

物が不足 している時代で したの で,こ のよ

うな食事には何 カ月もお目にかかっていま

せ ん。

「これはいただ くわけにはまいりません
。」

伝道部長は未亡人の 口から生活の糧 を奪 っ

て しまっことが耐え難かったのです。する

と彼女は言いました。

「で も
,ど うして も食べていただきます

わ。私は教会幹部の方々のお話 を数年前か

ら聴かせていただいて,1年 分の食料を貯

えて まい りました。 これは貯蔵品のほんの

一部なんです よ
。」

42
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て神のようにな り,す べての人々が 「主な

る神すなわち世の救い主の名によ りて語 ら

んため」(教 義 と聖約1:20)な の です。

ジョセブ ・フィールデ ィング ・スミス大

管長は,十 二使徒定員会の会員の時に,あ

るステーキ部大会に出席 しました。そこの

ステー キ部長は召 されたばか りでした。す

ると,ひ とりの兄弟が ス ミス長老の ところ

に何度 もや って来ては,個 人的な問題につ

いて相談にの って欲 しいとしきりに頼み ま

レた。ついに,ス ミス大管長は,ス テーキ

部長が同席す るこ とを条件に会 うことにし

ました。その兄弟が 自分の置かれている状

況を説明してい くと,ス テー キ部長の心に

は彼が しなければならない事柄が浮かんで

きました。 しか し,ス ミス大管長 は話 を聴

き終わると,驚 いたこ とにこう言ったので

す。「あなたに申し上げることは何 もあ りま

せ ん。」その兄弟 は思いがけない言葉にびっ

くりし,そ の場 を立ち去 りました。彼がい

な くなると,ス ミス長老はステー キ部長の

方 を向いて言いました。「あの兄弟 にどのよ

うな勧告 を与 えればいいのか,そ れは分か

ってい ます。しか し,彼 がその勧告に逆 ら

44

うことになる と心 に感 じたのです。ですか

ら,神 権の勧告に背いて罪に定められるよ

りは,何 も知 らない方が良い と思 ったので

す。」

この話か ら分かるように,神 が私たちを

導 くため に召された人々に,指 導 を求め る

だけでは十分 であ りませ ん。霊感 を受けた

指導者の勧告 に進 んで従 い,信 仰 を育てて

いかなければならないのです。

末 日聖徒は信仰 を持つ必要があ ります。

また,自 分 自身の生活や隣人の生活の中で,

あ らゆ る機会 をとらえてその信仰 を育まな

ければな りません。

信仰は私たちが生 まれなが らに受け継い

でいるものです。イエス ・キ リス トの福音

を喜んで受け入れ る人は,イ スラエルの血

統に属 し,信 じる力を持 っているこ とはイ

スラエル家の特色です。ある人はこれを「信

仰の血統」 と呼んでいます。

私 にとって信仰は,か が り火であるとと

もに礎石 でもあ ります。それはみたまによ

って生 まれ,多 くの祈 りとみたまの導 きに

よって豊かになっていきます。また信仰は

私の身と霊 を高揚 させ,私 の心 を開いて喜

び と平安 をもたらして くれます。私の知識

を増 し,確 信 を強めて くれ ます。私の信仰

とはこれです。神 は生 きておられ ます。イ

エスも生 きてお られます。イエスはキ リス

トであ られ,ジ ョセブ ・ス ミスは真の予言

者です。私たちは今 この場に使徒 と予言者

をいただいています。これが私の信仰です。

主が私 たちを祝福 して下 さいます ように,

そ して私 たちが信仰 を持 って 日々の生活を

送ることができます ように,イ エス ・キ リ

ス トのみ名 を通 してお祈 りします。アー メ

ン。
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ペンサー ・W・ キンボール大管長 によって

この教会は管理され導かれてい ます。私は,

このことを知っていることに本当に感謝 し

たいと思います。

この証,こ れこそか聖霊 を通 して得 た私

の確信 てあ り,私 の岩 てあ り,私 の支えて

す。私 は今 限りない感謝て満たされていま

す。 自分の召 された責任に対 してあ らゆる

才能 と時間,労 力,そ して持てるものすへ

てを捧ける決意てお ります。それによって

この感謝 を表わす ことかてきれはうれ しく

思 います。 クラ!ア ス。私 は,こ れ らすへ

てのこ とを,私 たちの主イエス ・キリス ト

のみ名に よりお話 申し上けます。
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のことです。

現代の啓示を通 じて,私 たちは 「神の栄

光は英智なり。すなわち,光 明 と真理な り」

と教えられています。このような光 と真理

は,悪 魔 を決 して寄せつけませ ん。(教 義

と聖約93:36-37参 照)

また,も し私 たちが誠心誠意 で神 の栄光

を表わそうとするならば,全 身が光 明に満

たされて私 たちの中に暗闇がな くな り,そ

の光明に満 ちた体はすべてのこ とを理解す

ると教えられています。(教 義 と聖約88:

67参 照)

さ らに神の光 につ いて調べてみ ると,次

のように書かれています。「その光 は暗黒

に輝 くに暗黒はこれを覚 らざりき。さ りな

がら,汝 らついにすなわち神 を知 るの 日来

らん。而 して,汝 ら神に生かされ神 に依 り

て生かされん。

その時汝らはわれを見たるこ とを,わ れ

在ることを,ま たわれは汝 らの中にある真

の光にして汝 らわが中にあるこ とを覚 らん。

然らざれば汝 ら充ち満つること能わざらん。」

(教 義 と聖約88:4950)

真理 の光 を探す者 にとって,こ の言葉は

大いなる約束です。

また,神 の光が及ぶのは霊的な事柄に関

してのみ かとい うと,そ うではありません。

聖典にはこの ようにあ ります。「而 して今

輝きて汝 らを照らすその光は,汝 らの眼を

明る くする彼によりて来 り。而 もまた汝 ら

の理解を生かす光 と同じ光な り。

而 してこの光 は,神 の前 よりさし出でて

広大なる宇宙に満ち充て り。

すなわち,こ の光 はすべての物の中に在

る光な り。これはすべての ものに生命 を与

え,而 もすべての もの を支配す る律法に し

て,す なわちすべての ものの中に在 り,永
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遠の内に在 り,自 らの王座 の上 に在る神の

力な り。」(教 義 と聖約88:11-13)

神 の光は,私 たちを暖か くまた心地よ く

包んで くれる物質的な光でもあ り,さ らに

万物 を見通 し,「覆い尽 くす力で もあるので

す。言葉を換えて言えば,あ らゆる種類の

光は英智 と真理 に結びついているというこ

とです。

これは,イ エス ・キ リス トについてさら

に深 く語っている現代の啓示によって実証

されてい ます。「す なわ ち,キ リス トはい

と高 き所に昇れ り,ま た同 じくよろずの物

の下 にまで身 を落せ り,そ れにて彼はすべ

ての物 を含み以てすべての物の中に在 りて,

すべ ての物 を貫き真理の光 となる。

而 してその真理は輝け り,こ はキリス ト

の光 な り。また同じく彼は 日輪 の中に在 り,

而 して日輪の光 にしてまた 日輪 を造 りしそ

の力な り。

また同 じく月輪の中に在 り,月 輪の光に

してまた月輪 を造 りしその力な り。

また同 じく星 の光 にして,ま た星 を造 り

しその力な り。

またすなわち汝 らの立てる地を造 りしそ

の力な り。」(教 義と聖約88:6-10)

この ようにキ リス トの光 は霊 的な光だけ

でな く物理的な光 をもその中に包み込んで

います。そして,私 たちがいたる所で目に

する光に象徴され るエネルギーが どのよう

に形成 されているかを理解す る手がか りと

なっているのです。

サ タンは人の子 らの間に入り込んで,人

々の不従順や先祖の言い伝 えを利用 して光

と真理 を奪い去 って しまう悪の張本人です。

しか し,主 は子供たちを光明 と真理 の中で

育てなさいと戒めてお られ ます。(教 義 と

聖約93:39-40)光 と対照 をなす ものは闇



6ラ

。つ身2コ管望4肴味⊃1マ5孟腓第(
〃

臼辱イつ0慕き〔γ儲`祭⊃1(ゴ・・去(〃Y`祭=IY(Σ

昂回・04。つ母ぞコ?47看母認ま登9・字4

⊃1輩(〃再母D一;景.霧準q`〔}=～64素日」聾罪1辞

9。o昂2コ(〃翠宰1)こ〉享?哩・4・4=1穿酵

o
・〉旱・コ(ヲ4に鍵耳9`⊃1珊(〃コ」。9アつ

羊仏)γ裂尋口竈(〃老。こ!「準ミ)41・4`君

494⊇蜘婁(〃妾そし壱兵書`4幸,)(〃認婁

》窒髪2しゑ》曳へし⊃1⑲語(〃し20ア1推

。
.喜ユ(〃管号⊃1←甲受壽

払}4劉耳亨マし鶉⊃1盈箪2庭拍平(Σ算4〕弊(外4

ヨ×白ギ・Y工身`(4辮(4茸コ1遷鍵(〃/(6

吾γ詳γ鐸`》りし21?.臥[r韓←甲〉。(:,聚

⊃1酎`q昂身孝2コqつヨ1。.喜払(〃管雰払

宰2コ?一創酬臨津僻(払4碧〔組(〃睡「4つ

。γ吾準亀)累Rコ身窒口廷⊃}辱影畢耀塁1む轟

塘(〃ηπ⊇(}Y管昂・偽へ`}・へ調尋年q弊

。γ吾寧〔
4(41窄Rコ管.食

脚準畢(4マ推躍く6喜`〔刈削・へ昂マ看.⊃1<

44←孝昭1聖目(〃コ4ζ44慰。.ε弘(〃管ミ払

}(1ぞ⊃(を.喜割「鴎∩「1半雌畢r鐸ξ封・〔ン轟塘4しq

⊆妾`勲穿.庖マ§》廓ア冷4推`,)(〃嬰し

§⊥)著肯畢ぞ準婁2弔レ盈⊃掬4推}4申孝受

昂難「4つo.鐸翠q象Y身q)し射1星酷1

塘・へ駈(き0〕FY(〃蟹暴・`翠1⊃1申(〃卑=γ推

。γ吾峯マ

呈翠R卑麟昂ヨ1》寧1申孝`勲μ享24し尋⊃l

o慕窪⊃1》H謬弔尋←アq母亀)(〃2コ?.ε

毒[鳥尋(ゴ目`濠Y§9〔曝つ撃。.軽,)q寮[劉(〃

〉薪阜(〃←q2q澤婁弘「劇廷尋(ζ目,)(〃q

駈コ1藁非4旱1鞍を轟聡マリ準甲).(ン舞`4

峯。.喜払o罷アゆ⑫7集ぞ詳喚票裂(レ射尋

マ轟堤マ欝弔」'(〃峯弔q尋亀)(〃2コ(Σ享ll畢

臼目凱劉Y。↓率亀)4マコ管.鐸鰯「1串弓蚕

塘(〃弱団ぞ弱圏`4羊Q.庖ユ(〃?塁ユ}4ぞ

コ(を千1ρ鍵罫孝(ゴ目⊃匹ア(髪.食畢丸(号身q

「玉雫1(44推)一し車♪尋舞(〃を`〉駈傑oア

判國尉器⑫q).し早と⊃IM(〃(44推。!ソ吾季

o(群瞳・π〉窪)コ⊃1率準(Σ穿忌身翠コ1溺

塘(〃菊団創q(Σ(宰彰1》尋鞭身(〃(44推つ4

つ。享準Q(ぎ製軸⊆量?q首μ岳当勲η(ぎ

撃ぞコ(Σqi劉ぞq量き9:号首`劉⊃1(44推

。傘)(〃?冬)4マ⊇管喰胆準孝弱閾`
,)

毛畔⑫q》し着畢厚昂婆¥¥(}o�F�纎｣寧1�

ｯ}�ｵ�ｻ�B至,)(が}�ｺ��つ}(4鯉,)�ﾑ�Q尋(�

V�R�ﾝ図1圏`}9:傘)�齒ﾍ!)�ｱ�ﾑ�相ﾇ�ﾔ⊃,M(〃

Y(∠1�黹�1:乙1�戟���ｹr

)「.?鵯)�P・4�E�ﾖ昂(�ｬ.�譓ﾋ�v�摯ﾉ�R�E曝

)�R昭(}⊃IY�皷y呈).q�嘯ﾉ,�ｩ甲(�Vコ`軍1・4

4�@�ｩ�G⊃1�ｹ量(外9({�`目4��臼4車}(�V�ｨ�ｼ�

f量`劃(�S�洛瘰g�B�g亀)淳2コ?�菇F⊃1��

ﾒ�ﾎ�r昂(}q覇(�V回'`罪Rコ9�諠}4用(ゴ

4�﨤ﾊ�L�t魁)���(が}受(浮.創.��~�窒ｼ号(�

ｰ�}�y�ｽ�L�F�ﾂ�亦謨L�凬R�N�癡ｫ�L�｡×rl美 4しヰし

率`(浮享.喜婁健ぞ甲吾畢量》つ凶⊃1畔コ

。?島)42コ90芳⊃1製魯

畢〉昂黛q携(〃魁アRコ4叩(ゴ4申*き4穿を

`(外(済(Σ(弘)(〃(Σ峯》つ2智百(〃を)6ア⊃{

器禦(〃寸×白キ写》ア1(〃祭身(汐.㌫李マ甲、吾

呈犀ヨ×r[ギ4準`(汐.私.ε2窒些髪畢暴。←

甲窒〕薩コ1(444昂(ぎ孕暴阜⑦鞠「1渉宰1推く7ン

§。?4忍畢『季4》』(∂→×白キコ1(潔4

身著考尋「1宮図(〃螢録昂》割々Y(〃》ン.喜

。(彦(4
、}・(済臼E拍。2

劉(をμ膨⊃1弓i華〉母(ぞ富`⊃1⊆T(Σ幸脇図

尋ぞ忍呆日2葛:覚劉裂阜(〃鞠自才(〃妾`〉母払

〔イ4勲(Σq)辞(》窒肴孝駐i射マ甲目(Σ.喜鞠

妹畢量畢判【44尊母(ぎ。ア(44{拒宵(グ淫

oq昂(さ昂fl》し量?尊甲(外4駒量孝(
〃黛4

叩匂・4[地)(〃躯曝4準。・駕・勉ン寧1)し

量?認用(ヲ4申求尋(〃撃q量,)!ソ章1・」Q至準

`オ(払4盗・π管千勘犀圭工⊃Rコ4つ皐暴)「

⊃1:¥¥�F�｢�x�ｯ�ｃ閤昇;�謳p写1(4�ｸ挫`�

ｩ�
B.��Oo�ﾘ劉(が}�ﾇ�r�･コ1�m覚`〔4(払



見よ,わ れはアダムに自ら自由意志 を行

うことを許 したり。われは彼に誠命 を与 え

しが,俗 世にかか わる誠 命を与えたること

なし。わが誠命は霊に関わるものなればな

り。わが誠命は肉体の ものにも俗世の もの

にもあらず,ま た肉欲 のものに も情欲 のも

のにもあらず。」(教 義 と聖約29:34-35)

この聖句 を理解す るようになってか ら,

物 質的な存在や肉体に対する私の考え方が

変わってきました。

什分の一や献金を納め ることを例に とっ

て考えてみ ましょう。私たちが この地上で

捧げるもので献金ほ ど物質的な ものはない

でしょう。 しか し,神 が これを戒め として

与 えておられるのですか ら,そ こには霊的

な根拠,あ るいは什分 の一や献金 を納め る

ことを裏づける永遠の見地に立った論拠が

あるはずです。神 は私 たちに,天 の窓を開

かれるかどうか試 してみなさいと言われま

した。(マ ラキ3:10参 照)そ の時神は,

何 を指 してそう言われたのでしょうか。神

は単に地上での祝福,あ るいはこの戒め を

守ればこの世 で報 いを受け られる とい う約

束 を表わしておられるので しょうか。それ

とも私が考 えるように,真 理 と英知に関す

る啓示 といったような永遠性 を秘めた霊的

なもの を指 してお られるのでしょうか。そ

うした事柄が開かれた天の窓か ら注がれれ

ば,私 たちはそれを通 して神 と交 わ り,万

物について理解することができるのです。

また,知 恵の言葉については どうで しょ

うか。神は,そ の戒めに従順 である人々に

単に健康や耐久力 とい うこの世限 りの祝福

だけを与えようとしておられるのでしょう
かく

か。ここで,神 が知識の 「秘れたる宝」に

ついて も触 れてお られることを忘れてはな
かく

りません。私が考えるに,こ の 「秘れたる宝」
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とは永遠の宝につ ながるものであって,こ

れ を用 いることによって私たちは神の光 と

ぬ くもりの中に立 ち返 ることができるので

す。外の暗闇の寒 くてみ じめ な状態にいる

人々には,こ のよ うな平安は味わ うこ とが

できません。

さて,も う一度話 を絶対零度に戻すこと

にしましょう。そこには,理 論的に熱 とい

うものが全 く存在 していません。私には,

サ タンと彼に従 う人々が 自ら受けていた真

理 と光か ら離れて喜び も幸福 も一切存在 し

ない冷たい闇の世界へ と向か って とぼ とぼ

と道 を進んで行 くのが見えるようです。

今 まで話 して きた事柄 をまとめてみると,

真 理 と光明 とはすなわち全 くの英知である

ということになります。

ところで,世 の中にはこの教会が 多くの

教会の中の単なるひとつにす ぎないと考え

ている人々が います。教会員の中にも,回

復 された福音が数 ある宗教哲学のひとつで

あるとしか考 えていない人が いるのです。

私は特別な証 し人のひ とりとして,こ の教

会が神に よって基 を据 えられたこ とを心 を

こめて証申 し上げます。 この教会は普通の

教会 とは異な ります。この教会はイエス ・

キ リス トの教会なのです。教会が教える福

音の教義は,聖 なる神 の言葉 です。 また,

光 明であ り,真 理 であ ります。これ をない

が しろにした り他の宗教哲学 と同様に考 え

た りする人は,人 間に とって最大の誤ちを

犯 しているのです。この教義 こそ私の証 を

支 えて くれる真理 であ り光明であることを

イエス ・キ リス トのみ名によ り証致 します。

アーメン。
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にいたいという原則です。・

使徒パウロの言葉 を読んでみ ましょう。

主は 「ひとりの人か ら,あ らゆ る民族を造

り出して,そ れぞれに時代を区牙 し,国 土

の境界を定めて下 さったのである。」(使 徒

17:26)ま た,パ ウロは次のように も述べ

ています。「肉親 の父 はわた したちを訓練

す るのに,な お彼 をうや まうとすれば,な

おさら,わ た したちは,た ましいの父に服

従して,真 に生 きるべ きではないか。」(ヘ

ブル12:9)私 は神が 自分の父親であると

い う教えを愛 してい ます。イエスは祈 りの

時に,「 天にい ます わが父よ」 とは祈 らず

に,「 天 にい ます われらの父よ」 と祈 られ

ました。(マ タ イ6:9)こ れ は とて も素

晴 らしいことです。プライマ リーの子供 た

ちが 「神の子 です。わたしや あなた」 と歌

うのは,こ のためです。

主は主御 自身のなさ り方で予言者を召 し

ます。主は彼 らをこの世 に生 まれ る前か ら

御存 じで した。アブラハムの書の中には,

主が霊のただ中にお立 ちにな り,そ の霊の

中にば,高 貴で偉大な者があったと書かれ

ています。しかし,そ の霊 たちにしても,

自分 を高貴で偉大な者た らしめることをし

ていなければ,そ うはなれなかったこ とで

しょう。主は彼らにつ いて,こ っ言ってい

ます。「これ らの者 をわが統治者 となさん。

……アブラハムよ,汝 はこれらの者の一人な

り6汝 は生れざる前に選ばれたり。」(ア ブ

ラハム322-23)何 と素晴 らしい教えで

はないでしょうか。主はこれ らの霊の真 ん

中に立ってお られました。そ してその中に

はこの現世において,神 の予言者 となった

人々が幾人かいたのです。

エレ ミヤが予言者に召された時のことに

つ いて,皆 さんは御存 じのことと思 います。
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エ レ ミヤは理解 できませんでした。それに

対 して主はこう言われました。「わ た しは

あなたをまだ母 の胎につ くらないさきに,

あなたを知 り,あ なたが まだ生 まれないさ

きに,あ なたを聖別 し,あ なたを立てて万

国の預言者 とした」(エ レ ミヤ1:5)も

しエ レミヤが前世 で存在 していなか ったと

したら,主 は彼 を聖任できなか ったはずで

す。 また,エ レ ミヤが この地上における主

の代弁者のひ とりとなるにふさわ しく,自

分 自身 を備 えさせるために,霊 界でそれな

りのことをしていなか った としたら,生 ま

れる前に,神 から聖任 されることもなかっ

たで しょう。 まった く同 じことが,予 言者

ジョセブについても言えます。その時のこ

とにさかのぼ ってみたい と思 います。

かつて天で戦いがあったということを,

私 たちは教えられています。戦いの様子が
み

こ う書いてあ ります。 「ミカエル とその御
つかい

使 たちとが,龍 と戦 ったのである。」しか し,

龍(す なわちサ タン)は 地に投げ落 とされ

て しまいました。その時,次 のような大 き

な声が聞こえました。「地 と海 よ,お まえ

たちはわざわいである。悪魔が…激しい怒

りをもって,お まえたちの ところに下って

きたか らである。」(黙 示12:7-9,12)

そ して,悪 魔は 「食いつ くすべきものを求

めて歩 き回」 り,(1ペ テ ロ5:8)今 ま

で もず っとそれをし続けてきたのです。サ

タンは天の群れの3分 の1を 味方につけ ま

したが(黙 示12:4参 照),天 を追われた時

に,彼 らは霊界で得ていた知識を携えて来

ました。一方,私 たちはこの地上 に生まれ

て来る時に,一 時的に知識 を取 り上げ られ

ることになったのです。

使徒パ ウロはこう書いています。 「なぜ

なら,わ た したちの知るところは一部分で
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を石 で打 ち殺す者よ。ちょうど,め ん どり

が翼の下にそのひなを集めるように,わ た

しはおまえの子 らを幾たび集め ようとした

ことであろう。それだのに,お まえたちは

応 じようとしなかった。

見 よ,お 前たちの家は見捨て られて しま

う。

… 『主の御名(み な)に よってきたる者

に,祝 福あれ』 とお まえたちが言 う時まで

は,今 後ふたたび,わ た しに会 うことはな

いであろう。」(マ タイ23:37-39)

今,私 たちがこの世に生 を受 けているの

は,パ ウロが言っているように,主 のみ名

によって遣わされているからなのです。

「したがって
,信 仰は聞 くことに よるの

であり,聞 くこ とはキ リス トの言葉か ら来

るのである。

……宣べ伝 える者 がいなくては
,ど うし℃

聞 くことがあろ うか。

つかわされな くては,ど うして宣べ伝え

ることがあろうか。」(ロ ーマ10:17,14-

15)

私 たちは遣わ された者 なのです。

私が皆 さんに何 を言おうとしているのか,

例 を拳 げて説明 してみたい と思います。モ

ーセが生 まれた時
,悪 魔はパ ロの心に,イ

スラエルの男の子 を皆殺 しにせ よとささや

きました。その前に生 まれていた子供 は数

多くいたのですが,サ タンはモーセに対 し

て,前 もって手 を打っておかなければなら

な くなる時が来るというこ とを察知 してい

ました。皆 さん御存 じのよ うに,モ ーセの

母親は葦で作ったかごにモーセを入れて川

に置 き,そ の命 を救いました。そしてパロ

の娘がモーセを拾い上げ,養 い育てたわけ

です。

イエスの誕生の時 も,サ タンはヘ ロデの
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心 の中に,ベ ツレヘム とその周辺の,2歳

以下の子供 を皆殺しにす るよ うに とい う考.

え を吹 き込みました。それ以前に生 まれて

いた子供は何人 もいましたが,サ タンは救

い主に対 して,前 もって手を打っておかな

ければな らな くなる時が来 るとい うことを

察知 していたのです。救い主 も,サ タンと

3分 の1の 霊が追い払われた,あ の天上の

戦いに加 わっておられました。

わずか14歳 の少年 ジ ョセブ ・ス ミスが祈

るために森に入って行 った時,闇 の力が彼

の上にの しかか り,ジ ョセブは破滅 して し

まうのではないか と思い ました。 しか し最

後には,そ の祈 りがかなえられて,光 の柱

が天下 り,サ タンの力か ら解 き放たれたの

です。サタンはそのジョセブ ・ス ミスとい

う人間を,前 もって始末 しておかなければ

ならな くな る時が来 るということを承知 し

ていたのです。なぜ なら,ジ ョセブも,神

がわが統治者 となさん と言いたもうた,高

貴に して偉大な者のひとりであったか らで

す。

モルモン経 を読む と,リ ーハイは荒野に

いた時息子 のヨセブに,主 がエジプ トに売

られたヨセブに対 して,終 わ りの日に彼の

子孫の 中か ら,モ ーセの ようなひとりの予

言者 を起こす と約束 したもうた とい うこと

を話 した とあります。(IIニ ー ファイ3:

6-9参 照)そ して聖典 の中では,モ ーセ

のように神 と共 に歩き,話 した予言者はイ

スラエルの中に起こらなか った と書かれて

います。(申 命34:10参 照)こ れはジョセ

ブ ・ス ミスが生 まれる3,000年 も前に,主 が

その子孫の中か ら起こす と,エ ジプ トの ヨ

セブに約束 され た予言者なのです。神はそ

の予言者の名前は ヨセブ と唱えられ,そ の

父の名 もまたヨセブと呼ばれるということ,
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4月4日(土)神 権 部会

「父たる者 に

大いなる事求 めらるる」

十二使徒定員 会会長

工 ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

主 はこ う宣乱 ておられます・ 「サタン
は,幼 き小児ら成長 してわが前に責任

を知 り始むる年 までこれ を試むる能力なけ

ればな り。」そして子供たちに責任 を取 る能

力のない幼児期 を与えたのは,「 その 父 た

る者に大いなる事求め らるる故」であるこ

とを明らかに されたので した。(教 義 と聖

約29:47-48参 照)

そ うです。今,父 たる者には大いなるこ

とが求め られています。主は父親に何 と大

きな信頼 を寄せ,何 と大 きな責任 を課 して

お られることで しょうか。今 日ほど父親に

この大いなることが求め られている時はあ

りません。

父親の務めについて思いをはせ る時,私

は,そ の子孫に正義の道を忠実 に教 えた全

人類の父アダムのこ とを忘れることがで き

ません。 また父祖アブラハムについて考え

る時,こ の地上でアブラハムに比肩 し得る

ほどの信仰 を持 った父親 はいなかったと思

います。ヤ コブすなわちイスラエルの勤勉

さと堅忍については,敬慶にも似た尊敬の念

を抱いています。 さらに リーハイがその息
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子 たちに示 した模範に対 して,リ ーハ イと

い う名前を心か ら尊敬 しています。

この神権時代においては,予 言者である

息子の証 を信 じたジ ョセブ ・ス ミス ・シニ

アのことをまず第一 に思い浮かべ ます。ま

た教会の6代 目の大管長 であ り,10代 目の

大管長の父であるジ ョセブ ・F・ ス ミスの

気高い模範 も忘れることがで きません。

私がこれ らの高潔 な人々に畏敬の念を抱

くのは,彼 らが偉大な予言者 であった とい

うよりも,偉 大な父親であったからです。

つ まり彼 らは主が求めてお られることを理

解 し,そ の期待 に応えるよう生活 していた

か らです。

この場 を借 りて特 に父親の皆さんに,主

が私 たちに求めてお られ る3つ の特別な事

柄についてお話 したいと思 います。これ ら

は どの ような父親であっても,ご く普通 に

勤勉に努力すれば十分実行で きる事柄です。

この3つ のこ とを実行するな らば,家 庭は

平安で満たされ,私 たちの名前は後世 に語

り継がれ,永 遠に続 く家族の交わ りを維持

す ることができるでしょう。

父親の皆 さん,主 が私たち父親に求めて

お られ る大 いなる事柄 とは何で しょうか。

第1に,家 庭 を主の愛 とみたまが宿 る所

とす るこ とです。子供たちは純粋無垢であ

り,悪 を知 りませ ん。か と言 って地球 に

送 られて来 る時,善 も悪 も何 ら影響 を及ぼ

さない環境の中に送 られて来るのではあ り

ません。家庭 とい う,自 分の将来を決める

考 えや思い,標 準などに良かれ悪 しかれ多

大の影響 を与 える場所に送 られて来 るので

す。

主が私たち一人一人に求めておられる偉

大なこととは,善 意が育 まれるように,積

極的に楽 しく生 きることを教える家庭 を創
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に宛てた言葉 です。

「家庭 よりも
,仕 事あるいは娯楽,ま たは

副収入に心 を向けると,そ の瞬間か ら,人

は下落の道 をたどる。家庭よ りも社交 クラ

ブの方に魅力を感 じるようになったら,直

ちに赤面 して告 白すべ きである。私 は人生

で最 も大切な機会 を捕えられず,真 の男 ら

しさを吟味す る最:終試験に落第 しました,と。

いかに見すぼらしい丸太小屋 であろうと

も,家 族がひとつになり愛がみなぎってい

る家庭は,最 も神の目にか なう,し か も人

類の未来を担 う家庭である。いかに財産 を

持つ といえども,こ れに及ぶ人はいない。

そのような家庭にこそ,神 は奇跡 を行なう

ことができ,ま たそうされるのである。清

い家庭に住む心の清 い人々は,常 に天 より

のささや きを聞 くことので きる距離にいる

のである。」

(デ ビッド・0・ マッケイ,C加7cんNeω8

「チャーチ ・ニュー ズ」1968年9月7日 付 ,

P.4)

父親の皆さん,皆 さんの家庭の零囲気は

どうで しょうか。

第2に,子 供たちに真理の原則 を教 えて

理解 させることです。主 は予言者 ジョセブ

・ス ミスに与えた啓示の中で,「 小 児 たち

を光明 と真理の中に導 き来れ」 と父親に命

じられました。主はそれを怠っていた人々

を叱責 してお られ ます。私たちは皆,ジ ョ

セブ ・ス ミス ・ジュニア,フ レデ リック ・

G・ ウイ リヤムス,シ ドニー ・リグ ドン,

ニ ューエル ・K・ ホイッ トニーに与え られ

た第93章 の原則について十分知 り尽 くして

いると思います。

この啓示の中で,主 はサ タンが 「来 りて,

不 従順により,ま た先祖の言伝えによりて,

人の子 らによ り光明 と真理 を取 り去 りぬ」
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(教義 と聖約93:39)と 述 べ られておられます。

言 うまでもな く,「先 祖 の言伝 え」 とは父

親 の悪い模範 と教えです。

繰 り返す までもないことですが,こ の世

は星の光栄の世界です。子供たちはそのよ

うな環境 の中で成長 しています。人生にお

け る最 も野卑で邪悪な面を描 くテレビの番

組や映画に毎 日のようにさらされているので

す。また,霊 性 を失う行動に駆 り立てるように

巧みに計画 されたスローガンや広告の雨の

中にいるのです。 さらには,公 立の学校で

使 っている教科書や教材の中に も,単 なる

理論や,あ げ くのはてには偽 りを真理 と称

して提示されていることが しば しばあ るの

です。

父親 の中には,子 供の考えや標準 を形成

す る責任 を,単 に母親 とか学校に転嫁 して

しまっている人がいます。 また,テ レビや

映画で映し出されることが子供たちの価値

観 を形成 しているこ ともしば しばです。

私たちは家庭で子供たちに善悪の判断の

規 準を教 えますが,学 校が いつ もそれ を援

助 してくれ るとは考 えるべ きではありませ ん。
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も当てはまることです。

自分 の家を整えるには,,神 の戒め を守 ら

なければな りません。 そうすれば家庭 にあ

ってあなた と妻,あ なたと子供たちの間に

愛 と一致 を育むこ とが できます。また毎 日

家族の祈 りをすることです。 そして家族が

イエス ・キリス トの福音 を理解で きるよう

に教 えることです。家族一人一人が神の戒

めに従 うことも大切です。 また両親が神殿

の推薦状 を受け られ るようにふ さわし く生

活 をし,家 族が皆昇栄 の儀式を受 けて,共

に永遠に結び固め られることです。さらに

多額の借金 を避け,家 族が什分の一 と捧げ

物 を正直に納め ることです。

父親の皆 さん,皆 さんの家庭は整ってい

るでしょうか。

主はジョン ・テ イラーに与えた啓示の中

で,神 権老に次の ようなメッセー ジを述べ

てお られ ます。「私は家族の長たる者に神

の律法に従 って家 を治めるように求める。

そ して神 の前 に清 くな るよう教 え,家 庭

の中か ら邪悪 を追放せ よ。私はあなた方 を

祝福 し,あ なた方 と共にいると主 は言われ

る。あなた方は聖所に共に集 り,私 を呼び

求めて正 しいこ とを尋ね求め よ。私はあな

た方の祈 りに答える。そ して私のみたまと

権能はあなた方 と共にあ り,私 の祝福 はあ

なた方 とその家族,住 居,家 庭,あ なた方

の鳥の群れ,家 畜の群れ,畑,果 樹園,ぶ

どう園,そ してあなた方が所有す るものす

べてに注がれる。 あなた方 は私の民であ り,

私 はあなた方の神 である。……なぜな ら私

の言葉は出て行って,私 の業は達成せ られ,

私 のシオ ンは確 立 され るか らであ る。」

(1882年10月13日,ソ ル トレーク ・シティー

にて大管長 ジョン ・テイラーを通 じて与え

られた啓示,教 会歴史部保管庫所蔵 タイプ
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原稿pp.2-3)

確 か に今 日は父親に大いなることが求め

られている時です。 しか も主御自身が それ

を求めておられるのです。すなわち,次 の

3つ の条件 を満たすこ とですみ主の愛 とみ

たまが宿る家庭を創ること,子 供 を光明 と

真理の中で育てる.こと,家 庭 を整 えること

です。

「お父 さん」 という聖なる称号 は全能の

神が与 えて下さったものです。教会では人

は召され,解 任 され ます。 しか しこの世の

父親 という召しは解任され ることがあるで

しょうか。

私は全世 界の教会 を旅行 し,忠 実な家族

の皆 さん を見 るたびに,「 神 よ,両 親の模

範 に感謝 します」 と祈 ります。また忠実な

若人を見,彼 らの働 きを誇 りに思 う時,「 神

よ,熱 心な両親に感謝 します」 と述べ ます。

父親 と呼ばれる人は,単 に地位や富 を求

め る人ではあ りませ ん。 自分の家族が昇栄

して 日の光栄 の王国に行 くことを望み,そ

う努力 し,そ う心に決める人です。その報

いがなければ,何 もか も空 しい もの となっ

て しまうのです。

家族 とその子孫の全員が,ひ とりも欠け

ることな く日の光栄 の王国の天の家にたど

り着 くことを目標に している家族 を,私 は

知 っています。彼 らは家族の集まりがある

たびにその ことを検討 し,そ のほかにもし

ば しば会ってはそのこ とについて話 し合っ

ています。神 の祝福がイスラエルのすべて

の父親の上にあって,家 族 という囲いの中

で行な うみ業を十分に果たす ことができる

ように,私 たちが主の助け を得てこの最 も

大切な責任 を成し遂げ ることがで きるよう

にイエス ・キリス トのみ名によって申し上

げ ます。アーメン。
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た様式である。什分の一はもともとこの 目

的で計画されたものではない。 したが って,

最 後の窮境においてしか用いてはならない。」

(マ リオン ・G・ ロムニー 『私達の第一の

目的』同上,p.8)

断食献金は,貧 しい人々を祝福す るため

に与えられた財政的な律法です。長い間,

断 食献金は,食 べなか った2食 の食事代に

相当する額を納め るべ きだ というふ うに理

解されてきました。この認識は,初 期 の頃

会員たちは一般 に,断 食によって食べ なか

った食物その ものを差 し出す よう求め られ

ていたことによるのです。状態があまりに

もひどく,お 金はほ とんど価値がなかった

のでしょう。後に,ひ とりにつ き1ド ルで

十分だうりといりよりになってきたよりで

す。

しか しなが ら,近 年,キ ンボール大管長

は断食献金について言っておられ ます。「私

は,断 食した2食 分の金額ではな く,で き

る状態であれば もっと多 く,10倍 以 上の金

額 を惜 しみな く納め るべ きであると考えて

いる。」(「大会報告」1974年4月,p.184)

ここで知っておかなければならない重要

なことは,断 食献金は 自由意志による捧げ

物であり,そ の額 につ いては個人に決め る

責任があるということです。什分 の一につ

いてはそうではあ りません。什分 の一はそ

の年の収入の10%で す 。断食献金の額につ

いては個人に任されていますが,生 ける予

言者は,私 たちが もっと惜 しみな く納める

べ きだと言っています。私たちがこの勧告

に忠実に従 うことにより,断 食献金 ですべ

ての倉庫制度 を十分運用できる としたら,

素 晴 らしいこ とではないでしょうか。

どれだけ惜 しみな く献金すべ きかについ

ては,お そ らく次の聖句が何 らかの指針に
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な るで しょう。初めは,教 義 と聖約42:30

か らです。 これは奉献の律法に関 して予言

者 ジ ョセブ ・ス ミスに与えられた啓示です。

「見よ,汝 ら貧しき者のことを思い起 し,

彼 らに与えざるべからざる扶助のために,

破 るべからざる誓約 と証文 とを以て己が財

物 を神に奉献せ よ。また汝 らの財物 を貧し

き者に分 ち与 うれば汝 らこれ をわれに為す

な り。汝らこれ らの財物 を,わ が教会の監

督 とその副監督……の前に捧 げよ。

この故に,す べ て の余 りは これ をわが

倉庫に貯え置 きて,教 会の高等評議貝会お

よび監督 とその評議員会 らの命ず るところ

に より,貧 しき人々および乏 しき人々に給

与 し……。」(教義 と聖約42:30-31,34)

主 は この原則を,、何度 も繰 り返 して述べ

てお られ ますが,教 義 と聖約70:7に もこ

の ようにあ ります。

「さ りなが ら
,彼 らの必要 なる物に対す

すべか

る必要以上に利益 を受 けた らば,須 らくこ

れ をわが倉庫に納むべ し。」(教 義 と聖約70

:7)

さ らに皆さんは,あ る役人がイエスに,

何 をしたら永遠の生命 を受け られ るでしょ

うか と尋ねた時のことを覚 えてお られ るで

しょう。救 い主は言われ ました。

「『いましめはあなたの知 っているとお り

である,』 「姦淫す るな,殺 すな,盗 むな,

偽 証を立てるな,父 と母 とを敬え」』す ると

彼は言 つた,『 それ らの ことはみな,小 さ

い時か ら守ってお ります。』イエスはこれを

聞 いて言われた。『あなたのす る事が まだ

一つ残 っている
。持っているものをみな売

り払って,貧 しい人々に分けてや りなさい。

そ うすれば,天 に宝 を持つようになろ う。

そして私に従 ってきなさい。』彼はこの言葉

を聞いて非常に悲 しんだ。大金持であった

1
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私 の心の中に押し寄せて きたのです。私は,

あ まりにも突然に,し か もはっきりと彼女

を断食献金で援助 しなければな らない とい

う啓示が与えられたこ とに我 を忘れていま

した。ですか ら,彼 女がふろしきか ら3ペ

ンス硬貨(約3セ ン トにあたる硬貨)を 取

り出して,静 かに,「 これ は私 の 断食献金

です。…貧 しい人を助けるための」 と言っ

た時に,私 が どんなに驚 き,不 意 をつかれ

たか,想 像に難 くないでしょう。

私は,断 食献金は,彼 女を助けるための

ものでこそあれ,彼 女が他のだれか を助け

るためのものでないということを説明 した

い思いにか られま した。 しか し,そ の言葉

は とっとっ口か ら出て きませんで した。と

いうのは,涙 にかすんだ目を通 して,初 め

に3ペ ンス硬貨に,次 に善良なその姉妹に

目を移 した時,す べての背景が変わってい

たからです。

そのあば ら屋は輝 く大邸宅 にな り,泥 は

金で した。……そ して,そ の世 界は,し ばし

の間そのままのように思われました。すべ

ての自然が静止 して天か らの声に耳 を傾け,

全 宇宙に慰めの言葉が満 ちているようでし

た。

『こころの貧 しい人たちは,さ いわいで

ある……天国は彼らのものである。』(マ タイ

5:3)

沈み ゆ く太陽が一 日の終わ りを告げた時,

それは,彼 女の美 しい奉仕の生活に別れを

告げる時で もありました。

私は3ペ ンス硬貨 を受け取 りました。そ

して,こ の小切手 を書いている間中すべて

の経験が再び私の心 を満た し,『 一 体3ペ

ンス硬貨が何個あれば1,000ド ル にな るの

だろうと考えています。』」

私は,今 晩出席 しているすべての監督の
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皆 さんに,断 食の律法 を教える時や,こ れ

らの神聖 な献金を,賢 明に,思 慮深 く使っ

て貧しい人々 を助ける時に,こ の素晴 らし

い トンガの未亡人を思 い出 していただきた

い と思 います。

この素晴らしい経験の余韻が残 っている

うちに,今 度は,ス テーキ部 とワー ド部の

予算についてお話 したいと思います。私た

ちは,多 くの教会員が財政的圧迫の もとで

努力 して下 さっていることについて大変心

配 しています。監督は特に,プ ログラムが

あ まりに も出費のか さむ ものとな り,そ の

ために会員に金銭的な負担が生 じるこ との

ないよ うにす る責任があ ります。指導者は

ともす ると,自 分 に出せ るお金はほかの人

人も出せる と考えがちです。最近受け取っ

たある母親か らの手紙 を引用 して説明しま

しょう。

「9月 には
,青 少年 はバレーボールのユ

ニ フォームを買 うお金をつ くるために,週

の うち3晩 と土曜 日の朝に ピザ を作って売

りました。また,ク ラス ・パーティー,若

い女性新入歓迎会,指 導者会,そ れにワー

ド部奉仕会があ りました。

10月 と11月 に は,週 に3晩 バレーボール

の練習 と試合があ り,ワ ー ド部食事会,ハ

ロウィーン ・パーテ ィー,ス テー キ部の ミ

ッ ドウィー クファィアサイ ド・バーンダン

スが行われました。

1月 にはバスケッ トボールのゲームがあ

り,週 に3日,ロ ー ドショーの リハーサル

が行われ,ス キーパー ティー,ス ノーパー

ティー,ス テーキ部キャンプ集会,150周 年

記念プロジェク トのための仕事会が少な く

とも月の22日 を費や して行なわれました。

これ以上,こ のワー ド部の状況 を続ける

必要はない と思 いますが,知 っておいてい

「
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ス コット●ホールは変わった男の子です・

お父さんのガースは,ブ リガム ・ヤ ン

グ大学のフットボールチームのアシスタン

トコーチです。

最近スコットは,お 母 さんに白いシャツ

を買って くれるように頼みました。

「でもあなたは,き れいなカラー シャツ

をた くさん持 っているでしょう。どうして

白いシャツが欲 しいの?」

「白いシャツがいるんだよ。」スコッ トは

なかなか答えませ ん。

仁でも
,ど うして?」 とお母 さんは尋ね

ました。

スコッ トは言い ました。「白いシ ャツが

ないと宣教師になれないんだよ。」

スコッ トは2歳 です。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の発展の

物語は,単 なる奇跡ではな く,「 あたか も

人手によらず 山よ り切 り出されたる石の転

が り出でて,つ いに全世界に充ち満つ るが

如 し」(教 義 と聖約65:2)で す 。

最近,休 暇 を利用 してユ タ州のセン ト・

ジョージを通 って ドライブしたあるカ リフ

66

オルニアの家族が,セ ン ト・ジョー ジ神殿

の変 わった建物に とて も引きつけ られ まし

た。その家族は建物のまわ りを歩いてみ て,

建 物の美 しさに感動 しました。

少 しの時間 をさいて,両 親はインフォメ

ー ションセンターに入って行 き,ふ た りの

小 さな子供 は私 たちの教会の集会所の近 く

の木陰にすわろうと通 りを横切 って行 きま

した。

集会所では,ひ とりの教師がプライマ リ

ーのため ,子 供たちを集めていましたが,

ふ た りの幼い訪問者 を見 ると言いました。

「プライマ リーにいらっしゃい。」彼 らは入

って行 きました。

両親はインフォメーシ ョンセンターから

出て来て子供 たちを捜 し始め ました。1時

間近 く捜 した後で,彼 らは子供 たちが礼拝

堂か ら出て来るのを見つけ ました。

お 父 さん は言 いま した。 「そこいら中

捜 し回ったんだよ。一体 どこに行っていた

んだい。」

彼 らは答えました。「プ ライマ リーに行

ってたの。」

「プライマ リー?プ ライマ リー って何だ

い。」

「プライマ リーはイエスさまについて勉

強する ところだよ。それでね,パ パ,タ バ

コを吸っちゃいけないんだよ。」

お父さんは危 うくタバ コを飲みこんでし

ま うところで した。お父さんは言いました。

「さあ,行 こ う。予定 より遅れて しまった。」

す ると子供 たちは言いました。「僕 た ち

行 かない。」

「行かないって .!ど うして行かないの?」

「僕たちは劇 をや っているんだ
。」

「劇?」 とお父さんは聞 きました。

「そ う」 と彼 らは答えて
,「 それ で,劇
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は,皆 さんか ら福音 を聞こうと待 っていま

す。皆 さんは何 を述べ るので しょうか。ま

た,ど のよ うな方法で述べ るので しょうか。

世の人々は皆さん を見て,人 生 をどう歩め

ばいいか よく知 っている人だな と感 じるで

しょうか。

パ ウロは若い友人であるテモテにこう教

えました。「というのは,神 が わた した ち

に下 さったのは,臆 す る霊 ではな く,力 と

愛と慎みとの霊なのである。」(IIテ モテ1:7)

主 は,す べてのことを行 ない,福 音を教

え,人 々が結 び固め を受 けて永遠の生命

に入 るように(教 義 と聖 約131:5参 照)

私 た ちの手 に救 いの儀 式 を執 り行 なう神

聖 な力 と権能 とを授 て下 さったのです。

皆さんは,世 の人々 とは異なっているので

す。

ジ ョセブ ・ス ミスは,筆 記者 オ リヴァ ・

カウ ドリと共にモルモン経 を翻訳 している

時,主 にバプテスマについて祈 り尋ねるた

めに森に入って行 きました。その時の様子

が こう記されています。 「1人 の天からの

使者が光の雲に包まれて天降 り,私 たちの
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頭 上に両手 を按 き,次 のように言って私 た

ちに神権 を授けた もうた。

『汝 ら,わ れ と同 じ業に働 く僕 らよ。救世

主の御名によりて,わ れ汝 らにアロンの神

権を授 く。 こは天使の導き と恵み,悔 改め

の福音,罪 を赦すために水に沈むるバプテ

スマなどの鍵 を握 る神権に して,ま ことに

レビの子孫が主の御前に再 び義 しきに適い

て捧物 を捧 ぐる時まで,こ の世 より決 して

再び取 り去 らるることなし。』(ジ ョセブ・ス

ミス、2:68-69>

ジ ョセブ ・ス ミスは,オ リヴ ァ ・カウ ド

リにバプテスマ を施 し,オ リヴァが ジョセ

ブにバプテスマ を施すよう指示 を受けまし

た。それか らお互いにアロン神権を授けま

した。

天のみ使いは,「 バプ テスマ の ヨハネ…

であると言 い,自 ちは メルケゼデ ク神権 の

鍵 を握 るペ テロ,ヤ コブおよび ヨハネの指

示によって働 く者である。 このメルケゼデ

ク神権 も時到 らば」ジョセブとオ リヴァに

授け られると言いた もうたのです。(ジ ョ

セブ ・ス ミス2:72参 照)

皆 さんは,悔 い改め を叫び,バ プテスマ

を施 し,聖 餐 を管理 し,監 督 を助け,特 別

な励 ましを必要 とする人々に関心 を持つ,

この同じ聖 なる権能 を持っているのです。

主は皆 さんの年代の若人を,数 多 くの不

思議な方法で使っておられます。

イエスはわずか12歳 の時に宮の中で教 え

を説 き,教 師たちを驚かせ ました。

ダビデは羊飼いの少年 でしたが,主 に対

する完全 な信仰 を持 ち,戦 場でペ リシテ人

の巨人ゴリアテと戦 いました。心の中で祈

りなが ら,恐 れずに,ダ ビデは袋か らひ と

つの石を取 り,石 投げ器 で投げてゴ リアテ

の額 を撃 ったので,石 はその額に深 く突き
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球 と契約 を交わしています。契約に対 して

誠実であることの方がお金 よ りもっと大切

です。」

イエスは,「 人が全世 界 を ももうけて も,

自分の命 を損 したら,な んの得 になろうか」

と教 えました。

あなたの人格 を築 くことができるのはあ

なただけです。また,あ なた以外にあなた

の人格 を傷つけることのできる人がいない

というこ とも事実です。

人生は,他 の人 とではな く,自 分 自身 と

の競争です。私たちはよ り強 く,よ り良 く,

よ り真実に生 きるよう,日 々求めるべ きで

す。毎 日,昨 日の弱 さを克服 し,毎 日,間

違 いを直 し,毎 日,自 分 自身 をしの ぐよう

に しなければな りません。

ハワー ド・W・ ハンター長老のお孫 さん

が少し前に 自分の父親か ら什分の一の面接

を受け ました。監督であるお父さんは,小

さな少年が什分の一 を完全に払お うとす る

ことは うれ しいことだ と述べ,福 音は真実

だ と思 うか どうか尋ねました。この7歳 の

少年は,.完 全 な什分の一である14セ ン トを

払 っていましたが,「 福音 は真実 だ と思 い

ます。でも,た くさんお金がかか ります」

と言った とい うことです。

私たちは,教 会の青少年が正直に什分 の

一 を納めていることを知 っています。主は,

私 たちがかせ いだお金の什分 の一 を要求 し

ておられます。もしあなたがスーパーマー

ケ ットで袋詰めをして働 くとしたら,車 に

運ぶ10番 目ごとの食料品の袋に対 してあな

たに支払われるお金は,主 の物なのです。

あなたの什分の一 を,給 料が支給されるご

とに,月 ごとあるいは週 ごとに支払って下

さい。主に負債を作ってはなりませ ん。霊

的な祝福 とこの世での祝福は,あ なたが こ
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の戒めに注意深 く従った時に,あ なたのも

の となるで しょう。

かな り前のこと,フ ットボールが私たち

のいなか町に入ってきました。教育委員会

には,設 備費 もありませ んし,コ ーチもい

ませんで した。しかし,私 たちにとって偉

大な 日がや ってきました。私たちの高校 の

校長が,靴 底にすべ り止めのつ いた高価 な

フ ットボール シュー ズを除いて,12組 の

安いフッ トボール用品をそろえて くれたの

です。(靴 は 自分 のバ スケ ットシューズを

用 いました)そ して コーチは,.教 職員の中

から新 しく補充 しました。理由は,こ の人

しか フットボールゲームを見たことのある

人がいなか ったか らです。

私 たちは,タ ックルの仕方一私たちは,

そ う思ってい ましたが一 など簡単なプレー

をい くつか教わ りました。そ して,前 年度

のアイダホ州チャンピオンの トウィン ・フ

ォールズとの最初の試合が始 まりました。

私たちはユニホームに着が え,フ ィール

ドに出て準備運動 をしました。敵の学校の

バ ン ドが演奏 を始めました。(バ ン ドの学

生は,私 たちの高校の全人数 より多いので

した)そ して相手のチームが門 をくぐって

入って来 ました。私た.ち12人(選 手11人 と

万能補欠ひ とり)は,彼 らが 門を通 って入

って くるのを驚 きの 目で眺めていました。

39人 全貝がちゃん とユニフォーム をつけて

いたのです。

ゲームは非常におもしろい ものでした。

それは私 たちにとって良い経験だ ったと言

う方が寛大な言い方か もしれ ません。ふた

つのプレーの後で,私 たちはボールを持ち

たいなどと思わな くな りました。ですか ら

私たちがボールをけると,彼 らは得点 しま

した。 トリックプ レー をして得点 をす るの
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福音の誓約

第一副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

愛 す る兄弟の皆さん・私たちは昨年10月
に開かれた大会の神権会において 「神

権に属ける誓詞 と誓約」につ いて考 えまし

た。(「聖徒の道」1981年4月 号,pp.81-85)

今 晩私は,す べての神権者が従 うべ き,幾

つかの特別な原則について話 したいと,心

に強 く感 じています。

「汝は人の子 らに遣わ されたるわが完全

なる福音,す なわちわが永遠の誓約 を受け

入れるために幸福な り。」(教 義 と聖約66:

2)と い う,ウ ィ リアム ・E・ ムレリンに

向け られたみ言葉の中で,主 は福音を崇高

な,ま たすべてを包括する聖約 として述べ

てお られ ます。事実,神 は地球が創造 され

る前の天上の大会議 において,御 自分の霊

の子である私たちに,福 音 をその ような も

の として示 したもうたのです。前世 に開か

れたその会議において,主 は私 たちの中に

お立ちにな り,共 にいた私たちに向かって

こ う言われました。「われ ら降 り行か ん。

…而 してこれ らの材料を とりて,こ れ らの

者の住 まうべ き地を造らん。

而 して,こ れによ りて彼らを試 し,何 に

72

て もあれ,主 なる彼 らの神の命 じたまわん

すべてのことを彼らが為すや否やを見ん。

而 して,最 初の位 を保つ者 は更に附け加

えられ,最 初の位 を保 たざる者は,最 初の

位 を保つ者 と同 じ王国にて栄 を得ることな

か らん。而 して,第 二の位を保つ者は,と

こしえに栄光 をその頭 に附け加えられん。」

(ア ブラハム3:24-26)

その会議 で,3分 の1の 霊が福音の誓約

を拒みました。

「第二の位 を保つ者は ,と こしえに栄光

をその頭に附け加 えられん」 とい う,約 束

された報いを得るには,だ れであって も,

福 音の誓約 を受 け入れ,そ れに従わなけれ

ばな りません。

主はアブラハムと特別な誓約を交わされ

た時に,次 の ように言われました。

「われ を汝大いなる国民 とな し
,汝 を限

りな く恵み,汝 の名 をすべ ての国民の中に

大いならしめ,汝 は汝の末の子孫に とり祝

福の基となりて,汝 の子孫 は万国の民に この

導 きと教えを施す職 と神権とを携えて行かん。

われ万国の民を汝の名によ りて祝福せ ん。

この福音 を受 くる者は皆汝の名によりて呼

ばれ,汝 のすえに教 えられ,立 ち上 りて汝

をその父 として祝福すればな り。

われは汝 を祝する者 を祝 し,汝 を咀 う者

を咀 わん。また汝……により,汝のすえ……に

よ[り て]… …世界の春族 ことごとく祝福 を

得ん。す なわち福音の祝福に して救 いの祝

福,す なわち永遠の生命の祝福 を得ん と言

う約束を汝に与 うればな り。」(ア ブ ラハム

2:9ヨ1)

アブ ラハムの子孫は,イ サ クとヤ コブを

通 して,こ れらの誓約が更新 されて以来,

「誓約の子」 として
,福 音を理解する人々

に知 られて きました。
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を守らなければ,大 きな祝福 を逃す ことに

な るというこ とを明確に して います。逆に

言 うと,そ れを守 るなら,大 きな祝福が与

えられるとい うこ とです。

「わたしの宮に食物のあるように,十 分

の一全部をわたしの倉に携 えてきなさい。

これをもってわたしを試み,わ た しが天の

窓 を開いて,あ ふるる恵みを,あ なたがた

に注 ぐか否かを見なさいと,万 軍の主は言

われる。

わたしは食い滅ぼす者 を,あ なたがたの

ためにおさえて,あ なたがたの地の産物 を,

滅 ぼさないようにしよ う。また,あ なたが

たのぶ どうの木が,そ の熟す る前に,そ の

実 を畑に落すことのないように しようと,

万 軍の主は言われる。」(マ ラキ3:10-11)

も うひ とつ,知 恵の言葉について考えて

み ましょう。これ も特別な祝福 を約束 して

います。

「見 よ
,誠 に主 はか くの如 く汝 らに告 げ

た もう。すなわち,末 の世に於て悪 しきを

企つる人々の心中に現在存し,ま た将来在

らんとす る悪 と企図 とのために,わ れ啓示

に よりてこの知恵の言葉 を与 えて今や汝 ら

を警め,ま た汝 らを預 め警む るものな り。

すなわち,汝 らの中に葡萄酒または強 き

飲料 を飲む者あ らば,見 よ,そ れは宣 しか

らず。また汝 らの御父の 目に も適わ ざるな

り。ただ汝 ら集 りて御父の前に聖餐 を捧 ぐ

る時にのみ用 うべ し。

また言う,強 き飲料は腹のためにならず。

ただ汝 らの体 を洗い清む るためな り。

また言 う。 タバ コは体 のためにな らず ま

た腹のためにもならざれば,人 間のために

良きものにあ らず して,熟 練 と判断力 とを

以て用 うべ き,打 身 とすべ ての病める家畜

に利 く一種の薬草なり。
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また言 う。熱 き飲料は体や腹のためにな

らず。

およそこれ らの言葉 を憶 えて守 り且つ行

い,こ の誠命に従って歩むすべての聖徒 らは,

そのへそに健康 を受けその骨に髄 を受 けん。

また知恵 と知識の大いなる宝 まことに秘

れたる宝を見出さん。

而 して走れ ども疲れず,歩 け ども気を失

っことなか らん。

主 なるわれ彼らに一つの約束 を与 う。す

なわち,さ つ りくの天使 はイスラエルの小

児たちが如 く,彼 らを過 ぎ越 して屠 るこ と

なか るべ し。」(教 義 と聖約89:4-5,7

-9
,18-21)

皆 さんは,イ スラエルを去 らせるように

パロの心 を変えるには,こ の聖句に言われ

ているさつ りくの天使が,エ ジプ ト中の人

間 と動物 の初子 を死 に至 らしめる必要があ

ったとい うこ とを覚 えてお られることと思

います。

さつ りくの天使 については,近 代の聖典

に も何度か述べ られています。知恵の言葉

の約束が与えられる2年 前,主 は次のよう

に言われ ました。「天 の使 たちは世 の毒 麦

を集めて これ を焼捨てんために世 を刈 り取

る大命を待ちつつあり。」(教義 と聖約38:12)

主 と交わ した福音の誓約 を守るなら,私

たちは神殿に参入 し,そ こで新 しくかつ永

遠の誓約,す なわち日の光栄の結婚 を初め,

救 いに必要な儀式 と誓約 を受 ける資格あ り

と認められます。

私たちがすべ ての誓約 と自分に課せ られ

た義務に忠実であることを証明す る時,主

が私 たちすべてに,神 権 の召 しを全 力を尽

くして遂行するための助け を下 さるように,

へ りくだ り,イ エス ・キ リス トのみ名を通

して祈 るものです。アー メン。
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ン トや活発化を熱心に行 ないますが,そ の

反面彼 らが教会に来た時何 を受け るか を見

過 ごしに していることがしば しばあ ります。

すでに御承知の ように,け さの話の中で

私は最近訪問 したカリブ海諸島のことに触

れ,こ の島に福音の門戸が開かれてか らこ

の2年 間にある兄弟たちが七十入の兄弟た

ち と行 なった素晴 らしい伝道活動 について

述べ ました。 しか し時間の関係でサ ン ト・

ドミンゴで起 こった出来事 について触れる

ことができませんでしたので,こ こでその

ことを述べたいと思います。

私 たちは ドミニカ共和国の首都サ ン ト・ド

ミンゴで夕べ の集いを開きました。約1,600

名 の教会貝が出席 しました。この国でこれ

ほど多 くの教会貝がいることを私たちは知

りませんでした。

ところが集会が終わってi時 間 もたって

からでしょうか。プエル ト・プラタ支部か

ら100名 余 りの会員 を乗せた1台 のバ スが会

場 に到着 しました。バ スが故障 し,集 会に

間に合わなか ったのです。何 もなければ4

時 間で来 るところを,彼 らが到着 した時に

はすでに午後の10時 を回ってい ました。会

場は真っ暗で人影 ひとつあ りませ ん。がっ

か りして泣 き出す人も出て きました。彼ら

は全員改宗者で,数 カ月前に改宗 した人が

何人かいて,残 りは皆数週間,数 日前に改

宗 したばか りの人で した。

私 とキンボール姉妹は疲れた身 を横 たえ,

す でにベ ッドについていました。 ところが

私 の秘書 は この忠 実な会 員たちの状況 を

知 り,ホ テルの部 屋の ドア をたたいて私

たちを起こ しに来たのです。秘書は私 たち

を起 こしたことを詫びました。 しか し彼は,

大会に連れて来た会員たちの ことを私 に知

らせ,で きれば私の メッセー ジを書 き写 し
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て彼 らに渡せ れば と考えたのです。私はメ

ッセー ジを託すだけでは十分でない,こ れ

ほ ど苦労 して遠方から来た人々にあま りに

不公平なこ とだ と思いました。100名 もの会

員が1台 のバスにす し詰めの状態で,し か

もバスは故障 し,途 中でス トップしてしま

った と言 うではあ りませんか。私は起 きて

身仕度 を整えると,こ れほ どつ らい思 いを

して大会に来 ながら,エ ンジンの故障で間

に合わず,意 気消沈 している会員たちに会

うために下に降 りて行 きました。会場 に入

る と,聖 徒 たちは まだ むせ び泣 いていま

した。私はそこで1時 間以上 も彼 らと話 を

したのでした。

それから彼 らは安心 し,満 足した様子で

バスに戻ると再び長 い家路についたので し

た。翌朝は仕事や学校が待 っています。こ

の善良な聖徒たちがほんのわずかの間で も

私たちと過 ごせ たことを心か ら感謝 してい

る姿を見て,私 たちは彼 らを失意の状態で

帰 してはならないと強 く感 じました。私は

その晩,心 に平安 と満 足を得て眠 りにつ き

ました。

兄弟の皆 さん,私 たちはだれでも人々に

奉仕 をす る機会 を持 ってい ます。人々に奉

仕 をすることは私 たちに課せ られた召 しで

あ り,特 権です。人々の必要 に応える時,

救 い主の次の言葉を忘れることができませ

ん。「あ なたが たによく言 ってお く。わた

しの兄弟であるこれらの最 も小 さい者のひ

とりに したのは,す なわち,わ たしに氾 た

のである。」(マ タイ25:40)

兄弟 の皆 さん,現 在私たちが直面 してい

るもうひ とつの問題について述べておきた

いと思います。私たちが什分の一や断食献

金による捧 げ物 を会員たちに求め る時,戒

め を守 り,義 務 を果たす ことによってもた
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4月5日(日)午 前 の部会

長い孤独の境遇

十二使徒定 員会会貝

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

き よう私 は説教や型 どお りの メッセー ジ
をお伝 えするつ もりはあ りません。そ

れよ りもむ しろ,私 の心の奥底にある思い

を皆 さんにお話 したい とだけ思 っています。

デビッド ・0・ マッケイ大管長は 「心の花

び ら」について触れ ましたが,私 は皆さん

に私の心の窓を開きましょっ。

聖書の中で もヤコブの手紙は,長 い間人

人に愛読されてきま した。簡潔で心暖 まる

生気 に満 ちた手紙です。「あなたがたの う

ち,知 恵に不足 している者があれば,そ の

人は,と がめ もせずに惜 しみな くすべての

人に与 える神に,願 い求め るがよい。そう

すれば,与 えられるであろう。」(ヤ コブ1

:5)こ の よ く知 られた聖句はだれ もが引

用できるで しょう。 しか し,私 たちの中で

どれだけの人が,ヤ コブが説いている信仰

の定義を覚 えているでしょうか。ヤ コブは,

「父なる神のみ まえに清 く汚れのない信心

とは,困 っている孤児や,や もめを見舞 い,

自 らは世の汚れに染 まずに,身 を清 く保つ

ことにほかならない。」(ヤ コブ1:27)と

述べ ています。
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既40ω(や もめ〉 とい う言葉は,主 にと

って きわめて重要 な意味があったように思

われ ます。長い衣 を着 け,長 い祈 りをして

正 しいふ りをし,そ の実はや もめたちの家

を食い倒 してい る律法学者の例 をあげて,

主 は弟子たちに気をつけるように と警告 し

ています。(マ ルコ12:38,40参 照)

ニーファイ人に も直接 このように警告 し

ています。「わ れは裁判 をなすために汝ら

に近づ き,… …や もめ…… をしいたげ……

る者 とに対 してきび しくまた速 に証 を立つ

…。」(IIIニ ー ファイ24:5)

また予言者ジ ョセブ ・ス ミスに対 して,

主 は この よ うに命 じておられます。「この

倉庫は教会員の捧物によりて支えられ,寡

婦孤児お よび貧者 も同 じくこれ より給与 を

受 くべ し。」(教 義 と聖約83:6)

こ うした教 えはその当時に初めて与えら

れたものではありませ んで した。それは今

日でも同じです。イエス ・キ リス トは御 自

身がや もめ を気にかけてお られたことを,

模 範によって一貫 して教 えてお られます。

ひ とり息子 を失 って嘆 き悲 しんでいたナイ

ンのや もめに対して,キ リストは自ら近寄っ

て死んでいた息子の生命 をよみがえらせ,

驚 くや もめにお渡 しにな りました。また息

子 とふた り,餓 死 を目前にしていたザ レパ

テのや もめ には,予 言者エ リヤを送って食

物 をお与えにな り,さ らに信仰 について も

お教えにな りました。

で もそれは遠い遠い昔のことだと思 う人

がいるか も知れ ませ ん。そのような人に対

して私はこうお尋ねしたい と思います。「あ

なたの家の近 くにザ レパテ という町はあ り

ませんか。ナインという町はあ りませんか」

と。私たちはコロンバスや コールビル,デ

トロイ トやデンバー といった都会は知って
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の食事のお皿を返 して くれ ました。 そして

私に,届 けて くれたお礼に と言って10セ ン

ト玉 を差 し出すのです。私の答えは決 まっ

てこうで した。「いいえ,受 け取れませ ん。

お母 さんに叱られるか ら。」するとボブは し

わだらけの手で私のブロン ドの髪をなで,

「いいお母 さんだね
。あ りが とうって言っ

とくれ」 と言いました。

で も,私 は母には何 も言いませ んでした。

ボブおじさんの感謝の気持ちは何 も言わな

くて も一母にちゃん と伝わっていると思った

のです。 もうひとつ私の心に残っているの

は,ボ ブおじさんのところに行った後で食

べた夕食が,い つ もと比べて少 しおいしか

ったことです。

このボブお じさんは,ひ ょんなことか ら

私たちの家族 と関わりを持つ ようになりま

した。彼は奥さん を亡 くした後ひ とりで暮

らしていましたが,80歳 を越 えた頃に,借

りていた家が取 り壊 されるこ とにな りまし

た。私はボブが祖父に窮状 を説明す るのを,

一 緒にポーチのブランコに乗 りなが ち聞い

ていました。ボブは祖父に,寂 しげな声 で

80

こ う言 い ま した。「コンディー さん,も う

どうしよ うもないんですよ。私は身寄 りも

ないしどこに も行 くあてがない。先立つ も
.
の もありませ んしね。」私 は祖 父が どう答え

るのか見当がつ きませんでした。ゆっ くり

と,祖 父はポケッ トに手を入れて,皮 の財

布 を取 り出しました。私が何か欲 しいと言

うと,い つ も中か ら1セ ン ト玉や5セ ン ト

玉を取 り出して私に くれたあの財布 でした。

で も今回は違 いました。祖父は鍵 を1本 取

り出して,そ れ をボブの手に握 らせ,や さ

しくこう言ったの です 。「ボブ,こ れは隣

にある私 の家の鍵だ。 自分の荷物 をみんな

持 って来て好きなだけいていいよ。家賃 も

い らない し,追 い出す人 もだれもいないか

ら。」

ボブお じさんの 目には涙があふれ,や が

てそれは頬 をつたって白いあ ごひげに落ち

ました。祖父の目もうるんでいました。私

は何 も言いませんでしたが,そ の時ほど祖

父が偉大に見えたことはあ りませんでした。

私 は自分の名前がこの祖 父の名 を取 ってつ

け られたことを誇 りに思っています。私 は

その時まだ子供で したが,祖 父のこの模範

は,そ れか らの私の人生に影響 を与えるこ

ととなったのです。

私たち一人一人は,そ れ ぞれ独特 の思い

出を持っています。監督 をしていた頃,ク

リスマスに独 り暮 らしの老人のもとを訪 れ

るのは大 きな喜びでした。そのような人は

今 は9人 しか いませんが,当 時は87人 もい

ました。 そうした家々 を訪れる時には,ど

のようなことが起こるのか まった く予測が

つ きませんで したが,ひ とつだけわかるこ

とがあ りました。それは,ど の家 を訪問 し

て も,そ こには クリスマ スの真の精神,す

なわちキ リス トのみ たまがあるということ
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最近のことですが,敬 愛す るキンボール

大管長が貧民 を抱 えている国か ら来た人々

とお会いにな りました。その時,大 管長の

口を通 して出た言葉は,単 なる統計上の言

葉ではあ りませんで した。「皆 さん方は食

べ る物は十分 あるのですか。独 り暮 らしの

老人の方々の面倒はよく見られていますか。」

これが大管長 の思いや りなのです。

ジョージ ・アルバー ト・ス ミス大管長 の

時,私 たちのワー ド部に成人 した病弱の娘

を3人 も抱えた未亡 人の姉妹が いました。

娘 たちは,身 体は大きいのですが何 ひとつ

自分です ることができません。その上財産

もな く,他 に頼る人 もいません。 そして,

そ のような彼女に追い打ちをかけ る事態が

起こ りました。借 りていた家が売 りに出さ

れたのです。どうすれば よいのでしょう。

彼女は どこへ行けばいいと言 うのでしょう。

当時の監督は教会本部に出向いて,教 会が

その家 を購入できない ものか と尋 ねました。

非常に小さな家で,値 段 も手頃で した。し

か し,そ の申請は一応は考慮されたものの,

結 局却下され ました。

気落 ちした監督は,足 ど りも重 く教会本

部の玄関 を出ようとしましたが,そ こにち

ょうどジョー ジ ・アルバー ト・ス ミス大管

長が通 りかか りました。あいさつ を交わ し

た後で,ス ミス大管長がこ う尋ね ました。

「なぜ教会本部 にいらっしゃったのですか。」

大管長は監督の説明 を一つ一つ注意深 く聞

くと,何 も言わず,す ぐ戻るので と言って

その場 を辞 しました。 しば らくして,大 管

長は満面に笑み をたたえて戻 って来 ました。

そして こう言ったのです 。「4階 に行 って

下 さい。小切手ができてい ます。す ぐに家

を買って下 さい。」

「でも申請は却下 されたはずですが。」
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その言葉に,大 管長は もう一度にっこ り

してこう言い ました。「ち ょうど今再検討

されて承認されたのです。」こ うして家は購

入され,そ の未亡 人の姉妹は3人 の娘が全

員亡 くなるまで世話 をし続け,や がて彼女

も神の家に,天 の報いへ と旅立って行 きま

した。

教会の指導者は,伴 侶 を亡 くした人々や

独 り暮 らしの人々に心 を配 る必要がありま

す。私たちは,こ のような人々を心 にかけ

ないでいることはできないのです。エマ ソ

ンはこうさとしています。「指 輪 と宝石 は

贈 り物ではない。贈 り物の代用品だ。たっ

たひ とつの本当の贈 り物,そ れはあなた自

身 を捧げ ること。」

時の絶頂の時代,夜 空にひときわ輝 くひ

とつの星が現 われ ました。そして,そ の星

に従った博士 たちは,み どり児イエスにま

みえました。今 日の時代 も変 わりはあ りま

せ ん。博士たち,賢 者 と呼ばれ る人たちは,

天 を見上げてひときわ輝 くひ とつの星 を見

ています。その星は私たちをいろいろな所

へ連れて行って くれます。そ うして人々の

重荷は軽 くされ,飢 えた者の泣き声はや み,

寄 るべない者たちの心は慰め られ ます。そ

して,あ なた方 と彼らと私の魂に救 いが も

た らされるのです。

どうぞ心か ら耳 を傾けて下 さい。 きっと

は るか彼方か らこのよ うに語 りかける声が

聞 こえて くるで しょう。「良い忠実な僕よ,

よ くや った。」(マ タイ25:21)

願 わ くは私たちがこの特別 な星 を見いだ

し,は るか彼方か らの声 を聞 くこ とができ

るように,へ りくだ り,イ エス ・キ リス ト

のみ名により祈 ります。アニメン。
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5)皆 さんの中で知 恵に不足 している方が

いたら,神 に願い求めて下 さい。そ うすれ

ば,答 えを受けるで しょう。疑わないで,

信仰 を持 って願い求めて下 さレ㌔ 「疑 う人

は風の吹 くままに揺れ動 く海の波に似てい

る。」(ヤ コブ1:6)

ジ ョセブは,天 父 と御子イエス ・キリス

トの訪れを受け ました。実際に御二方がみ

姿 を現わされたのです。 そして,な すべ き

業 をお告 げにな りました。ジ ョセブは神 に

語 りかけ,神 はその祈 りを聞いて答 えて下

さい ました。皆 さんに証 したいと思 います。

私が話 してきたことは,す べて真実 です。

この教会は敬愛す る神の予言者 を通 して与

えられるキ リス ト御 自身の導 きによって進

む教会です。

私はこの場にお られない皆さん をも心か

ら愛 しています。神 に祈 りを捧 げる時,私

たちは神に語 りかけてい るのです。神は私

たちの幸福 のために心 を くだいて下さる御

方です。私たちは自分 自身が何者であるか

を知 り,そ れにふさわ しい行ないをして,

世 の人々の模範 とな りましょっ。このこと

を私たち一人一人が 自覚で きるように,へ

りくだって祈 ります。この教会はイエス ・

キリス トの教会です。神 はすべての人の願

いに耳 を傾けて下さ り,自 分 自身が何者 で,

なぜ この地上にいるのか理解できるように

助けて下 さい ます。すべ てイエス ・キ リス

トのみ名 を通 して申 し上げます。アー メン。
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りこの世に於て他の人よりも一層勝れたる

知識 と英智 とを得ば,未 来の世 に於てそれ

だけ利を得べ し。」(教 義 と聖約130:18-

19)

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長 もこ

のように勧告 しています。「聖典 を読 み,

その中に記 されている原則 と霊感にあふれ

た勧告 を理解 し活用するように しようでは

ないか。 もしそのようにす るならば,自 ら

の正 しい行ないが直接の啓示すなわち霊感

を必要な時に もた らして くれることがわか

るであろ う。」(E塒 忽η「エ ンサ イン」1975年

9月 号,p.4)

現代 の啓示の多くは末 日の聖典 に載せ ら

れています。そしてこの末 日の聖典は,今

日のチャレンジに どう対処すれば よいか を

詳し く教えて くれ ます。聖典 を学んで得た

知識は,私 たちが人生のあらゆる局面にお

いて正 しい決定 をす る助けとな り,ま た神

を知 り神のみこころを理解するのに役立ち

ます。

さて,永 遠の 目的を成就する上で祈 りが

果たす役割 について,救 い主は弟子 たちに

「絶 えず……祈 っていなさい」(ル カ21:

36)と 教 え,「 求 め よ,そ うすれば,与 え

られるで あろ う。捜せ,そ うす れば見い

だす であろう。門をたたけ,そ うすれば,

あけて もらえるであ ろ う」(ル カ11:9)

と言 っておられ ます。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは次のように述

べています。「神 の属 性 を確 かに知 り,私

たちが人が人と語 るように神 と語 り得 るこ

とを知るのは,福 音の第一 原則であ る。」

(研恕∫oη(ゾ漉θC勉z漉 「教 会歴 史」6:

305)

ブ リガム ・ヤ ングも,彼 らしい率 直な語

り口でこ う言っています。「自分 に で きる

86

こ とは自分がす るとい う気がなければ主に

願い事 は一切 しないというのが,私 たちの

信仰 と宗教のひとつの特色であることは,

あ なた方 も御存 じであろう。主が私たちの

力の及ばないところを助けて下 さるのはそ

の後のことである。」(.」鋭馳o%欝6∫ αハ8雇9勿 規

y∂鰯g「 ブ リガム ・ヤ ング説教集」p.43,

ジ ヨン ・A・ ウイツツオー編)

「主よ
,ど うか私が自分でできるようにお

助け下さい。」個人の力が強め られることを

求め るこの祈 りは,神 が答えて下さる祈 り

であると私は確信 しています。私たちは神

の助けによって自分の問題 を解決できるよ

うになります。

ある改宗者が私にこのように話 して くれ

ました。「いつ も とい うわけではあ りませ

んが,教 会に入る前か ら,祈 ることは祈っ

ていました。私は,い つの 日か主人 ともっ

と強い絆で結ばれ るように と祈 っていまし

た。それが まさか実現 しようとは思って も

いませんでしたが,教 会が私の祈 りへの答

えで した。私たちはお祈 りの力 を知 りまし

た。私は教会に心か ら感謝 しています。」

そ うです。祈 りは私たちが永遠に進歩す

る上 で重要 な役割 を果 たすのです。

さて次は,労 働 という重要な永遠の原則

について考 えてみましょう。救い主はこの

世での務めを果たしてお られた時,労 働の

必要性 を説いた素晴 らしいた とえ話 をなさ

いました。

タラン トのた とえ話 です。ある人が長 い

旅に出ることにな りました。そこで彼はそ

の僕たちを呼んで,自 分の財産 を預けまし

た。それぞれの能力に応 じて,あ る者には

5タ ラン ト,あ る者には2タ ラン ト,あ る

者には1タ ラン トを与えました。

主人が旅に出ている間,5タ ラン トを渡
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たちが同胞のために務めるのは,た だお前

たちの神の ために務め るのである……。」

(モーサヤ2:17)

私 た ちはまた,才 能は使 うことによって

伸びるものだ とい うことに気がつかなけれ

ばなりません。才能 は使 わなければ伸び も

増 えもしないのです。 この原則は救 い主の

た とえ話の中ではっき りと教えられてい ま

す。

才能は,教 えること,伝 道,芸 術,慈 善

奉仕など,様 々の分野で育み伸ばすことが

できます。

このように話 して くれた改宗者がいます。

「この教会で私が好きなのは,教 会の中に

絶えず学び発展成長す る力があるとい う点

です。私は教会で働 く機会があることを感

謝 しています。それは,絶 え間ない触れ合

いを通 して,福 音の面で もその他生活の ど

のような面において も進歩し成長で きるか

らです。」

私は皆 さんに,与 えられたあらゆる機会

を重荷 と思わず大 きな祝福だ と思 って受け

入れ,御 自分の才能を伸ばされるように,

また熱心に分かち合われ るようにお勧め し

ます。そのようにするならば,主 は皆 さん

が,自 分に求め られている務めを果たせ る

ように助けて下さるで しょう。

男女を問わず,自 分の目的 を達成 した人

の話 というのは,不 利な条件 をどう克服 し

たか というのがほ とんどです。それは,障

害 を克服することによって しか学び得ない

教訓がそこにあるか らです。

1838年 か ら39年 にかけての冬は,教 会歴

史の中でも最 も陰 うつな時期 でした。聖徒

たちは迫害 され,略 奪 され,殺 され ました。

また予言者ジ ョセブ ・ス ミス と彼の同僚 た

ちは,裏 切 りによって リバティーの獄に捕 ら
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わ れていました。

そしてその陰 うつ な時期か ら立ち上がっ

たのは,試 練の時 も目を見張 る発展 を遂 げ

た時も教会 を導いたこの人たちだったので

す。 リバティー一の獄 に捕 われていた時,主

は予言者ジョセブ ・ス ミスに注目すべ き啓

示 をお与えにな りましたが,そ れはこうし

た暗い時代でのことでした。苦難のただ中

か ら,予 言者ジ ョセブ ・ス ミスは神に慰め

を求め ました。

その嘆願に対 して神はこの ように答えて

お られます。「わが子 よ,汝 心安かれ。汝

の不幸汝の困苦はただこれ束の問な り。

然 り而 して,も し汝 よくこれを耐え忍ば

ば,神 は汝 を高きに挙げたまわん。」(教 義

と聖約127:7-8)

リバ テ ィーの牢獄での経験は,投 獄 され

ていた人々に とってまさに金 をふ きわけ る

者の火であったわけです。一方,私 たちは

彼 らが遭った苦難か ら,予 言者ジ ョセブ ・

ス ミスをは じめ とする初期の教会指導者た

ちの偉大 さについて,一 層の理解 と認識 を

深めることがで きます。

私 たちは リバティーの獄の経験か ら何 を

学ぶこ とができるでしょうか。次のふたつ

の真理が心に深 く響 くのは,疑 うべ くもな

く明 らかです。

第1は,主 イエス ・キ リス トを信 じる信

仰 と,指 導者 ならびに教会に対す る忠誠心

の大切 さ。

第2は,私 たちは幾つの困難 を乗 り越 え

なければな らないかは別 として,終 わ りま

で耐え忍ぶこ との必要性です。

私たちは終 わりまで耐 え忍ぽ うとする時

に,主 に慰め を求め る必要があるか も知れ

ません。 そしてその時,予 言者ジ ョセブ ・

ス ミスの ように,「 わが子 よ,汝 心安 かれ」
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互 い に愛 し合 いな さ'い

七十 人第一定 員会会員

ジ ェ ー ム ズ ・A・ バ ラ モ ア

愛 する兄弟姉妹 ・そして友人の皆さん・私
は,各 地の聖歌隊の.美しい演奏 をお聞

きする機会によ く恵まれ ますが,大 会の時

には自分 もタバナ クル合唱団 と共に歌って

お ります と折に触れて申 し上 げることに し

ています。私が合唱団の一員でないことは

周知の事実ですが,あ の美しい演奏 に触れ

る度に,私 は秘やかにで も合唱団 と共に歌

わずにはいられないのです。教会貝に愛唱

されている歌の中に,「 あなた方 を愛した

ように,互 いに愛 しな さい」 とい う歌詞

があります。そこできょうこのことについ

て,す なわち神 の愛 と互 いに愛 し合 うと

いうことにつ いて少 しお話 してみたい と思

います。

先立 って,イ タリアで伝道 しているひと

りの宣教師か ら,ひ とつの話 を聞 きました。

それはまさしく,き ょう私がお話 したい と

思っている事柄 を見事に描 き出した話でし

た。

その宣教師の話によると,あ る朝,人 通

りの多い通 りの一角で,ひ とりの少年が道

行 く人に物乞いをしていたのだそうです。
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ぽ ろぽろの衣服 を身にま とい,ひ ど くす り

切れた くつをはいたその小さな少年は,不

自由な片足をひきず りなが ら物 を乞 うてい

たのですが,振 り向 く人はだれもいませ ん

で した。 ところが,そ の様子 を遠 くか らず

っと見ていた男の人がいました。その人は,

見 るに見かねた様子 でその少年 の所にやっ

て来たか と思 うと,そ の少年 を抱 き上げて,

しっか りと抱 き締めたのです。その上何 も

聞かずにその少年 を受 け 入れ,自 分 の持

てる物 を投 じてその少年の面倒をみた,と

いうのです。

その光景を見た人は皆,心 打たれたに違

いありませ ん。そ してそれは,天 父が私 た

ちに生涯 をかけて学んで欲 しいと思 ってお

られ る愛の力の表われにほかな りません。

神 の愛す る独 り子イエスは,こ の世 を祝福

するべ く,次 のようなみ言葉 を繰 り返 し強

調 してお られます。「わた しは,新 しいい

ましめ をあなたがたに与える。互に愛し合

いな さい。」(ヨ ハネ14:34)

この神 の愛について振 り返 り,よ くよ く

考えてみる時,そ の深遠 さに圧倒 されずに

はいられ ません。 そして,そ のただ中には,

隔 てな く神の子 らを愛す る文字通 りの天父

が実在されるのです。神は,す べ ての真理,

権 能,知 恵,徳,そ して愛を,御 自ら創造 し

地上に送 られた子供たちと分か ち合いたい

と願ってお られ ます。神 は,私 たちが 日々

励み,神 を御 父とみなすことがで きるよっ

に望んでお られ ます。 また,御 自身が私た

ちにとって友であ り,助 け手であり,律 法

の出所であ り,赦 し手であることを私たち

が理解するように と願 ってお られ ます。神

は,す べ ての人に御 自身の愛 と内在す る力

を十二分に与え,終 極的にはいつの 日か御

自分に似た者 となる祝福 を授けたいと,心



68

o〈〆一よo幸準つ斑〔由↓

鐸)しTコ琴》(〃寸×1レキ・×=〔'髪(ゴ4つ'

`⊃匹宇管郵)遅マコ?臼誉母細弔(〃翼平?

%)舗(〃:¥¥:曹(�ﾏ魁`)�u�癇¥`q9�w�ｯ�

ｭ�ｫ�}�ﾚ�m士`�癆ﾈ�F⊃1�K剴(�V�L劉(�V�ヵｽ�L�

ｻ�ｨ亨(〃{�̀�ﾚ�u�ﾓ面;�F�軏ﾚ(�V弔Yき4(4�ｻ�鈞

ho⊃1�ｩ�l�w�K準q��ﾛ}�]���u�ｫ�O�q��逍¥¥¥

4r一Ψ〈・¥¥遅年o↓準a�l�l�ｹ�F�ｼ�ｽ身辞(�

S辞)'〕4�u�ﾒ母蓑(�V国王(〃[母(�ー一呑1辞⊃1=「町(�

V�冝ｩ⊃1マ撃(�V�K�ｩ⑦軋``イ(払)�ｸ呈壬(�V�

争ﾑ盈鳥¥¥:・π一Ψ〈美・舐・一吾く》!�

~4準。享翠q)し口芳畢ぞ

コマ「軍醒辺量尋弓�ｺ(〃→×llギ・×て髪�

ｽ1丁�ｬ(〃コ諏準`2コ4'〕郵回景男暴←�

V身)しT�ｽ1琴�t(〃�倭つ彰回�R1辱輩母畢�

ｿ)つぞ��(〃重�t(〃…�@4×�~x・乙身E.6

認
準�B.創�

r�ﾖ}し朕母マコ管(�･)畢丸へ�ｾ年̀丸鎚百(〃(4�

ｻ!
推`(～(�･)寸γrl・¥¥4×丁髪`辞(ゴ窪

}�K弔遅��::�罇пB�ｫ�G�y�ﾖ�ｯぞ【へ4�ﾐ1=�u�R�¥�

F�ﾊ�c。幸準q)(一量マ?q}�

ｵ�[�黶tこ〉.私コ…F�ｿ�D�ﾚ�B���・へ�tqi郵�q(

4射導Q圓2昇二当)免(�V4d�･�ｮ�ﾊ》『ぞ

Y�｠挫「。4享払(〃(�ｯq)し導畢

).こv�黹R年宰1推o・4←ア玉)管郵)さ4∫妙

)つ縣⊃1�摎ｿ慰払(�蘒R�ｼ。事準(刈(払4�邇ｨ目寧1

⊃1�｢Y(�V�ﾁ�E�ｩ。享弘)�S�r幸」。4�ﾂ翠窒

最
9コ`).穿(�ﾄ�ﾋ琶ぞ�u44�ﾂ季り〉)�ﾂ�q」�

nコ14号(�Q障醇」`罪1昇=当塊(�V4dよ

ぐ4��「。.臥

)マコ4�@孝岳土(�V�ﾂ��E字魏4σ4昂(〃2

コマQ蛸寧に)�ﾉ���ηを`).�ｵ�ｽ尋鱒目(〃�

｢Y`凋ω4�ｫ�¥�ﾜ�齦齊ｨ�弸(�Vフ坐」o�柾�丸�ﾖ)

.�ｵ�s⊃短丁(�V�R料晃当)免管(ぎo王}⊃1�ｑ

i�ｩよ
。熱).(�V管奏払i塊面E��嘯

逑坙ﾚぞ讐婁(〃�bY`勲辞.露》�ｵ(}�F阜「首

?η1>)「婁§4厘1擢(〃昇墨4�冝�c回(外

Q↓弘(〃(Σq).マ弊}曳へし⊃1・9:(〃〉身㌔

コ3謁2杢`4(〃受q⊃にコ、吾身`4(〃マ辛

臼・4=3罪1(44粒0準(ンQ.創準曳へ》マ最ぞ

Q婁し創)「軽⊃,・へ團昏・へ2「・4珂・別切目

ω弔Y」`尉皐劉=γη穿副回。享,)←老

o傘)(〃尋ぞコ

管享軍裂畢日婁士(〃コO坤(〃塾産⊇!準⊃1・7(〃

々Y`創(ンぞ0⑦駒目⑦尋狭ヨ×`1キ・×

丁'髪羽竈日半。傘)口戯k(〃妾秘(〃(髪辞〉}

吾§著阜型⊃1聡濃'(}(〃(Σ算〉》吾峯つ蘇畢

興弔(〃鼎盈⊃1(4認推。.レ)(〃(}4η(ゴ肩[學

}!1餌コ歯再=γ季「秘⊃IY團♪寧搭一斗∠・

×(〃老》コ妾o垂,準丸へ).穿1創歩ロニ～昼;(〃日坐zヒ

劉→×rl美・×丁》…Fq〕弊`王(∠)(44推

。←アつ
,)?婁ユ遅2

コ〉團尋里いへそ(∠,:IZIらま看葺二～撃聯).

望



16

辞コ(49(〃藁(〃つ49ア簿μ4身(宰`測(ヲ

昂?輩畢(浮「罫A(〃つ49コ『h。.創払(〃

受昂コ1←甲管婁払4マ⊃管臼碁孕自厚男羊(〃〕揉

聯(〃軒`(汐真目⊃1善(〃職⑫幸軽コ々Y(〃恥

`⊃障日身(～卓率孝彰茎⊃1懸選》つ興母=～2管

£畢(浮箪`ぞ輩搬`ぞ6塁`)一『妾。享準

〔{尋⊃1←〕F(髪一臼回孕目=1々Y⑦剛「酪軍

8辞El⊃1蛍¥¥別Y`2>q)�ｫ��県,)中(�

Vつ'�x誕(�V�R�B���臼[阻=�ﾄア?辞(�S�}�ﾙ�

ｽ�謔謗ｨヲ`�ﾂ�r羊.�ﾓ�ｮηrY�ｼ�瘰q�¥�c��̀�u�k覚`}�

ﾂ��B.�ｮ���癆ﾈ�H�F�E�閨E`6�X畢(�S・4`,)�ﾁマ

{�t�｢�r�Wに1�ﾂ�E⑦Y`�恬�(�V�R�F。.臥)(�V�q�

ｼコ(�V�ｼ�@�r�ﾏ�ﾂ�欠F�ﾇ�喆@呈[�z�ｻ�Cア?.�

ｨ�ｻ弔)�鼕�q�禔迯ﾒ睡`(�S・4.�@�･�B�皷�)(�V�V�

ﾆ�¥�v�ﾝ号(�V赫(�V蚤4瀦9�謗閭R1[劉(〃(�S壬(�V�ｨ�

ｼ�U�ｿ。'�ﾁ�瘴�〔1(ぎ(L)(�S・44�ﾅ婁II�L�峵N�

ﾊ�ﾑ�u魁)(外4�闖ﾏ).�ﾂ迅`判(〃?�m�ﾙ��

ｫ�｢�B���q)!�l�ｹ孝2�R管(払)�b�ﾍ�ﾊ誕(�

V�E�r�ﾂ�K準`���ﾚ�ﾅ�V。.��･(〃?�陂K�g�

黨�囓ｫ帯(〃Y(�V�ｨ�}��^�ﾚ⊃1�ﾘ舞`(49�q羊

.�B傘)マ='�｢う;～(�ーη:9��x�ｹ�ﾑ�ｩ�
｢�ｽ�

ﾂ`�R翻9�ｻ⊃1(�ｒ¥(�V妾
).q�L⊃1�E�潤E`6�c�F�

mω[�[字Y`�ьｫ�ｨ�B���6(ぎ4�ｼ�ｽ�Eへ4孟

1=T�ﾂ�¥聖(外4�ﾂ�揀R=寺`44�ﾂ���r�]�

L�X國(〃>r�ｽ⊃1[�ｫ巨4�｡�h際`�肢皷N�c�ﾑ�

п
B.�

�E)(〃4�ｨ��ｹ�U�L�ｼ�R←q�ｼ管(�̀卓i�ﾍ孝}騒

Y)し49(}⊃1暑)9��ｩ`つ(�S�F�訣梶ｻ多zk⊃

1�E㍗(�ﾝ々Y4(�ｏ�`厘1�F甥`藁(�V�ｲ韮`)�

ｼ4畢i�L�ｨ�摧ｻxT�刀B幸3(〃4�ｫ�_�}�ｩ�A�

P裂=1(44�ﾁ�F�ｫ蹴(�V�X�l揉`4雲1�}�釜K�ｼ�

ﾂ�b母(�V�¥辞(�S�M�C�L�ｲき4�p�k再i�E�R窟49憂

H�L臓Y`)�x��B4コ;痒(91:�ﾃ匙)E

)「q�@�ﾛ�t�ﾂ�F�L再(〃2`⊃13�d��ｵ9�綠

F�p�窒ｼη(�V�ｨ」`4��雫1�ｧ⊇!�ｫΨ(4⊃1�

m�B�

寶���^�F�ﾌ�ﾊ�u�ﾓ�m畢2コ(〃=�R�ｦ�ｾ��

下1悪管昂M。阜)蟹(〃手…多(〃》こ〉.創`割り

老o追)(〃揮(潔箪尋陶韓窮`身ヰ1丼窒興⊃l

M(〃(44推母興(〃竈魁(〃申‡)つ老`耳!(〃軒

`藁(〃睡`劉(圏箪(〃老〉尋緊甚宴準)「老

o↓罫A留㍗へ4つ聖(外4・り・星2コ?(払)

Gぞo(〃穿9峯(〃畳書(〃認(〃[辟?.軽樫⊃1臼

壬`写1(〃阜管穿津屡日ぞ嚢訟`(坪準アM?(4

黎砲(〃(ゴ辞⊃`4準。孝マ2←・硯←二¥

¥�q�y膨(�V妾`�Eゴ4コ2?�ﾅ�Eゴ7姦4(�酪�(�

V妾}�ｵ�A⊃14(〃Y'γ}`)�ﾂを`;～:�ｻ�ｻ�ﾊ�

Q�V�痩�ｽ1�ｨ�齟py�l量).しT=�z�ｩ�諡�(�V曝(〃

G20躍(�ｒ¥(Σ(弘)�¥�蜿ﾍ(�V翼)9(�ｰ爵(�O�嘯ｱ�r�

r�C�b・7�A。.�迴�q留=～q4つi�掾t毛1��R�挙�

形�O�R�R�寫゚�詞沿ﾔ不9�閨B4�ﾂ�凹�
).�

�9�ｒﾙ�N�}購)しT�ｽ�ｿ髪(∠)Y尉(�`�ｒ¥(〃(�

S�r�R。9ア!玉)q�戟E�ﾖ料Y・A�V�瘢b�E�､�ｯ・

44辞(�S�ｊﾅ一)�ﾂ�ｽ�Cア(�V�x�̀�~�¥�¥�B�F�u�

猿ｫ�_コ4(�S�ﾚ�瀦L(�̀�ｒ¥(∠)���)�¥�ﾚ�q�}曝`�

R�刧f(�ー�癈ﾜ�゚�m�R臼4��L�@�k含¥¥(〃を⊇!

準。4つ準6昂コπ看.郭尋(汐箪管(
ぎ,)購醤興

甲⑦翼)9`(49昂幸`盈亘(〃翼Ψ澤竈申卑撃

�
Ａ,)(∠)?辞(ゴ辞}つ蚤〉潔母(44慰`寧坤

‡(9:εε鶏鐸)「。?q)(4製ゆ

》つ〉し・へ(〃年寧蘭」。4津煙).し:艦匹

:r⑦承`ア陽=甥(〃鶏學。幸,)(〃管婁⊥).窒

肴畢尋翻(〃車豪粥2婁婁`コ々Y(〃).こ)享し

母畢亘〉幽`)』を。享拳q喜⊥}つ雲畢・ワ

・圏ぞ藁＼/由【畢孝・圭》⊃{(4マ推`).つ

蟹母(汐箪寧M身(ぎ`つ籔蓼身昇去`〆〕勢易

季準4》「蟹孝(ぞ塁「駅景士6載`宰1[

辟
。.臥)(∠)管婁�

ﾛ}『課諭畢耳…罫(〃(4契推}し碁孕藁``せ命

貰〉つ養犀臼認慰⊃1翼)9).「妾誰窒舅ま`寧1

酎。1ソ吾�
�`1既孕(≧コ2受準島`6(払)(〃撃

⑫著癬孝胱Y>コ≦～準`割4最稽,動溜忍コ

歯科ξ尉・へ管(4團Y(〃自そでム字辞妾5マ蚤(

〃茜茎4「←コ。.臥)(〃?辞臼%)γ轟(�



るの である。」(ヨ ハ ネ15:10)こ の み言

葉が真実であるこ とは,多 くの人々が証 し

ています。私 たちは,救 い主 のみ言葉に従

って,「 まこ との ぶ どうの木」の枝に 自ら

をつないで,イ エスと同 じ権能お よび力を

得 たいものです。そうすることによって私た

ちは,ま ことのぶ どうの木の果実 を取 って

味わうことができるようになります。(ヨ

ハ ネ15:1-6参 照)

このようにするならば間違いな く奇跡が

起こ ります。神の愛に触れ,自 ら変わった

人は,深 い敬意 を持って周囲の人々を見る

ようにな り,各 自の人 とな りを尊重 し,永

遠の天父の子供 としてそれぞれが どの よっ

な可能性 を持 っているかを心 にかけるよう

にな ります。

私は数年前に責任をいただいてオレゴン

州に行 った時,と て も貴重 な体験 をしまし

た。ステー キ部大会の後,ひ とりの幼 な児

の祝福 を頼 まれたのです。私はその 日,神

の愛の真髄を知 りました。その幼 な児 と一

組の夫婦が部屋に通 され ました。彼 らはそ

の時すでに,6,7人 の子供 を養子に して

養育 していたのです。いずれも,身 体的な

障害 を背負い,親 に見捨て られて,愛 と養

護 を必要 とする子供 たちでした。私は,彼

らを前に して謙虚な気持 ちにな りました。

また,そ の日その部屋には神の愛があふれ

んばか りに満ち満ちていたの を今で も覚え

ています。あの子供 たちはもはや神に とっ

て 「宿 り人」(エ ペ ソ2:19>で は な くな

ったのです。

この神の愛 を知 ると,だ れにでもある欠

点に目くじらを立て ることがな くな り,「兄

弟 を己が身の如 くに思」(教 義 と聖約381

24)え る ようにな ります。そして,い つ で

もどこにいて も,人 を高め,助 けたいと思

92

うようになるのです。 うらみもねたみ も,

高 慢 さも,虚 栄 も,こ だわ りも消え,言 語

の違いが人 を隔てることさえもな く,神 の

みこころ とみたまに心 を開 き,そ れ と一体

となった人の心は,す べ ての人々に向 くよ

うにな ります。聖典 には,麗 しくも明確 に

このことが記 されて います。「全国に何 ら

不和がなか った。なぜ なら……神の愛がわ

たしたちの心に注がれているか らである。」

(IVニ ー ファイ15,ロ ーマ5:5)

それ では,こ れらのことを悟った人は完

全 な者 と言えるのでしょうか。いいえ,そ

うではあ りません。人は永遠 に成長 を繰 り

返 し,こ れ を克服 していかなければな らな

いか らです。む しろそのような人は,完 全

な者 となるために絶えず努力をしていると

言 うべ きでしょう。偉大な予言者モロナイ

は,こ の点につ いて,次 のように勧告 して

います。「私,私 の父 …… を,不 完全 な所

があるか らと言って非難するな。む しろ神

が私 たちの不 完全 な所 をあなたたちに知

らせて,あ なたたちに私たちよ りももっと

賢い者になる道 を学ばせた もう神のめ ぐみ

に感謝せ よ。」(モ ルモン9:31)

この賜,す なわちこの神の愛 を身に受け

ることによって,私 たちは争いや不和や人

間的 な裁きを回避す ることができるように

なるのです。また,人 が生 まれなが らに持

ち合 わせ ている力や徳 を認識することがで

きます。そ して,心 の中で他 人 を裁 いた

り,指 導者 を支持 しない といったことが,

神 の愛 を抱 いて生活 しようとする者に とっ

てどれほ ど矛盾す る態度であるかがわか る

のです。そのような感情が,神 の愛 とは全

く相容れないものだか らです。天父は,次

のように言っておられます。 「何 人 もへ り

くだ りて愛に充 ち……てこれを為さざれば
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神の子らに手を

差し伸べなさい

七十 人第一 定員会会員

ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ズ リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

け さ私は皆 さんに・私 がイェス'キ リス
トの福音につ いて感 じていることと,.

イエス ・キ リス トの福音が相互の人間関係

に与える影響につ いてお話 したい と思いま

す。救 い主の復活の物語 を読み直 してみて,

私 は,救 い主が復活 して最初に言われた言

葉が私 たちの人間関係の基礎 となるもので

あるという思 いを強 くしました。

週の初めの 日の朝早 く,マ リヤが主 を埋

葬 した墓に行 くと,墓 か ら石が取 りのけて

あ りました。 そこでマ リヤは走ってペ テロ

とヨハネの ところへ行 って,ふ た りに主が

墓か ら取 り去 られたこ とを告げました。ペ

テロとヨハネは,マ リヤの言 ったことを確

かめ ようと,急 いで墓へ向かいました。ふ

た りは墓が空になっているのを見て,自 分

の家に帰って行 きました。

しか しマ グダラのマ リヤは,墓 の外に立

って泣いていました。そして泣 きなが ら,

身 をかがめて墓の中をのぞ くと,白 い衣 を

着たふたりのみ使 いが いました。彼 らはマ

リヤ に,「 女 よ,な ぜ泣いているのか」 と

言いました。マ リヤは彼 らに言いました。
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「だれかが ,わ た しの主を取 り去 りました。

そ して,ど こに置いたのか,わ か らないの

です。」

そ う言って後 ろを振 り向 くと,そ こにイ

エスが立っておられました。 しか し,そ れ

がイエスであることに気がつ きません でし

た。救い主はマ リアに,「 なぜ 泣いて いる

のか」 と言われました。マ リアは,そ の人

が 園の番人だ と思って言いました。「もしあ

なたが,あ のかたを移 したのでしたら,ど

こへ置いたのか,ど うぞ,お っしゃって下

さい。わた しがそのかたを引き取 ります。」

(ヨハ ネ20:11-15参 照)

それか ら救い主はマ リヤの名を呼ばれま

した。(救 い主 は私 たち一人一 人の名前を

御存 じです)そ こでマ リヤはす ぐに,そ の

方が救 い主であることがわか りました。救

い主を深 く愛 していたマ リヤは,主 が生 き

ておられるの を目のあた りに見て,思 わず

主 を抱 き締め ようとします。

それに対 して主は,愛 と思いや りを示 し

なが らも落ち着いた様子で,永 遠に朽 ちる

ことのない言葉 を話されたのです 。 「わた

しにさわってはいけない。わた しは,ま だ

父のみ もとに上っていないのだか ら。ただ,

わた しの兄 弟たちの所 に行って,『 わたし

は,わ た しの父またあなたがたの父であっ

て,わ たしの神またあなたがたの神であら

れ るかたのみ もとへ上 って行 く』 と,彼 ら

に伝えなさい。」(ヨ ハ ネ20:17)

「わた しの父またあなたがたの父であっ

て,わ たしの神またあなたがたの神」 とい

りこのメッセージは,そ の時 も非常に重要

な意味 を持つ もので したが,今 日の私 たち

に とって もきわめて重要 なものです。使徒

パ ウロは同 じ教えを,次 のように明確に説

いています。
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善 い行ないをただ夢み るだけのものに終わ

っていますが,真 の愛 というのは人を天父

に近づける私心のない親切な行為によって

表わされるものであると,私 は信 じていま

す。

私は,祈 りの時間に神殿に向か っていた

時のペテロ とヨハネが示 した素晴 らしい模

範につ いてよく考 えます。生まれなが ら足

のきか ないある男が,美 しの門 と呼ばれる

神殿の門の ところに置かれていました。そ

れは神殿に来る人々に施 しを請 うためで し

た。彼は,ペ テロとヨハネがや って来たの

を見て,手 を差 し出 して施 しを請いました。

そこでペテ ロは彼に,「 わたしたちを見な

さい」 と言いました。彼は何かもらえるだ

ろうと思って,ふ た りに 目をや りました。

その時ペテロはこのように言っています。

「金銀はわたしには無い。 しか し,わ た し

にあるもの をあげ よう。ナザレ人イエス ・

キ リス トの名によって歩きなさい。」

私 たちについて見た場合,今 日の世界に

おいて同胞 を助ける際に一番多 く見られる

のが,こ の ような態度ではないか と思いま

す。しかし,ペ テロの場合は言葉だけには

終わ りませんでした。聖 書に は,「 こ う言

って彼の右手を取って起してや ると」 とあ

ります。す ると男の足 とくるぶしとは,た

たちまち強 くなって,立 って歩き出しまし

た。そして,歩 き回った り踊ったりして神

を賛美 しながら,神 殿に入 って行 きました。

(使徒3:1-9参 照)

今 日,世 の人々に必要 なのは金銀 ではな

く,愛 の手であ り人の心を高揚させ る主の

みたまの力ではないで しょうか。
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と,ら い病は直ちにきよめられた。」(マ タ

イ8:2-3)

イエ スが行なわれた最 も感動的な奇跡の

ひとつは,絶 えず個 人に注意を払っておら

れたこ とです。イエスはラザロを死か らよ

みがえ らせ ようとしてお られた時,マ りヤ

が泣いているのをごらんになりました。そ

の時の様子が こう記 されています。「イエ

スは,… …激しく感動 し,ま た心 を騒がせ

…涙 を流 された
。」(ヨ ハ ネ11:33-35)

主 は この機会 を利用 して,御 自身の使命に

ついて神聖な証 を述べ られ ました。「わたし

はよみがえりであ り,命 である。わた しを

信 じる者は,た とい死んで も生 きる。」(ヨ

ハネ11:25)

救 い主はまたニーファイ人を訪れた時に,

この ような重要 な訓戒 を与 えてお られ ます。

「汝 らはいかなる人物にてあるべ きか
。ま

ことに汝 らはわれ と同じ人物ならざるべか

らず。」(IIIニー ファイ27:27)

ま さし く私たちは救 い主のご とくになれ

ることを証 します。私 たち 自身にとって も,

また私たちが仕 える人々に とっても,永 遠

の恩恵をもたらす方法 で愛を示す ことがで

きるのです。

予言者が2年 前に出されたチャレンジに

応えようではあ りませ んか。

「教会はすでに成長 と円熟の域に入 り,

私 たちがさらに前進 を遂げ るために最後の

準備 をする時に来ている。 この ような印象

を私はどうしても拭 い去ることができない。

…… しか し,私 たちがひ とつの民 として前

進を遂げるために必要な基本的決定 は,教

会員一人一 人が行なわなければならない。

教会の歩みは私 たち各個人の歩みにかかっ

ているのである。

私たちは平坦地で十分に休んだ。これか
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らは,よ り高 い地点に向かって前進 しよう

ではないか。家庭 でも,ワ ー ド部 でも,隣

近所で も,他 の人々に不承不承手を差 し伸

べ るような態度は今後終わ りにしよっでは

ないか。」(ス ペ ンサー ・W・ キンボール,

「聖徒の道」1979年10月 号
,p.116>

きょ う決心 しようではあ りませ んか。自

分の家族に,活 発でない教会員や教会員で

ない隣人に,さ らにはすでに世 を去 った親

族,そ のほか愛を必要 としている人々に愛

の手を差 し伸べることを。私たちは,自 分を

捨てて愛に生 きるようになった時に,個 人

として,教 会 として,ま た人類 として大 き

な祝福が与 えられるこ とを,イ エ ス ・キ リ

ス トのみ名によって証致 します。アー メン。
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生活や,時 に流されてただ何 とな く日々を

過ごす といった生活を耀けなければな りま

せん。

私たちは勤勉でなければな りませ んし,

質素でなければな りませ ん。 また,欲 す る

こ とと必要 とすることのバ ランスをよ く取

り,霊 的な土台の上に生活を築かなければ

な りません。

私たちは神の子供 ではないでしょうか。

私たちは事 を行なう時に,ま ず神の方法 を

捜し求めるべ きではないでしょうか。正 し

い方法で神に仕 える時,霊 的な土台 を固め

ていることにはならないでしょうか。

人生には数々の障害が立ちはだかってい

ます。道徳的な問題 もあれば,経 済的な問

題もあ ります。どの ようなものであれ,私

たちに とって どれも一筋縄ではいかない問

題です。

実際,私 たちは困難な時代に生 きてい ま

す。その ような世界に置かれている私たち

は,好 む と好 まざるとにかかわらず,危 機

や災い,誘 惑 といったものの影響 を受け ま

す。 しか し,ど のような影響 を受け ようが,

私 たちは世の ものであってはならないので

す。 ここに霊性 の源があ ります。聖歌隊 と

共に 「主 よ,荒 海 を導 きたまえ」 と歌 うの

はそのためなのです。

このような道徳的かつ霊的危機 をもた ら

す原因は,多 くの人々が神の定めた もうた

生活の規範を無視 し,拒 んでいるか らです。

現に大勢の人がその影響 を受けて神 を軽ん

ずるようになってい ます。そういった人々

の行ないは邪悪に満ちているため,彼 らは

光明 よりも暗黒を好むのです。

例 をあげましょう。まず,生 命の清 らか

さに真っ向か ら攻撃 をしかけて くる数々の

不道徳な行 ないです。それに対 して私たち
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は ど うしたらいいのでしょう。身 を任ねま

すか。 とんで もないことです!あ らん限 り

の力で戦 うの です。

私 たちは徳高 く,自 らを清 く保たなけれ

ばな りません し,子 供に もそ う教えます。

全能 なる神が私 たち一人一人に投げかけて

お られ る言葉に聞 き従っているでしょうか。

「汝ら
,主 の器 をもてる ものは清 くあれ。」

(教義 と聖約38:42)

酒類や タバ コ,麻 薬な ど,日 に日に私た

ちを脅かす ものの力は増大 しています。こ

の力に,私 たちはどう対処 したらいいので

しょうか。

主 に忠実に従 い,知 恵の言葉 を守 ること

です。 この律法が今 ほど重要かつ時宜 を得

た警告 となっている時代 はあ りませ ん。こ

の知 恵の言葉 を抜 きにしては,だ れひとり

酒や たばこ,麻 薬 といったものに引 きず り

込 もうとす る激しい力に耐えることはで き

ませ ん。

世は私 たちを,虚 言や欺 き,盗 みへ とい

ざない,万 引 きや様 々な悪行に誘います。

また,他 人の名声に傷 をつけた り,人 の夫

や妻 を奪 った りすることもさせ るのです。

これは盗みの中で最 もひ どい ものです。こ

ういったことに対 して私 たちはどうした ら

いいので しょうか。

十戒 を守 ることです。そしてあらゆる種

類の不正直 を避け,他 人の ものをや たらに

欲 しが るとい う誘惑 をはねつけるのです。

また,信 仰箇条第13条 に従 う必要がある

で しょう。「われ らは,正 直,真 実,貞 潔,

慈善,高 徳なるべ きこと……を信ず。」

ほかに答えが あるでしょうか。

うそつ きや盗人,清 くない人,こ の よう

な人が神 の王国に何 とか もぐり込 もうとし

た場合,そ れは可能 でしょうか。いいえ,
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リのイガを破 っては,中 の実 をすばや く取

り出して集め,冬 ごもりの仕度に大わらわ

です。

小 さいのに賢い動物です。それに働 き屋

です。彼らは全 く恐れを知 りませ ん。通行

人の中にはだれひ とりとしてその小 さな動

物の働 きを妨害する者 もいないか らです。

彼らが 自分 たちの生活 を守 るためにせ っせ

と働 く様は,見 ていて実に興一味深い もので

す。

彼 らは クリの実 をたとえひとつで もむだ

に しません。収穫のない寒い冬の間,こ の

クリの実が 自分たちの生活を支えて くれ る

ものであるこ とを知 っているか らです。

リスは,自 分たちの実 を集め るのにほか

の助け を当てにした りはしません。自分 た

ちの力で行なっています。主は リスたちに

実 りを与えられましたが,そ の取 り入れは

彼ら自身の手で行なわなければならないの

です。

リスは私 たちに独立独歩の精神 を教 えて

います。 これは 自然界の生物だけでな く人

間にも当てはまる大切 な教 えです。

では,神 は様々な困難に苦 しむ私たちを

も助けて下さるで しょうか。もちろん助け

て下 さいます。神はこう言ってお られます。

「野の花が どうして育っているか,考 えて

見るが よい。」(マ タイ6:28)「 空 の 鳥 を

見るがよい。……あなたがたは彼 らよりも,

は るかにす ぐれた者 ではないか。」(マ タイ,

6:26)

神 は もちろん私たちを助けて下 さいます。

ただし,そ こには欠 くことのできない条件

があります。私たちが神の戒めを守る限 り

という条件です。

神は私たちに 自立 と勤勉を教えておられ ㌔

ます。 また,将 来の計画 を立て ること,来
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たるべ き非常時の備えをす るこ と,手 に負

えない負債 を避 けること,そ して主が喜ば

れるような方法で主に仕えることを教 えて

下 さいました。

同時に,主 は私 たちが賢 くな り,支 払い

能力 をはっきりと認識 して支 出を一定の額

内にとどめ ることを望 んでおられます。

計画に当たっては,暮 らしを支えるのに

欠 くことので きない ものを優先順に書 き出

してはどうでしょうか。そして優先順位が

誤っていないこ とを確認 します。 このよう

にすれば,経 済的に身動 きの とれな くな る

状態 を避けることができるでしょう。

何かを購入しようとす る時は,欲 しいか

ら買 うのか,そ れ とも必要だか ら買 うのか

をよ く考 えてみ るようにしましょう。

主は私 たちに福祉プログラム を与 えて下

さいました。これは霊感 によるプログラム

で,す べ ての教会員に適応 されます。この

プログラムの最 も重要な ところは,私 たち

それぞれが 自立できるよっになるといっこ

とです。 また,将 来を見越して少 しずつで

も蓄えをし,収 入の範囲内で生活 して,楽

な時 も苦 しい時 もあ らゆ る努力をして自ら

を支えるという原則 を受け入れるようにな

ることです。

私たちの福祉計画の.真髄はこれではない

でしょっか。

この偉大なプログラムは私 たちに,副 食

品やぜいた く品ではなく生活必需品を1年

分貯蔵す るように と教えてい ます。ケーキ

の上 にクリームの飾 りつけがな くても,ア

ップルパイの上にホイップクリームが載っ

ていな くても私 たちは生活していけるで し

ょう。

また,ケ ー キやパイがな くて も私たちは

ちゃん と生きていけます。生命を維持す る
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の一』 を納め たる者は人の子の来る時火に

焼か るることなし。」(教 義 と聖約64:23)

また,主 はこう述べ てお られます。「もし

わが民にしてこの律法 を守 りて聖 く保 たず,

またこの律法に よりてシオンの地 をわれに

聖 くして以てわが律令 と審判 とをそこに保

ち,そ の地を最 も聖 きもの となさずんば,

… …誠にわれ汝 らに告 ぐ,そ は汝らに とり

てシオンの地にあらざるべ しと。」(教 義 と

聖糸勺119:6)

この ことか ら,什 分の一の律法に従順に

従 う時に私たちが どのように守 られるか,

お わか りいただけるこ とと思います。

主はほかに何 と言ってお られるでしょう

か。今すなわちきょうは 「わが民の 『什分

の一』を捧 ぐる日なり」 とあります。なぜ

な ら 「人の子の来るまで今より後 を 『今 日』

と称 えられる」か らです。(教 義 と聖約64:

23)

では,私 たちにこのことを行な う信仰が

あるで しょうか。従順 さがあるでしょうか。

主 は さらにこう述べ て お られ ます。「す

べ てバビロンに留 まる者一人も助 くること

なか らん。」(教 義 と聖約64:24)バ ビ ロン

に留 まる者 とは,神 のみ言葉 を拒み;こ の

世 の快楽にふける人のことです。

このように主は,道 徳面 と霊的面が危機

に瀕 していることを再三強調 してお られる

のです。

そして主は,「 『今 日』 と称えらるる中に

汝 らの働 きをせ よ」(教 義 と聖約64:25)と

言 っておられます。す なわち,主 に従 い,

主 に仕 え,主 のみ前に義 しく歩み,「 主の

器をもてる ものは潔 くあれ」(教 義 と聖約

38:42)と 命 じてお られるのです。これが

律法です。

罪や 負債以外でも,何 らかの形でその物
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に 縛 られて身動 きできな くな ることは,神

のみこころに反す ることです。

「また真理 を知 るであろう
。そして真理

は,あ なたがたに 自由を得 させ るであろう。」

(ヨハネ8:32>主 ははっきりと述べてお

られます。罪から離れなさい,何 物にも執

着することをやめなさい,負 債に縛られる

ことのないようにしなさいと。主の説かれ

る真理である福音は,私 たちが主に従いさ

えすれば,自 由を与えて くれ るものなので

す。

主を信頼しようではあ りませんか。主の

重荷は世 の重荷よ りもはるかに負いやすい

ものです。

「わたしの もとにきなさい
。あなたがた

を休 ませてあげよう」(マ タイ11:28)と 主

は言って下 さっています。

主は私たちを愛 し,見 守 っていて下 さい

ます。そ して,厳 しい時代にあって も,私

たちが信仰薄い者 とならない限 り,私 たち

を栄 えさせて下 さいます。主は私たちを試

されることはあっても,忘 れ去 るようなこ

とはなさいません。

この歌を心からの思いをもって歌お うで

はあ りませんか。

主のみことばは信仰の

固き基を造 りぬ

主われに,た よるものの霊

敵の手には渡 し得ず

地獄のかれに迫 るとも

われその霊 を見捨てはせず

必ずわれは見捨てず

(讃 美歌96番1,7)

これこそ主の約束です。主のみ言葉は真実

です。私はこれらのことを主イエス・キリス ト

の聖なるみ名によって証致 します。アーメン。
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書だけをさしていると考えられます。この

「書」とい う言葉は
,当 然単数形でなければ

なりませんでした。なぜなら,こ の書が書

かれた時,そ れは他のどの書 とも関連がな

か ったか ちです。 しか もこの書が新 しい正

典すなわち新約聖書 として知 られるように

なったい くつかの記録に加えられたのは,

何年 も経 って教会などでたびたび討議 され

た末のことであったか らです。

また一般に,バ トモス島にいる間 に書か

れた とされている黙示録 を書 いた後,ヨ ハ

ネ自身が聖典 に書 き加えているということ

は非常に興・味深いことです。 ヨハネが第一

の手紙 を書いたのは,バ トモス島 を去って

かなり経 ってからのことです。啓示は閉 ざ

され,人 は聖典・につけ加 えることを禁 じら

れたとす る主張を退けるのに,こ の事実だ

けで十分で しょう。これはまた,ヨ ハネの

問題の部分が黙示録 のことだけを指 してい

たことを裏付けるものです。

旧約聖書の中に も,書 かれている言葉 を

取 り除いた り,そ れにつけ加えた りしては

ならないという同様の力強い宣言が出てい

ます。ひ とつは,申 命記の中にあ ります。

それはモーセがイスラエルに,主 の律法に

従 うよう説 き勧めていた頃に書かれたもの

です。モーセの律法 というのは口伝律法で,

申命記の中に見 られるように律法が成文化

される前は,文 書 として書き留め られてい

ませんで した。しか しモーセは,こ の世 を

去 る前にそれを書き留め,完 成 させたので

す。モーセは次のように述べています。

「わたしがあなたがたに命 じる言葉に付

け加 えてはな らない。また減 らしてはなら

ない。わたしが命 じるあなたがたの神,主

の命令 を守 ることので きるためであるd(申

命4:2)
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この同 じ律法の書の後の方で,モ ーセは

この警告の言葉 を繰 り返 し述べています。

「あなたがたはわたしが命 じるこのすべ

ての事 を守って行 わなければならない。 こ

れにつけ加 えてはならない。 また減 らして

はならないむ(申 命'12:32)

旧約聖書のこれ らの警告は,黙 示録の最:

後の ところの警告や命令がそ うであっ.たよ

うに,一 部の人々の心にモルモン経は聖典

に意図的につ け加 えられたものであるとい

う疑問を起こさせ ています。実際,こ れ ら

の聖句には,黙 示録の終わ りのところの警

告 と同 じ言葉が使われているのです。 もし,

このふたつの聖旬に対 しても,黙 示録の終

わ りの節の場合 と同 じ解釈や論証 をあては

めるとしたら,モ ーセの記 した書以外,聖

典は存在 しない とい うことにな ります。そ

の ような愚かな考え方 をす ると,旧 約聖書

の大部分 と新約聖書の全書は不用の もの と

なってしまい ます。

これ らの警告 をそれ ぞれ注意深 く読んで

み ると,人 は主の啓示に手を加 えてはなら

ないことがよ くわか ります。人は,神 の言

葉につけ加 えた り,神 の言葉 を取 り除いた

りしてはならないのです。 しか し,神 御 自

身が,言 葉 をつけ加 えたり取 った りしては

ならないとか,神 はその ようなこ.とはなさ

ちない とい うことを示唆するものは何 もな

いのです。また,神 の神聖な力を信 じる理

性 ある人であれば,神 がそのようにみここ

ろを表わすことを制限される御方 であると

は思わないで しょう。確かに,神 はいつ の

時代に も,御 自分の子供 たちを導 くために

さらに啓示を与え,聖 文 をつけ加 える権利

と力 を持 ってお られ ます。これには疑いの

余地はありませ ん。

聖典 の中の主の啓示を調べ てみると,い
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貞節とその報い

七十 人第一定員会 会貝

ロイ テ:ン ・G・ デ リ ッ ク

モ ルモン経に記録 されている古代ア メリ

カの民の歴史は,文 明が道徳 を基盤 と

して成 り立つ ものであることを教えてい ま

す。すなわち,民 が堅 く道徳 を守 っている

時には栄え,不 道徳 に陥る時には苦 しみ を

味わっているのです。道徳 な くして 自由は

あ り得 ませ ん。また,そ の 自由は無償 で与

えられるのではな く,勝 ち取 るものである

ことがわか ります。

古代の歴史は また,人 は幾多の変遷を繰

り返すのが常 としても,神 のみ言葉は不変

であるこ とを教 えています。義 しい行ない

に関す る基本原則が永久不変であることか

らして,そ れは当然の帰結 と言えましょう。

主は,聖 典 を通 して私たちに導 きを与 えて

おられます。その内容は,生 活に潤いをも

たらすための方法や,心 に平安 を得るため

の秘訣,家 族 を強め,人 の尊厳を高め るた

めの方法 と様々です。

「この故に,汝 らわが声を聞 きてわれに

従え。さらば汝 らは一個の 自由の民 となる

……るべ し」(教 義 と聖約38:22)と ,主 は

言 ってお られます。
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主 は また,こ の世 で導 き と恵 みの業 を

施 しておられる時に,次 の ように言われま

した。 「真理を知るであろう。そ して真理

は,あ なたがたに 自由を得 させ るであろう帽

(ヨハ ネ8:32)

詩篇 の作者は次の ように歌っています。

「主 をおのが神 とす る国はさいわいであるd

(詩篇33:12)

伝道 の書 には次の ように記 されています。

「神 を恐れ
,そ の命令 を守れ。これはすべ

ての人の本分 である。」(伝 道12:13)

救 い主は また,次 のように言っておられ

ます。 「何事にて も汝 ら蒔 くところの もの

をまた刈 り入るべければな りd(教 義 と聖

約6:33)

さ らに,末 日の聖典には,次 のよ うにあ

ります。 「そもそも創世 の以前 より天に於

て定め られたる一つ の変 らざる律法 あ りて,

あ らゆる祝福はこれに基 くなり。

すなわち,わ れら何にても神 よ り祝福 を

受 くる時は,こ の祝福の基 く律法に従 うに

よ りて然 るな りd(教 義 と聖約130=20-21)

社会 の基本単位は家族です。私 たちの道

徳的価値観は,そ の家族関係の中で培われ

ます。 したがって,道 徳 的な原則 を教える

責任 は,家 庭にあ ります。 しか し,す べ て

の親が責任 を持 って家族 に愛 と守 りの手を

差 し伸べ てい るわけではあ りません。家庭

が道徳的価値観を教える場 となることこそ,

理 想的な社会 の姿 と言え ましょう。

主は,「 されど,わ れは汝 らの小 児たち

を光 明と真理の中に導 き来れ と汝 らに命 じ

た り」(教 義 と聖約93:40)と 言 っておられ

ます。

「また両親はその子供たちに祈 ることと

主の前に正 しく歩む こととを教えざるべか

らず」(教 義 と聖約68:28)と い うみ言葉 も
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またモルモン経が永遠の家庭生活を営むた

めの鍵を与えて くれ るこζなどが話題に上

ったことは言 うまでもあ りませ ん。私はカ

ー ドに名前 と住所を書いて もらい
,ス ペ イ

ン語のモルモン経を彼の家に届けることを

約束 しました。

モンテレーに着いた私は,そ のカー ドを

早速宣教師に渡 しました。そ して先週私は

その結果を知 らせ る一通の手紙 を宣教師か

ら受 け取 りました。 そこには,こ のように

記 されていました。 「大会の開かれ た次の

日曜 日に,私 たちはロベル トさんのお宅を

訪れました。す ると奥 さんが垣根の所 まで

出て来 られて,私 たちをどこか別の教会の

伝道師と見て取 ったので しょう。主人は忙

しいので とて もお会 いする暇はない と思い

ます。とおっしゃいました。そこで事情 を

お話 してデ リック長老か らいただいたカー

ドをお見せする と,待 っていました とばか

りにロベル トさんが大 きく両手 を開げて出

てい らっしゃったのです。す ぐさま家の中

に通 された私たちは,ロ ベル トさんの家族

と共に,ひ ざまずいて祈 りを捧 げました。

8人 の素晴 らしい子供 さんたち も一緒で し

た。そこには主 のみたまが ありました。

もう一度お会 いして,救 いの計画につい

てお教 えしたい と言 うと,ロ ベ ル トさんは

気持ちよ く私たちの申し出を受 け入れて下

さい ました。そして,モ ルモン経 を手に し

たロベル トさんは,必 ず全部読 みます,と

約束 して下さったのです。

愛する妻,愛 す る子供 と共に現世 だけで

なく,来 世 まで もともに住 まうことができ

るばか りでな く,自 分の両親,先 祖,孫,

それに続 く子孫 とも永遠の家族 関係 を築 く

ことができるのです。家族 を愛す る思慮深

い人が何でこのような素晴 らしい賜 を見過

110

こす ことができるで しょうか。

聖典 には次の ように記されています。「一

切の誓約,契 約,約 束,義 務,宣 誓,誓 言,

履行,関 係,交 際または予約に して,為 さ

んまたは結ばれ るとき,… …この世に於て

わが聖任 したる者の媒 ちを通 じて啓示 と誠

命 とによ りて為 されず,… …死に し者よ り

復活する時 もその後に も何 らかの効験効能

または効力あることなし。……以上の事然る

は,以 上の 目的 を以て結ばれざる一切 の誓

約は人の死 を以て終 りを告 ぐればな りd(教

義 と聖約132:7)

約 束 の聖 きみたまによって今 も永世に も

わたって結び固める神の権能は,今,予 言

者スペ ンサー ・W・ キンボール大管長が有.

していることを,私 は心か ら証 します。そ

して,キ ンボール大管長か らその権能 を委

任 された人々によって,神 の聖 なる神殿で

は,今 も永世 にわたる家族の結 び固めの儀

式が毎 日行なわれているのです。

家族は永遠 に住まうこ とができる とい う

この大切 な教えに,教 会貝でない私の友人

が耳を傾けて くれるように,私 は心か ら願

わずにはいられ ません。主の戒めを守 りさ

えすれば,だ れにでもその道は開かれてい

るの です。

聖典 には,「 而 して,人 間は霊 と体 とよ

り成 る」(教 義 と聖約88:15)と 記 されてい

ます。人が死ぬ と肉体 は墓へ,そ して霊は

しばらくの間ある場所へ行 きます。 その場

所を私たちはパ ラダイスと呼んでいます。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は,救 い主

が十字架におかか りになった後,死 者の霊

の世界を訪 れられた時の模様 を示現で見る

特権にあずか りました。それについて,ス

ミス大管長は次のように記 しています。

「そして,死 者が,小 さき者も大 いなる者

{
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従順一完全な従順

七 十人第一定員会会 貝

テ デ ィ ー ・E・ プ ル ー アー ト ン

タ毒;蹴纂 総 欝1鷺
人あるいは宣教師 として成功す る上 で最 も

重要な特質 をあげるとすれば,そ れは何だ

とお考 えですか」 という質問を受けました。

少 しの間 をおいて,こ のような質問の暗に

意味するところを考 えなが ら,彼 はたった

ひ とこ と,「 従順です」 と答えました。従

順 でなければ,従 順 であろうとす る力は小

さくな り,善 を認識する力が弱 まるのです。

主は教義 と聖約93章 で次の ように言 って

おられます。 「然るにかの悪魔来 りて,不

従順により,ま た先祖の言伝 えに よりて,

人の子 らより光明 と真理 を取 り去 りぬ。」

(教義 と聖約93:39)

ア リス トテレスは,「 悪人は恐れか ら従

うが,善 人は愛に よって従 う」 と言いまし

た。(σ3吻 ♂Qπo彪'のηsタ イロン ・エ ドワ

ーズ編
,ニ ューヨーク:グ ロセッ ト・アン

ド・ダンラップ杜,1933年,p.428)

ヘ ン リー ・ウォー ド・ビーチャーは,「法

は主人ではな く召使 いであ り,法 に従 う者

が法 を支配する」 と言 ってい ます。
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(P駕0ηθγろSル0勉P砂 窺0π漉 伽 砂露 ウ ィ

リアム ・ドリスデール編,ニ ュー ヨー ク:

D.ア プル トン・アン ド・カンパニー,1887

年P.65)

なぜ従順でなければな らないのでしょう

か。それは,生 け る神が私たちを愛して下

さり,祝 福 を与 えたいと望んでお られ るか

らです。

マー ク ・E・ ピーターセン長老は次のよ

うに述べています。 「私たちの宗教 は,不

死不滅 という事実にすべ てをゆだねていま

す。多 くの人々が,福 音の回復の業 を行な

うために死か らよみがえ りました。神御 自

身さえ もおいでになられたのです。

初めに,天 の御父 と,愛 する御子イエス

・キリス トが来 られ ました。御二方は,ニ

ュー ヨー ク州パルマイラの近 くの聖なる森

においてジ ョセブ ・ス ミスにみ姿 を現 わさ

れ ました。御二方は ジョセブと顔 と顔 を合

わせて言葉 を交わし,彼 の質問にお答えに

な りました。モロナイ もまた,何 度 も来て,

若 い予言者 と話 し,指 示 を与えました。そ

れか ら,新 約時代のバプテスマのヨハネが

来ました。次はペ テロ,ヤ コブ,ヨ ハネで

した。モーセもまた,カ ー トラン ド神殿に

現 われました。次いで,エ ライジャが来ま

した……。

こうした方々自身が不死不滅という事実を

証明 していますが,し か し彼 らは,死 後の

生活の証明以上の ものをもたらしたのです。

つ まり不死不滅を証明する とい うだけにと

どまらない,偉 大な 目的 を持ってやって来

ました。天父 と御子 はこの神権時代 を開き,

神 の本当の属性につ いての知識 すなわち,

神 は感情,感 覚,体 を持ちたもう御方で,

人 は神にかた どってつ くられた とい うこと

を知 ちせ て下さいま した。

〔
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テ デ ィ ー ・E・ ブル ー ア ー トン 長 老

い。で も,も し私 がぶ つけなか っ た ら,

あ なたはこの メッセー ジを聞けなかったで

しょっ。このメッセー ジは,あ なたが生 ま

れてこの方ずっ と待 っていた ものです。」彼

はそこでその人に福音の回復 を説明しまし

たが,こ の人は医者で,2週 間後に教会に

入 りました。なぜオ リベ イラ兄弟が200人

以上 ものバプテスマ を施すこ とができたの

でしょうか。それは従順 です。主が求めて

お られることに対する従順です。

アルマ書57章 には,多 くの戦争で勇敢 に

戦い,自 分たちや教会 を妨害する者すべて

を死に至 らせ たヒラマ ンの2060人 の 息子た

ちについて書いてあ ります。彼らは,そ の

ひ とりさえも生命 を失 うことがあ りませ ん

で した。なぜならば彼 らは,「疑いを抱かな

いならば神が必ず 自分 らを救 いた もうと」

(ア ルマ56:47)知 っていたか らです。

アルマ57:21に は,彼 らは 「一々の号令

をみな正 しく守って戦 った」 と記 されてい

ます。彼 らは まった く従順で した。その故

に彼 らは,信 じられない程の守 りと成功 を

得たのです。

114

こ こで少 しの問,不 従順の例,す なわち

正 しい目的を持っていたに もかかわ らず従

わなかった人々に 目を向けてみ ましょう。

1つ の例は,歴 代志上13:7-10の ウザ で

しょう。人々は,契 約のしるしである箱に

さわらないよ うに と警告 されていました。

しか し,牛 がつ まず いて箱が落ちそうにな

った時,ウ ザ は,箱 を押 さえようと手 を伸

ば しました。そしてその途端,主 によって

撃たれたのです。ウザの とった行動は正 し

いように見えます し,今 日私 たちは,罰 が

厳 しす ぎると思いが ちですが,デ ビッ ド・

0・ マ ッケイ大管長はこ う述べています。

この事件は,人 生の教訓を知 らせて くれま

す。すなわち,従 順,完 全な従順です。

神に選ばれたひ とりの偉大な人の例 をお

話 したい と思 いますが,彼 は不従順の結果

大切な物 をすべて失 って しまいました。サ

ウル王です。

主はサ ウルに特別 な指示 を与 えました。

「今
,行 ってアマレクを撃ち,そ のすべて

の持 ち物 を滅ぼ しつ くせ 。彼 らをゆるす な。

男 も女 も,幼 な子 も乳飲み子 も,牛 も羊 も,

ら くだ も,ろ ばも皆,殺 せ。」(サ ムエル上

15:3)サ ウルがアマ レク人を滅ぼすのに

集めたのは21万 人に及ぶ強力な軍隊でした。

「しか しサ ウル と民はアガグをゆるし
,ま

た羊 と牛の最 も良いもの,肥 えた ものなら

びに小羊 と,す べての良 いものを残 し,そ

れ らを滅ぼ し尽すこ とを好 まず,た だ値 う

ちのない,つ まらない物 を滅ぼ し尽 した。」

(サ ムエル上15:9)

サ ウルは主の命令通 りにしませ んで した。

主はこの不従順に怒 り,王 を叱責す るため

に再びサムエル をつかわ しました。

「サムエ.ルは言った。『それならば,わ た

しの耳にはいる,こ の羊の声 と,わ た しの
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戻って行 ったのです。

6月21日 の 朝(ち ょうど2日 後 ですが)

に は,ス コンス大佐がふた りの同僚 を伴 っ

て聖徒たちが何を考えているかを聞 くため

に野営地 を訪れました。そ して,こ う述べ

たのです。 「私は,こ の人々を守っている

のは全能力者の力であることがわか る。と

いうのは,私 は,レ イ郡の リッチモン ドか

ら武装 した軍隊 を率いてあなたがたを滅ぼ

そうとしたのだが,嵐 に妨げ られて近づ く

ことができなかったか らだ」 と言いました。

予言者はその時彼 らに聖徒 たちの受けい

れている苦難について話 しました。彼 らは,

自分たちの力で,聖 徒たちに反対す る人々

を鎮めてや ろうと申し出て,野 営地 を去っ

たのです。(教 会歴史2:103-6)

この 嵐の間,野 営地の聖徒 たちはその猛

威にさらされはしませんでした。なぜ聖徒

たちは守 られたのでしょうか。彼 ら全員が,

主 に対 して従順 だったか らです。

次のように決心 しよ うではあ りませんか。

「われわれの神
,主 があなたにお告げにな

ることをすべてわれわれに告げて下 さい。

われわれは聞いて行いますd(申 命5:27)

この教会について私 が心から感 じている

ことを申し上げ ます と,イ エスが私たちの

購 い主 であることを,確 かには っき りと,

打 ち消す ことのできない事実 として知 って

いるというこ とです。イエス ・キリス トは,

天 父がそうであ られ るように,生 きておら

れ,キ ンボール大管長は生ける神 の生ける

僕です。予言者に目を向けて,彼 の言葉 を

聞き,彼 に従 いましょう。そ うするな らば

私 たちは決 して道を踏みはずす ことがない

で しょう。 この教会は,地 上にある唯一 ま

ことのイエス ・キ リス トの教会です。この

ことを私たちの贈い主のみ名により証申し

上げ ます。アー メン。

総難懸蜜醗
鯉 騒麟翻 鰯

き りゆ 　

。 翻 懸
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翌 日も暮れ ようとする頃,砂 ぼこ りで 目

もろ くにあかず疲れ果てた体 を引きず りな

がら,ふ た りの旅行者が偶然に も宿屋にた

どり着きました。や っと屋根 と壁のある場

所に落ち着いたふた りは,ほ っと安堵の息

をつ き,幸 運 を喜 び合 ったので した。彼

らはそこで食糧 を補充し,旅 を続け る準備

をしました。天候は未だ定まらず風が吹 き

荒れています。はっきりとしない道が くね

くね と曲が りなが らはるかかなた,深 い砂

に覆われた丘まで続 いています。そこは,

盗賊が出没 しては旅人を悩 ます ことでその

名を知 られている丘でした。

ふた りの旅人のうちのひとりは,ど うし

ても目的地にたどり着 く覚悟 でいました。

町に大切 な仕事が待 っているため,彼 は食

糧 と水を補給 し,支 払いを済 ませ ると,翌

朝早 く宿屋を出,日 暮れ までに丘 を越えて

しまお うと急 ぎ足で旅立ちました。けれ ど

も砂嵐で行 く手をさえぎられ,や むな く穴

を掘 ってそこに身を隠しました。やがて 日

が暮れ,彼 は疲れ と孤独感で ぐった りとし

てしまい ました。彼が眠 りに落 ちると,盗

賊が彼を見つけ,食 糧 と水 を奪 い,彼 を見

捨てて去 って行 きました。

もうひ とりの旅人も目的地 を目指 したい

気持 ちはあ りましたが,後 方 にいるほか の

旅人たちが どんな 目に遭 っているか を忘れ

ていませ んで した。道に迷い,水 も希望 も

な く砂に埋 もれているに違いあ りません。

この旅入だけが,彼 らが どんな場所にいて,

どんな状況に置かれ,何 を必要 としている

か を知 っているのです。彼 も支払いを済ま

せ ると,朝 早 く宿屋 を発 ちました。行 く手

に希望の待つ丘 を一べつす ると,踵 を返 し,

戻 って行 きました。空はわずかながら明る

くなって きました。道標 もい くつか見つけ
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るこ とがで きます。一行が立往生 している

場所がほぼつかめてきました。彼は一行の

人々の名前 を知 ってい ましたので,大 声で

名前を呼び ました。そして,何 時間 もの間

捜 し回り,多 くの人タ を見つけ出すことが

できました。彼は 自分の水筒か ら水を分け

与え,安 全 な道 を彼 らに教 えました。こっ

して人々は彼に率い られて宿屋に到着 し,

休 息 をとり体力を回復 しました。食糧 を補

給し,水 筒に水 をつめ,目 的地への方角 を

聞いて,再 び嵐に向かって旅立 ったのでし

た。

困難な旅が変化したわけではあ りません。

相変わ らず強風が吹 き荒れ,太 陽は深 く雲

に閉ざされていました。道は曲が りくね り,

深 い砂で覆われた箇所 もあちこちにあ り,

また丘では盗賊が出没 していました。しか

し今度は旅人はひとりでな く,大 勢 でした。

砂で行 く手が阻まれると,何 人かで協力 し

て砂 を除 く作業 にあた り,力 尽 きた人には

肩 を貸し,日 が暮れると見張 りが立ちまし

た。こうして何 日かが過 ぎ,ふ た り目の旅

人と一行は無事 に目的地へ着 きました。

さて,救 助 され水 を与 えられて 目的地に

着 いた一行 は,恩 人である旅行者を囲んで

次の ように言い ました。 「あなたがい らっ

しゃらなければ私たちはここに来 るこ とが

できませんでした。私たちを捜 し求め,見

つけ出 して,水 やパ ンを分けて下さったご

恩は決 して忘れ ません。あなたが旅 を中断

して,私 たちを捜す ために敢 て荒れ狂 う砂

漠に身 を投 じて下さったことをよ く知 って

います。私たちは どうや って こ恩 をお返 し

した らよいで しょっ。」

すると旅人は答えて言いました。「恩 を感

じていただ くには及びません。私 自身の力

で宿屋 を捜 し出 したのではあ りませんか ら。
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変な旅で したが,到 着しました。ほかの人

も全力 を尽 くして歩いたらよいのです。今

の私 には時間があ りませんか ら,道 に迷 っ

た人たちに水を持って行 くこ となどで きま

せん。砂漠にいる入たち とは何の関係 もな

いことです し。」

主は私たちが携わっているみ業 を指揮 し
ふるさと

てお られ ます。主は私たちが故郷に帰 る特

権にあずかるための条件 を定め られました。

時には暗雲が太陽をさえぎり,道 が見え

な くなることを主は御存 じです。主は故郷

に帰 ることが どれほど困難なこ とかを御存

じのはずです。主は私たちに,道 を見失 っ

たほかの人々も一緒に連れて来るように望

んではおられないで しょうか。
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答 えははっきりしてい ます。 「何事 でも

人々か らしてほ しい と望むことは,人 々に

もその とお りにせ よ。」(マタイ7:12)主 は

ほかならぬこのことを言われたのです。主

は失われた羊や命の水について語られた時,

人々に対する私たちの義務 を心に描 いてお

られたに違 いあ りませ ん。良きサマ リヤ 入

のたとえ話を現実にあてはめてみる とす る

な らば,そ れは福音 を手に している人が,

福 音がないために困っている人に接す るこ

とにほか なりませ ん。 しか し,主 はいささ

かの疑問の余地 も残 さず,末 日聖徒 に対 し

てはっきりとした言葉で指示 してお られ ま

す。教義 と聖約 にそれが記 されてい ます。

「……この福音 をいまだ受け ざりしすべて

の人々に及ぼすべ きな り。されど,誠 にわ

れ,わ が王国 を与え られたるすべての者た

ちに言う。……汝らよ り彼らに向いて宣べ

ざるべか らず。」(教 義 と聖約84=75-76)

主 は,私 たちが 目的地に到着できるよう

に,ど の ような指示 を与 えてお られ るでし

ょうか。再 び主は,近 代の予言者を通 じて

次の ように明快に述べ られ ました。 「さて

見よ,わ れ今汝に告 ぐ,す なわち汝にとり

て最 も価値あるこ とは,汝 今 の代の人々に

悔改め を宣べ て人々をわれに導 き,以 て彼

らと共に父の御国に休 まんことな り。」(教

義 と聖約15:6)し たがって,主 が古 えの

弟子 たちに向か って言われたこ とを行なお

うではあ りませんか。「わたしがあなたがた

を愛 した ように,あ なたがた も互に愛 し合

いなさい。」(ヨハネ13:34)

兄弟姉妹の皆 さん,私 たちが主の弟子で

あるがゆえにその身に引 き受けている義務

をより一層理解 できます ように,へ りくだ

り主イエス ・キリス トのみ名に より,お 祈

りいた します。アーメン。
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もし然らずば,主 の来 る時,全 地はこ と

ごとく荒れ廃れん。」(教 義 と聖約2:1-

3)

ですか ら,私 たちは とて も重大な務め を

負っているこ とになります。主が訪れ られ.

た時に,地 を荒れ廃れさせ るか,救 うかが

私たちにかか っているか らです。地球は,

父なる神がその子らに骨 肉の体 を与 えて,

彼 らを成長 させ る地 として創造 されたもの

です。したがって,私 たちが主か ら送 られ

て くる子 らを拒むなら,そ の時地は荒れ廃

れ,洪 水の時代のように,主 は地上 のもの

をすべて滅ぼされるに違 いあ りませ ん。

では,私 たちは どうしなければならない

のでしょうか。生ける予言者に従い,そ こ

を私たちの安全の拠 り所 とすることです。

生ける予言者は次のような勧告 を与えてい

ます。

1.4代 家族の記録 を手始めに,で きる

限 り系図 を調べ なさい。

2.個 人 と家族の記録 をつけなさい。

3.で きる限 り神殿に参入 し,妥 当な数

の儀式を受けなさい。

私の個人的な考 えですが,個 人の記録 と

家族の記録をつけ ることは,私 たちができ

る他の どのようなことに も増 して,子 の心

を父に向け,父 の心を子に向ける上で大 き

な助け となるのではないでしょうか。子供

の心 を自分たちにもっ と向け させ たい と思

うなら,皆 さんが 日記や個 人の記録 をつけ

て,子 供に もっと心を向けることです。何

と言っても子供 というものは結局の ところ,

あなた方親の成功や失敗,特 性 といったも

のを見いだ したい と思 うものです。それ ら

の記録はまた,子 供たちに彼 ら自身のこと

についても多 くを語って くれ るこ とで しょ

う。そして,子 供 たちが親に とっていかに
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大 きな祝福 をもたらす存在 であったか を知

った時,子 供たちはそれぞれ 自分の家庭 を

立派に営んでいきたいと思 っよっになるで

しょう。

また,先 祖 も含めた家族 の記録 をつけ る

ことほど,皆 さんの心 を先祖に向け させ る

ものがあるだろうか と考 えています。家族

の記録 を書 くには,ま ず彼 らについてよ く

知 らなければな りませ ん。それ を機会に,

彼 らに一層の関心 を向けるようになるでし

ょう。そうす ることによって,彼 らに対す

る愛がますます深 くなることをお約束いた

します。彼 らは気高 い人々です。多大な犠

牲をは らって,今 皆 さんが手にしているも

のを皆さんのために残 して くれました。で

すか ら,彼 らは皆さんが与 え得 る最大の報

いを受けるに値する人々なのです。その最

大の報い とは,こ の教会すなわち神 の王国

の一貝 となることであ り,愛 する人々と結

び固め られることです。

今私たちに書 くように と命 じめられてい

るこれらの記録 は,先 祖の救 いのためだけ

でな く,私 たち 自身の救いのために も欠 く

ことので きない重要な ものです。と言うのも,
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「この岩 の上 に」

十二使徒定 貝会会員

ヴ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

私 には・ 多くの祝福の時 を共にしたひ と
りの友 人がいます。彼か らはた くさん

のことを学び ました。 その点で他 に比肩 し

得 る人はいませ ん。私は彼に対 して畏敬の

念を抱いています。では,み た まの導 くま

まに,彼 が教 えて くれた偉大な真理の幾つ

かを紹介致 しましょう。

彼は,人 間の口を通 してなされた ものの

中で最 も偉大な説教 を,自 分の町であるカ

ペナウムで行ないました。 もうだいぶ前の

ことです。

何千人に も及ぶ彼のユ ダヤ人の友人たち

に語ったその驚 くべ き言葉は,天 の輝 きを

もって彼らの心 を照らし,全 身を証の炎で

包みました。今 まで,彼 のように語った人

はいませ ん。現在でさえ,彼 の口を通 して

語 られた言葉を読み,そ れを心 に深 く思い

巡らす時,私 たちの心は内に燃えるのです。

彼は山上 の垂訓 と呼ばれる説教の クライ

マ ックスの ところで,次 のように勧告 の言

葉 を述べています。「それ で,わ た しのこ

れ らの言葉 を聞いて行 う者を,岩 の上に自

分の家 を建てた賢い入に比べ るこ とができ
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よ う。

雨が降 り,洪 水が押 し寄せ,風 が吹いて

その家に打ちつけても,倒 れることはない。

岩 を土台 としているか らである。

また,わ た しの これ らの言葉 を聞いて も

行わない者 を,砂 の上に 自分の家 を建てた

愚かな人に比べ ることがで きよう。

雨が降 り,洪 水が押 し寄せ,風 が吹 いて

その家 に打ちつけると,倒 れて しまう。そ

してその倒れ方はひどいのである。」(マ タ

イ7:24-27)

この世に生 を受 けた人は,ひ とり残 らず

思 い思いの家 を建 て,そ れを自分が選んだ

土台の上に据 えます。 またこの世 で建てら

れたどの家 も,嵐 や 人生の諸問題の挑戦を

受けます。 そうした雨や風や洪水が押 し寄

せ るのは,神 が定めたこの試 しの生涯の 目

的 を達成す るためなのです。

私たちは罪の嵐の渦巻 く・中で生活 してい

ます。邪悪 の雨 と偽 りの教義の風と肉欲の

洪水が,私 たちの建てた家 を打ち叩 きます。

しか し私たちには,信 仰の家,正 義 の家,

救 いの家 を建てる力があ ります。

望むならば,神 の家である至聖所,生 け

る神の宮居 をも建 てることがで きるのです。

事実,忠 実なすべ ての末 日聖徒は,「 神 の

御霊」が宿る 「神 の宮」 を自らの力で建て

てきています。パウロが語 るように,「 も

し人が,神 の宮を破壊するな ら,神 はその

人を滅ぼすであろう。なぜなら,神 の宮は

聖 なるものであ り,そ して,あ なたがたは

その宮なのだか らである。」(1コ リン ト3

:16-17)

も しも私 たちの家が岩の上に,し か も良

き行ないというれんが とモルタルを用 いて

建て られるならば,そ の家 は嵐や人生の荒

波に も賢 く立ち,私 たちが永遠の受け継 ぎ
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も何 と適切 に自分 と他のすべての人とを区

別 していることで しょう。、彼は神の子,ペ

テロはヨナの子。そ してイエスの父は不死

不滅の聖なる人であるのに対 し,ペ テロの

父は死すべ き人間なのです。

しか し,な ぜペ テロがか くも祝福 されて

いるのでしょう。それは彼が,聖 霊の力に

よってイエスが主であることを知 っている

か らです。聖 きみたまがペテロの体 内の霊

に語 り,こ の使徒の長に,ガ リラヤのナザ

レのイエスが神の御子であるこ とを告げた

のです。

「バ ル ヨナ ・シモン,あ なたはさいわい

である。あなたにこの事 をあらわしたのは,

血 肉ではな く,天 にいますわた しの父であ

る。」(マ タイ16:17)

こ う して再びイエ スは自分 とペテロの父

が異なることに言及し,次 のように語って

祝福の言葉 と教義の説明を続けます。 「そ

して,わ たしはこの岩の上にわたしの教会

を建 てよう。黄泉の力もそれに打 ち勝つこ

とはない。」(マ タイ16:18)

これ と異なった考えがはたして可能で し

ょうか。主が建 てる王国である教会の土台

となるものはほかにあ りません。神につけ

る事柄はみたまの力によってしか知 ること

はできませ んし,だ れも聖霊に よらないで,

イエスが主であることを知 ることはできな

いのです。

啓示。混 じりけのない完全 な,主 か ら直

接下 される啓示。これが岩です。

イエスがキ リス トであるとの啓示。天の

神か ら地上の人間に下 される平明で しか も

驚 くべ き言葉,私 たちの主が神 の御子であ

ることを.言明す る言葉。 これが岩です。

主 の証。「預言の霊」である主 の証。(黙示

19:10)こ れが岩です。
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以上 のすべてに加 えてまだあ ります。キ

リス トが岩です。キ リス トは歳月に苔む し

た岩 であ り,イ スラエルの巖,確 かな土台

です。

パウロが またこう語 っています 。「な ぜ

なら,す で にすえられている土台以外の も

のもすえることは,だ れにもできない。」(1

コ リン ト3:11)ま た こうも述べ ています。

「またあなたがたは,使 徒たちや預言者た

ち という土台の上に建てられたものであっ

て,キ リス ト・イエスご自身が隅のか しら

石である。」(エ ペ ソ2:20)

これ らのことを思い巡 らし,そ の意味を

理解 し始めると,か の古代の使徒の勧告の

言葉が新たな生気 を帯 びてよみがえって く

るのです。「あな たが たは,は たして信仰

が あるか どうか,自 分を反省し,自 分 を吟

味す るが よい。」(IIコ リン ト13:5)そ し

て私たちは こうも尋ねます。「黄泉 の力は

私 たちに打 ち勝つでしょっか。」

救 いの家 を個 人の証 という岩の上 に,イ

エスが主である との啓示された真理 に,そ

して永遠の岩であるキ リス トの上に建てる

ならば,そ の家は永遠に倒れることはない
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主の用向を有てる者

大 管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆さん・まことに栽
ある大会で した。この大会のために責

任 を果たして下 さいました一人一人の方々

に感謝 します。教会幹部の兄弟たちの説教

や美 しい音楽を聴 く時に,私 の心は感謝に

震え,喜 びに満たされました。 そして,主

のみたまを感 じました。

新たに七十人第一定貝会の会員 として,

ア ンゲル ・アブレア長老をお迎 えで きて っ

れ しく思います。アブレア長老は今の とこ

ろ,ア ルゼンチンのロザ リオに戻 って,伝

道部長の責任 を引き続き果たされる予定で

す。新 しい教会幹部 として,教 会の指導に

大 きく貢献 して下 さることでしょっ。

この6カ 月間に,私 はキンボール姉妹 と

一緒に世 界各地 を回 りました
。各地 のステ

ーキ部
,ワ ー ド部,伝 道部で,力 強 く着実

に発展する教会 と,無 私 の心で奉仕 し,献

身的に働 く教会員の姿 を目に して,私 たち

は深い満足を覚 え,励 まされ る思いでした。

今大会では,必 要な物資を蓄え,私 たち

主の民の経済的な負担を軽 くするようにと

いう勧告が出されましたが,こ こでもっ一
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度強 調 しておきたい と思います。家庭菜園

を行 ない,必 要 な時に備 えて1年 分 の食糧

と衣料品を貯蔵 して下 さい。

すべての末 日聖徒 は,よ き隣人とな り,

立 派な市民 となって,国 旗や国家に対 して

忠誠 を表わす必要があるで しょう。「われ ら

は,王,大 統領,統 治者,長 官に従 うべ き

を信 じ,ま た法律 を守 り,敬 い,支 うべ き

を信ず酬(信仰箇条第12条)合 衆国民をは じ

め世界中の人々が先週起こった恐ろしい事

件に衝撃 を受 け,悲 しみに沈んだ ことと思

い ます。合衆国大統領が狙撃 され,大 統領

と側近の3名 の人が重傷 を負 ったのです。

皆 さんも私 と共に熱心に祈 り,レ ーガン大

統領や傷ついた側近の方々が一 日も早 く健

康 を回復 して,そ れぞれの職務に戻れるよ

うに,主 に嘆願 していただ きたい と思いま

す。私たちは,世 界のいかなる場所で起 こ

ろ うとも,こ の ような暴虐行為に対 して遺

憾 の意 を表わす ものです。

このたびの大会では,教 会の基本的な使

命に焦点が当てられ,発 展 を続け る教会を

「賢 く秩序正 しく」(モーサヤ4:27)管 理

す るように勧告 されました。戒め を守 り,

義務 を果たし,完 全な什分の一 と惜 しみな

い断食献金 とを納めて,福 音のあ らゆる儀

式 と祝福 を受けるにふさわ しい者 となれる

ように 自らを整えて下さい。

私たちは総大会 の問この歴史的なタバナ

クルに会 して,永 遠の事柄について考えて

きました。物事が急速に移 り行 く世の中に

あって,あ たか もこの場の時間だけが止ま

っているかのよ うに感 じられ ました。

新 たに9つ の神殿が建設されるとい う発

表があ りましたが,実 に喜 ばしいことです。

合衆国,ラ テンアメ リカ,ア ジア,ア フ リ

カ,ヨ ーロ ッパの各地に,2年 間で9つ の
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4月4日(土)福 祉部会

基本に従う

大管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ポ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆さん・今日私たちが
直面 している社会や経済の状態につい

て深 く考える時,私 の思いは開拓者時代に

さかのぼ ります。私 たちの先祖は信仰 を試

されるような 多くの銀難を受 けて きました。

これは教会が設立 された当初から何 ら変わ

っていません。

1846-47年 にかけての冬,聖 徒たちはウ

インター クォーターズで,長 い厳 しい大陸

横断の旅に出る準備をしていました。その

ような人々の中に,21年 間ブ リガム ・ヤ ン

グの副管長 として働いた私の祖 父ヒーバー

・C・ キンボールがいました。その冬,主

は啓示によってブ リガム ・ヤ ングにこ う宣

言 しました。「わが民 は,す べ てのこ とは

試練 を受け ざるべか らず。か くして彼 らは

わが与えん として持てる光栄,す なわちシ

オンの光栄を受 くるために準備せ らる。而

して,お よそ懲 らしめを堪え忍ばざる者は

わが王国に適 しか らず。」(教 義 と聖約136

:31)

聖 徒 たちはだれ も足を踏み入れようとし

なかった砂漠 を安住の地 とし,そ の砂漠に
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バ ラ を咲かせ たのです。末 日聖徒の歴史で

これに勝 る奇跡があったでしょうか。末 日

聖徒が滅びずに繁栄 を築 いたのは信仰 と家

族 の一致 でした。その開拓者 を特徴づける

ものは熱心に働 くこと,犠 牲を捧げること,

助 け合 うこと,主 を信頼す ることでした。

私は少年時代 をア リゾナで過 ごしました

が,今 で もその時のことをよく覚えてい ま

す。生活の糧 と言えば,土 か ら生 じる産物

だけ でした。全 くの無一文の状態でした。

無一文で過 ごし,何 とかや りくりするのが

私たちの生活だったのです。私たちは何で

も分かち合いました。仕事,喜 び,悲 しみ,

食物やお金 まで分かち合いました。互いに

心か ら思 いや るようにしました。私 たちが

捧げる日々の祈 りは主に対する私たちの信

頼 を表わす もので した。私 たちは祈 り,そ

して 日々の糧 を得 るために懸命に働 いたの

です。

このような開拓者の体験の中か ら,堅 固

な家族の絆が生まれました。現在,私 たち

の資源は再び厳 しい状態に置かれています。

しか しこの開拓者時代か ら受け継がれて き

た厳 しい修練によって必ずや この苦境 を乗

り切 る力 を与えて くれるでしょう。

これ まで何年 もの間,私 たちはこのよう

な福祉部会 を開いて きましたが,き ょうの

福祉部会ほど重要な ものはあ りませ ん。人

々が経済的に必要 としている基本的な事柄

に 目を向ける時,私 たちはまず基本原則に

立 ち返 る必要があ ります。私は,か つて開

拓者たちが示 して くれた教訓,す なわち聖

徒たちは霊的に豊かであったけれども,こ

の世 の物資に事 欠 く状態の中で懸命に生 き

抜いてきた とい うことに心か ら感謝 してい

ます。

主のみ業の 中で働 く人々は,労 働が経済

、
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自分の家族を

扶養する責任

"罪警讐H

け さ私が話す ように依頼されているのは・

私たちに与 えられている,自 分の家族

を扶養す るという義務についてです。この

勧告は身近な家族だけではな く,親 族に対

して も適用され る事柄です。この責任のあ

らましを述べた聖典の中の教えも明快な も

のです。

本論に入る前に,家 族に与えられたこの

神聖な責任について語るための,前 提 とな

る事柄について話 してみたい と思います。

入 はそれぞれの人生 を歩んでい く中で,様

様な事柄,活 動に心 を引かれるようにな り

ます。 しか し,そ れ らの重要度の決定には

まま問題があ ります。私が懸念 しているの

は,私 たちの行動の中に,永 遠 とい う観点

か ら見て,何 の価値 もないこ とが幾つかあ

るということです。事実私たちは,あ る特

定の事柄 に関心 を寄せ ているために,本 来

ならば達成できるもの も失ってしまうこと

にな りかねません。人生には,昇 栄 に至 る

ための準備段階 として基本 となる事柄が幾

つかあります。私 たちの周囲には,私 たち

を忙.しくさせているものがた くさんありま

132

す が,こ の基本 となる事柄 は,そ うした もの

よりもはるかに多 くの成果をもたらす もの

です。私たちの中にはこの 「大切なこ と」

に忙 しく立 ち働 いている人がい ます。主が

10人 のお とめのた とえ話をもって教 えられ

たのは,こ の種 の人々の ことであるという

ことには何の疑 いの余地 もあ りませ ん。

そこに述べ られているのは,信 仰 を持っ

た10人 の教会員です。彼女たちは一個の集

団 として,自 分 たちは花婿に会 うことにな

っているのだと信 じ切 っていました。その

描写か らして,彼 女たちが邪悪な人々でな

いことは明らかです。私が思 うに,彼 女た

ちは 「教会 の活動」 という点においては,

その水準 までの ことをして生活 していたの

です。しかし,こ のた とえ話にあるように,

その中の5人 は他の5人 が していたよりも

重要なことをしていました。半数 は日々の

生活の中で,重 要 な,し か も最 も大切 なこ

とを行ない,ラ ンプの油を用意 していたの

です。

愚かなお とめたちにつ いて,た とえ話の

中に はこ う記 されています。「彼 らが買い

に出ているうちに花婿が着 いた。 そこで,

用意のできていた女たちは,花 婿 と一緒に

婚宴のへや にはい り,そ して戸が しめられ

た。」(マ タイ25:10)

これ を,も っと大切 な事柄 をしているよ

うに とい う,ひ とつの警告,ま た主のみ言

葉 と考 えて,モ ルモン経 中の偉大な予言者,

宣 教師のひ とり,ア ルマの教 えに注意を喚

起 したいと思い ます。

主の真の弟子になるということが どうい

うことか を述べ た,最 も重要 な宣言の中で,

ア ルマはバ プテスマ の水 を く ぐった人々

が交 わした誓約 とその責任 を簡潔明瞭に説

明しています。私たちも皆,そ の水の中に
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めが要る者 を慰める,そ うい う人です。

兄弟姉妹,愛 の行ないを輝かせ,自 分の

弱さを克服 し,弟 子 たることを示すべ きと

ころとして,家 庭に過 ぐる重要 な場 はあ り

ません。 どこを見ても,親 密になるとい う

点において,こ れ以上の場はあ りません。

しか し,外 の人には愛 を示 しておきなが ら,

自分の家族は後回しとい うような人が,あ

まりに も多過 ぎます。

さて,今 私が話 したことか ら,皆 さんは,

家族が互いに足 りないところを補 い合 うと

い うことについて,私 たちが深 く憂慮 して

いるとい うこ とに気づかれた と思います。

これ まで,家 族に対す る扶養義務について,

この説教壇か ら多 くのことが語 られてきま

した。話 その ものはわか りやすい ものです。

私たちが恐れているのは,こ の原則に対す

る理解 とそれに伴 う行動が,主 が定められ

たほ どの水準に達 していない とい う点です。

ブ リガム ・ヤ ング大管長がかつて,こ の

ように話 したこ とがあ ります。「私はこの

教会 に入って以来,自 分の身寄 りの者の扶

養 を教会の手に委ねるようなことは,一 度

た りともしたことがない。しかし,中 には

自分の子供や,親 族 の世話 を教会に任せ て

いる人々 もいる。年老いて自活す る力のな

い姉妹や両親が いると,教 会に厄介払い を

し,そ の面倒 を見て もらうとい う風である。

いや しくもこの世に生 を受けていながら,

親族や家族の中の貧 しい者の世話 をせず,

生 活の見通 しを立ててや ろうともしないな

ど というこ とは,人 として恥ずべ きことな

のである。」(ノo躍ηα1げ1漉60鷹6s「 説 教

集」8:145)

ほ ん の一部であれ,私 たちが この道徳の

基本原則か ら逸脱 して きたことも考 えられ
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てはいないこ とを覚 えておいてもらいたい

か らなんだ。」

それか らちょっと間 をお くと,今 度はこ

う問いかけてきました。「お父 さん,も し

ぼ くがお父さんのとこへ行 くようになった

とした ら,ど んな色の毛布が欲 しい。」

この戒めを避けて通 るのを,正 当化す る,

法 はありません。「あなたの父 と母 を敬 え。」

(出エ ジプ ト20:12)

家族 のつなが りを永遠の ものに したい と

思 うなら,祖 父母,兄 弟姉妹,ま たほかの

身寄 りをのけ者にす るようなこ とは許 され

ません。神は,年 が幾つであれ,家 族の者

を重荷 として考 えるようなことを固 く戒め

てお られます。困っている人を助ける計画

を立てるために,家 族がひ とつになって話

し合いをするというのは,考 えただけでも

素晴らしいことではないで しょっか。

家族がひ とつになって断食し,祈 るなら,

奇 跡を起こすことがで きるということを,

私 は幾つかの個人的な体験 を通 して,強 く

信 じています。 しかし,そ れが起 きるまで

には,私 たちが これで十分 と考 えているよ

りも,多 くの時 を要するようです。

全員が末 日聖徒 ではない家庭に育 ってい

る人々に思い起 こしていただきたいことが

あ ります。それは,私 たちは皆,文 字通 り

兄弟姉妹であるということです。この原則

はすべての人に当ては まります。忠実な人

はその従順 さのゆえに祝福 を受 けることで

しょう

いに しえの時代に も,家 族に対する責任

を負うべ きであるという戒めに従わず,そ

れ を正当化す る手段 を考え出した人々がい

ました。それに対 して主は次の ように言わ

れ ました。

「偽善者たちよ,イザヤがあなたがたにつ

136

いて,こ ういう適切 な預 言をしている,

『この民は,口 さきではわた しを敬 うが,

そ の心 はわたしから遠 く離れている。

人間のいましめを教 として教 え,無 意味

にわた しを拝んでいる』」(マ タイ15:7-

9)

け さ,私 たちは皆 さんに主のみ言葉 を伝

えてい ます。従 うか従わないかは,自 由意

志 によります。 しかし,も し不従順 なら,

私 たちはその報 いを受けなければな りませ

ん。

これ らの教えが真実 であること,ま たそ

れ を定め られた御方が実在す ることを証 し

ます。 イエス ・キ リス トのみ名によって,

アーメン。
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驚 くほどの美 しさを秘めた世 界へ と変わっ

たのでした。

変わったのは何でしょうか。砂漠でも,

彼女 を取 り巻 く環境 でもあ りません。彼女

の心の持ち方が,み じめな生活を実に豊か

な生活へ と変えたのです。(B薦 α綴P耽 θS

Vol.CNo.5,pp.22-23)

女性 が星 を,導 きとなる星 を見上げるこ

とができるよう,扶 助協会は どの ような力

になることがで きるでしょうか。っ らい環

境 でも楽 しく胸躍 るものに変えられるよう,

また,家 庭に正 しい経済の原則を取 り入れ

て金銭や資財 を有効 に活用 できるよう,扶

助協会はどの ような援助がで きるで しょう

か。

このようなチャレンジに立ち向かえるよ

う女性 たちを援助するために,ユ ニ ッ トご

とに次の ような扶助協会小 クラスを設けて

は どっでしょっか。

まず,家 庭管理 と金銭管理。この知識 を

身につけていると,収 入の範囲内で諸経費

を割 り出すことがで きるようにな ります。

収入よりも幾分少 なめの支 出とは昔か らよ

く言われて きたこ とです。私たちは もはや

この原則をないがしろにすることはで きま

せん。

収入よ りも幾分少なめに支出 を抑えるに

は,ま ず予算 を立てることです。最低 限必

要なものを第一に計画 し,次 に,そ の他の

必要 を満たす ようにします。

私たちは,す べての女性が支出の計画 を

立て,そ れに従 うことによって もたらされ

る心の平安 を味わ うことができるようお力

にな りたい と思っています。支出が収 入の

範囲内にとどまっている時,生 活に安 らぎ

を感 じるようになるで しょう。

女性は予算 を立てるようにしな くてはな
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りません し,そ のことを子供に も教える必

要があ ります。女性 も子供 も,そ の品物が

いかに大切 であ り価値 あるものであろ うと,

それを買 う余裕が ないのに買い求めた場合,

それは賢明な支出ではない といりことを心

に留めてお くべ きで しょう。このような支

出の仕方が借金を もた らし,無 分別な借金

が家計 をメチ ャメチャにし,家 庭不和の原

因 となっているこ とが多いのです。 もし皆

さんが次のマービン ・J・ アシュ.トン長老

の助言に従えば,子 供 たちにもよく理解 さ

せ るこ とができる と思います。「親 が子供

にただ 『貯金 をしなさい』 と言ってもそれ

は無意味なことである。 しか し,『 伝道に

出るために,ま た自転車や洋服や,ズ ボン

を買 うために貯金 しなさい』 と言えば,子

供は貯金する理由が よ くわか る。」(『家庭

における財政管理』「聖徒 の道」1976年7月

号,p.303)

予算 に従って生活することはそれほ ど難

しいこ とではあ りませ んし,ま たや って損

になることでもあ りません。予算 を立てる

こ とは,ひ とつの大 きな学習体験です。

最:近結婚 した友 人の娘 さんが,母 親に手

紙 を書 いて きたそ うです。そこには,わ ず

か な収入の中で貯金 をす るために,ど のよ

うな金銭管理 をしているかが書いてあ りま

した。彼女は興奮 ぎみにこう説明 していま

す。「何で もお店 で買って きて食べ るので

は高 くついて,や っていけそ うにあ りませ

ん。そこで,私 はほとんどのものを自分 で

作 るように しています。先 日扶助協会で,

貯 蔵品の粉 ミルクかちバター ミルクや コン

デンス ミル ク,コ テー ジチーズ,ヨ ー グル

ト,ク リームチー ズな どを作る方法を教え

てもらいました。何で も自分 で作ると,ず

いぶん倹約が できるものですね。楽 しみで
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があります。扶助協会 では,姉 妹 たちが基

本 となる栄養素 について理解 し,そ れを実

際の献立に生かせ るよう教 えています。私

たちは栄養 もあ り見た目も美し く,し か も

あま り高 くつかない食事 を食卓に並べ られ

るようにな らなければなりませ ん。 また,

私 たちは,教 会が打ち出した経費削減に協

力す る意味で,次 のこ とを提案 したい と思

います。ホーム メーキングの集会はこれま

で通 り毎 月1回 行ないますが,集 会後の昼

食会は姉妹 たちの都合 で特に要望がない限

り年6回 とするように して下 さい。扶助協

会会長は,こ の昼 食会が菓子や飲み物 とい

った平凡な リフ レッシュメン トの時間に終

わることなく,将 来 を見越 した生活 をする

よう勧め る特別なひとときとし,各 人が家

庭で簡単に作 ることのできる経済的で栄養

価の高い食物を出す よう強調 していただ き

たいと思い ます。

教会の福祉の基本概念は,入 念な計画を
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立 てて非常時に対する備 えをす るというこ

とです。扶助協会では,各 家庭が現在の必

要 と非常時の必要に応 えられるような備え

ある家庭づ くりに励むことに よって,福 祉

の基本概念 を推 し進めるよう姉妹 たちを援

助 したいと思 っています。

私は,ノ アの箱舟ができあが った時に必

要だった緊急時の備えについてこれ まで考

えていました。主の言われ ることに忠実に

従 って箱舟 を完成 した ノアは,人 類史上最

も効果的に福祉計画 を進めた人ではないで

しょうか。 ノアの妻 も息子たちも,主 の祝

福 を得よ うとノア と一緒にひたすち働き,

計画 を立て ました。箱舟に入れ られ た動物

たちの1年 分の食糧 を準備することを考え

てみて下 さい。 ノア とその家族は楽 しみな

が らこの仕事(各 種類の動物の中か ら雄 と

雌を選ぶこと)の 計画 を立て,進 めていっ

たことでしょう。また舟の中でも胸の躍る

ような体験 をし(毎 週 くらいに動物の赤ち

ゃんが生 まれたと考 えられ ます),空 に壮

大な虹がかか り,主 の約束が成就された時

には,言 いようのない喜びを感 じたことで

しょう。

今 日の私たちに,こ のような勤勉 な努力

ができるで しょうか。女性 として私 たちは,

責 任ある行動が とれるで しょうか。主が与

えて下さった もの を賢明な方法 で管理する

ことによって,こ の経済的困難の大チャレ

ンジに応えるこ とが できるで しょっか。

予言者 と使徒の指示に従 って生活する中

で,私 たちが星 を見上げる者 となり,満 足

と喜び を見いだすこ とができます ように。

予言者 も使徒 も,主 がこの時代の導 き手 と

して選ばれた方です。これ らのことを,イ

エス ・キ リス トのみ名によ り,へ りくだ り

お祈 りします。アー メン。
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姿勢 を持つ ことです。実 りある人生 を築 く

ための土台として,私 たちの姿勢や態度 と

いったものは重要な位置を占めてきます。

次の ように自問 して,現 在の 自分の態度 を

評価 してみましょう。「私 は最善 の人格 を

身につけるように努力しているだろ うか。

価値のあ る,し か も達成可能な 目標 を立て

ているだ ろうか。生活の中で積極的な面 を

見るようにしているだろうか。質量共に さ

らにす ぐれた奉仕ができるように,そ の機

会 をとらえているだろうか。求め られる以

上の ことをしているだろうか。」

記憶 していただきたいのは,良 い姿勢は

良い結果 を,ま あまあの姿勢は まあ まあの

結果 を,悪 い姿勢は悪い結果 を生む という

ことです。私 たちは一人一 人独 自の人生 を

形造っていきますが,そ れは多くの場合,

人生に取 り組むその人の姿勢で決 まってし

まいます。ジョー ジ ・バーナー ド・ショウ

はこう書 いています。「人々 はいつ も,今

の自分を環境のせいにす る。で も私は環境

なんて信 じない。この世で うまくやってい

る人は,一 念発起 して自分が望む環境 を探

した人だ。探せない時には自分でこしらえ

たのだ。」(『 ウォレン夫人の職業』P1の ε

ろ:yG60磐θ・Bθγπα7プSぬαω 「ジヨージ ・バー

ナー ド・ショウ戯曲集」p.82)

我 が国(合 衆国)で は今 日,あ ま りに も

多くの人々が,自 分たちの生活は政府が責

任を持 って見るものだ とい う姿勢 を取 り始

めています。政府 もいろいろな点でこうし

た考 えを助長 してきた とい うきらいはあ り

ますが,末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は

もっと良い方法 を知っています。

大恐慌 とそれに続 く時期 を経験 してきた

人は,政 府が 国民に給付金 を付与 した時に,

国民の間に自分たちの暮 らしは世界中の人
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人 の手で何 とかしてもらわなければならな

いという感情が芽生 えてきたのを記憶 して

いることでしょう。1936年,大 管長はそう

した状況の中で次のように宣言 しています。

「教会の 目的は,人 々の 自立 を助けること

にある。勤労が再び教会員の生活 を貫 く原

則にならなければならない。」(Co卿zθ η66

Rゆoガ 「大会報告」1936年10月,p,3)

働 くことを愛す る姿勢は,教 会員 として

育んでいか なければならない大切 なもので

す。私たちは,言 ってみれば大いなる繁栄

の時代 を過 ごしてきました。 しかしこの繁

栄の時代 も,歴 史が記 される頃には,人 々

の姿勢に対 して与 えた影響 とい う点で,あ

の大恐慌の時 と同 じ荒廃の時代 として描か

れることになるか も知れ ません。ハ ロル ド

・B・ リー大管長はこう語 っています
。「今

日,私 たちは 『黄金の試 し』 とも言える普

通 とは異なった試 しを受 けている。すなわ

ち豊かさ,潤 沢,安 楽 とい う試 しであって,

少 な くともこの教会においては,若 人に限

らず どの年代の人も時代 を問わず経験 して

きたものである。」(『 悪魔 の甘美な誘 い』

Bガ9ぬα㎜ γo槻9σ η勿薦 勿Sカ θθ6加sげ

漉θ}「θαγ「ブ リガム ・ヤ ング大学年度講話」

1962年2月7日,p.3)

私 た ちは勤労への愛 を,も う一度人生の

王位に就けなければな りません。この永遠

の原則が一 人一人の人生に深 く根 をおろし

てい くように,各 家庭 でよく計画す る必要

が あります。

姿勢の大切 さということについて,私 自

身の生活からひ とつの例 を紹介 しましょう。

最初の伝道を終えて家 に帰った私 は,セ ー

ルスマンとして父の仕事 を手伝 うようにな

りました。ユ タ大学に通 うかたわら,ア ル

バ イ トとしてその仕事 をしていたのです。
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かることも可能です。 しか しよ く頭 を使っ

てあらゆる要素 を分析 し,、弁護士や会計士,

銀行関係,そして特に現在 自分で会社 を経営

して成功 している人に相談 してみ ることが

大切 です。計画がで きた ら,主 の導 きを求め

て祈 ります。こうして心の中に確信が得 ら

れた ところで行動 を開始す るのです。次の

主の勧告の言葉 をよ く心に留め ましょり。

「あなたがたの うちで,だ れかが邸宅 を建

てよ.うと思 うなら,そ れを仕上 げるに足 り

るだけの金 を持 っているか どうか を見るた

め,ま ず,す わってその費用 を計算 しない

だろうか。」(ル カ14:28)

第三 の鍵は自制 を働かせ ることで,こ れ

は仕事 をする場合 も家計の出費 を減 らす と

いう点に もあてはま ります。後者について

教会の指導者は,ス テー キ部や ワー ド部か

らの献金の要請 を最小限に抑えることに よ

り,模 範 を示 さなければな りません。教会

員の立場からは以下のことを行な うべ きで

す。

1.数 多くの少額のローンの返済のため

に,法 外な手数料を必要 とす る別のローン

を組むことは しない。負債は利子や支払い

期間から言っても妥当な,銀 行 もしくは ク

レジットユニオンのローンに統合する。 ク

レジットカー ドの利用 をやめ るこ とも検討

する。

2.新 たな負債を作ることを避けるために「と

ても返済しきれない」と自分自身に言い聞かせる。

夫婦が言い争いをしていました。一方が

他方の浪費をたしなめてこう言い ました。

「お金が手に入らない うちか ら物 を買 っの

は悪いことだって,何 度言ったら気がすむ

の。」

す ると相手はこう言 いました。「本 当に

そ うかなあ。金 を払ってな くても物を先取
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りで きるんだか ら得だ と思 うけ ど。」

債権者の奴隷になって しまうことのない

ように,忍 耐力 を働かせ,注 意 して出費 を

抑えるように しましょう。

3.予 算 を立て,そ の範囲内で生活す る。

4.必 要な もの と欲 しいものを区別 して,

出費を抑えるようにす る。物 を大切 にす る

と共に,金 のかかるサー ビスは利用 しない。

資 源を節約する。

5.家 事に関す る技術の向上 をはかる。

車や家の内外の修理は家族のだれかがで き

るようにする。

6.賢 明な投資を行な う。投機買いや一

撲千金をね らったような計画は避ける。

兄弟姉妹,私 たちはひ とり.残らず暮 らし

をもっと楽にできる力 を持 っています。 も

し自分の能力を高めて,今 携わっている仕

事の中で もっと貢献度 を上げていけるよう

であれば,副 業 を持 った り妻 を働かせ た り

す るよ りもずっ とよいで しょう。

失敗したらどうしよ うではな く,や れば

できる とい う気持 ちで努力 しましょう。そ

うすれば物事に取 り組む姿勢が違 って きま

す。「成功ほど続いて起こるものはない」 と

い う言葉があ ります。

積極的 な姿勢,入 念な計画,そ して常に

自制心を働かせ ること,こ れ が私たちの環

境 を改善 してい く上で大きな力 となるので

す。この鍵 を日々の仕事 に応用すれば収入

が増え,暮 らしに応用すれば出費が減 って

いくでしょう。 また神の戒め を守 るこ とと

組み合わせて考 えていけば,与 えられた時

間 と財力を上手に管理 できるようにな り家

計 も安定 して きます。

この目標 を達成する上で主が私 たちすべて

を祝福 して下 さいますよう,イ エス・キ リス

トのみ名によりへ りくだり祈 ります。アーメン。
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に,教 会にこれほどの重荷 を負わせ ている

原因は,い ったいどこに,あるのでしょうか。

問題 を分析した結果,私 はこう信 じるに至

りました。私たち指導者は,困 窮者の救済

のためにあまりにも多 くの時間を使って き

ましたが,そ の予防のため,つ ま り家族の

備えをさせて各 自の必要 を満たせ るよ うに

助けるためには,あ まりに もわずかな時間

しか使ってこなか ったのです。基本 をもう

一度教える時に来ています
。個人 と家族の

備えを福祉の中で最優先 させ る時に来てい

ます。今私たちは備えなければな りません。

そうすれば生活に困窮 して も,多 くの教会

員は自分の備 えた物資を使 えるので,教 会

に援助 を求め る必要はな くなるで しょう。

1800年 代 にニューハンプシャーに住んで

いた老人の話 を紹介 しましょう。この老人

は自立 ということをとても大事に し,あ ら

ゆる面で自給 自足の生活 を送 っていました。

自分の面倒は自分 で見て,ほ かの人々 を助

けるのが真のクリスチャンだと考 えていた

ので,人 か ら援助 を受 ける方が よいという

意見には激 しく反対 しました。やがて年老

いた妻が亡 くなると,自 分で妻 を埋葬 し,

それか ら自分のために墓穴 を掘 って,そ の

中に手製の棺桶 を置 き,蓋 は開けてお きま

した。「その時 が来 た らこの中に入って,

胸 の上で両手 を組み さえすればいい。だれ

の手 もわず らわせ はしない。ただ蓋に釘を

打ちつけて,上 か ら土をかけて もらうだけ

さ。」マ リオン ・G・ ロムニー副管長は,よ

く次の ように言われ ます 。「自尊心 のある

会員ならば,自 らを扶養するとい う責任 を

他人に転嫁するようなこ とはないだろう。

私たちの責任 は自分 自身を養 うだけに とど

まらない。私たちは家族 をも養 うのである。」

家庭 を福祉プログラムの真髄 としなけれ
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ば な りません。家族を組織す るこ とに焦点

をあてて,個 人 と家族 の備えにつ いて訓練

す る必要があります。また,父 親 と母親が

家庭 を導 く役員会 を構成 し,十 分 な時間を

取って家族のために必要な計画を立てるように

教えなければな りません。片親の家族や独 り

暮 しの人も,時 間を見つけて,そ れぞれの必

要を満たすために目標を設定すべ きです。

今の状態か ら出発 しましょう。家族 によ

って必要 とす るこ とは違い ます。我が家で

も,子 供たちが結婚 してか らは家庭の中が

変わ りました。今 では父親 と母親のふた り

だけの生活です。家族一人一 人の必要 とす

るものが変わったのです。上の娘 は自分た

ちの家を持ち,ひ とつの家族 として暮 らし

ています し,息 子 も結婚 して,学 生用の借

家 に住 んでいます。 また最近結婚 した娘は,

夫 と共に大学に通っています。それぞれの必

要は異なってお り,毎 年変わっていくのです。

個入 と家族の備 えについて計画を立てる

には,ま ず家族の役員会 を開かなければな

りませ ん。計画は家族 の実状 に合 った もの

とし,財 政管理,教 育,健 康,家 庭におけ

る生産 と貯蔵,情 緒の安定 と霊性 の強化,

雇用条件の改善,こ れ らの各分野で家族が

特に必要 とす るこ とについて考えて下 さい。

家族 ごとに,家 族全貝で構成 される家族

評議会 を設けるように します。 この会では,

家 族の基本的な責任 を子供たちに教 えます。

そ して,様 々な決定 を下す方法 と,そ の決

定 に基づいて行動す る方法 を教えます。こ

ういった責任 に対 して十分な備えがで きな

いまま,結 婚適齢期 を迎 えてしまう子供が,

あ ま りにも多す ぎます。労働 の倫理や 自己

の備えを最 も効果的に教 えることがで きる

のが,こ の家族評議会なのです。 「働 くば

か りで遊ぶこ とをしなければ,頭 の鈍い少
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に自分 自身と家族 を備えることだ,と い う

結論に達 しました。

彼 らは家族で一緒に過ごして様々な思い

出をつ くり,家 族の歴史を完成 させ ました。

また一年分の食糧 を貯蔵 し,や がて来 るで

あろう経済的な窮地に備えて必要な もの を

蓄えることにしました。遺言状 を作成 し,

すべての保険証と法律関係の証書を整理 しま

した。子供たちには,互 いに助け合うことと,

家庭内の責任 を分担することを教えました。

ヒバー ト兄弟が亡 くなる数週間前に,火

災で家が焼けて しまいました。貯蔵 食品 も

ほ とんど灰にな りました。しか し,家 族は

固 く結ばれていました。互 いに協力 し合い,

計画 を立てて将来に備え,困 難に立ち向か

ってい くことを学んでいたか らです。ヒバ

ー ト兄弟が亡 くなると家族 は悲嘆に暮れ ま

した。 しか し,い つ まで も嘆いてはいませ

んでした。様々な技術 を伸 ばしていたので,

家族は睦 じく互いに愛 し合っていました。

彼 らには備えができていたのです。

神権定員会と扶助協会に課せ られている

重大な責任からもわかるように,こ れ らの

組織の役員は十分 な訓練 を受けなければな

りません。これは監督が管理す るワー ド部

の組織で行ないます。

監督はワー ド部福祉活動 委員会の委員長.

であ り,ワ ー ド部内のすべての福祉活動 を

管理 します。監督は,困 っている人や悩ん

でいる人を捜 し出 します。 また,福 祉活動

の基本 となる福音の原則やプログラムが教

えるところを相互調整 し,断 食の律法 を教

えるために力 を結集 します。監督は特別な

援助 を必要 とする会員が,彼 らにとって大

切 な愛 と尊厳の中で助け を受けられるよう

にします。そして,援 助 を受けている人の

秘密が漏れないように配慮します。 さらに
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必要 とあれば,有 能 な福祉援助スペ シャ リ

ス トを召 します。

このような責任 を負っている監督 を支援

するのは,ス テーキ部の組織です。監督は

ステー キ部長に援助 を求めて,福 祉活動の

指導について訓練 を受け,ふ さわしい能力

を身につけることができます。ステーキ部

長は,高 等評議 員会 とステー キ・部扶助協会

の組織に依頼 して,監 督から要請のあつた

訓練 を提供 します。

個人 と家族の備 えに関 して主の組織が持

つ大 きな力に注 目していただきたいと思い

ます。教会全体 に課せ られた大 きな負担が,

組 織 を通 して,効 果的に処理で きる段階 ま

で分散 されてい くのです。ステーキ部レベ

ルではステー キ部長が受け持つ家族は平均

1,180家 族 です が,こ れが監督のレベルで

は108,定 員 会 レベルでは60,そ してホー

ムテ ィーチャーのレベルでは平均3家 族 と

いう具合になるのです。

教会福祉プログラムの基本は,個 人 と家.

族 の備 えにあ ります。教会貝が この基本的

な責任 を果たせ るように,組 織的な力を結

集 して彼 らを訓練 し備 えるのです。神権指

導者 と扶助協会指導者に求められているこ

とは,こ の個 人と家族の備え とい う大切 な

プログラムに対 して適切 な優先順位 を与 え

ることです。

ニューハンプシャーのあの老人は,個 人

と家族の備えを実践 して,少 々や りす ぎか

もしれませ んが 自分の墓穴 までも掘 りまし

た。 しか し私が 目にしたいと思 うのは,彼

のような自立 と備えの精神 をもって私たち

主の民が行動する姿です。私たちのワー ド

部 とステーキ部で為すべ きことを主が教え
お

て下 さ る よ うに,イ エ ス ・キ リ ス トの み 名

に よ りへ り くだ っ て 祈 り ます 。 ア ー メ ン 。
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J・ グラン ト大管長は,教 会保全計画の進

展の様子 を述べた大管長会の手紙 を発表 し

ました。 クラー ク副管長が話の中で,こ の

保全計画が,ま さに福音の中のキ リス トの

教えを具体化 したものであることを調強 し

ている点に注 目して下さい。 このように述

べています。

「私たちは世の人々に向か って宣言 し.て

きた。私たちの知 っていることを宣言 して

きた。すなわち,私 たちには福音 の計画が

与えられてお り,こ の計画は私たちの霊的

必要だけでな く,物 質的必要に も応えて く

れるというこ とを叫んできた。……それは

私たちに,組 織 を持ってひ とつの グルー プ

として生活す る方法 を教 えて くれる。また,

兄 弟姉妹 として共 に生活 し,平 等 の精神 を

守 る限 りあらゆる点で平等になれるという

ひとつの原則を教 えて くれる。

私 たちはそれに対 して責任がある。なぜ

なら,私 たちに与えられたこの計画は,キ

リス ト教の規範 を地上の国々にゆきわたら

せ ることのできる,い や必ずゆ きわた らせ

なければな らない計画だからである。」(J・

ルーベン ・クラー ク・ジュニアCo瞬 廻η6θ

R6ρoπ 「大会報告」1936年10月,pp.113-

114)

1943年4月4日,こ の壇上か ら,教 会の保

全計画すなわち福祉計画が,3つ の基本要素

か ら成 り立っているこ とが発表されました。

「第一 に,す べ ての人は 自立することを

真剣に考 えなければな らない。そのため.に

は自活 して精一杯努力 しなければならない。

これは主が,『 あなたは顔に汗 してパンを

食べ,つ いに土 に帰 る』(創 世3:19)と

い う厳 しい戒め を与えて,エ デンの園か ら

私たちの最初の両親 を追 われた時か ら私 た

ちに課せ られているものである。
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第 二に,本 人の次に個 人を助ける責任が

あるのは,そ の家族である。両親 は子供 た

ちに対 して,子 供 たちは両親 に対 して責任

があるのである。助ける能力があ りながら,

両 親が他の人々の世話を受けな くてもいい

よ うに進んで助けを与えようとしない子供

は感心 できない。

最後に,個 人個 人が 自分 自身を支 えるた

めに精一杯の努力をし,家 族 もその人 を助

けるためにできる限 り力を尽 くした後に,

初 めて教会が 動き出すのである。教会はこ

の福祉計画に基づ いて,こ の計画 を受け入

れ その中で能力の限り働 こうとする会貝一

人一人が,『 その家 族数 と財政状態 と乏 し

きと必要 とに応 じて』(教義 と聖約51:3)

配 慮 されるよう,た だちに検討 を始め る。」

(マ リオン ・G・ ロムニーCo瞬z侃06

Rθヵo"「大 会報告」1943年4月,pp.27-28)

年 輩 の方々は,こ の教義が教会幹部 によ

りたびたび繰 り返 されるのを聞いてこられ

た ことと思 います。 しか し,若 い人々,若

い監督1若 いステーキ部長たちは,こ の意

味がしっか り把握するだけの十分な時間をか

けているでしょうか。もっと大事なのは,ひ

とっの民,国 家,世 界の構成員 として,私 た

ちは,他 のあらゆることの前提条件 と言え

る 「自立」 とい うことを,本 当に理解 して

いるのだろ うか ということです。

この自立の原則は,教 会の基本的な教義

である 自由意志か らきてい ます。エ ロヒム

は,人 間 を創造 し,こ の地上 に置 くに当た

って,人 間に自らの思い通 りに行動する自

由意志 を与えられました。

「そは
,わ が生 くる者の為 に造 りて備 え

たるこの世の幸福 を掌 どる者 として,す べ

ての人をしてその責に任ぜ しむ るは主なる

われ必要 とす るところなればなり………地
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うひとつの家族 としてどのように助け合っ

たらよいかを主は教えて下 さっています。

しか し,援 助の程度や条件 もまた根本的な

原則にのっ とったものでなければ なりませ

ん。1898年4月 の総大会で,ジ ョセブ ・F

・ス ミス大管長が述べ た慈善に関する非常

に見識ある考えをここに紹介 しましょう。

(も ちろん,こ れは今私たちが理解 してい

るような福祉プログラムが行なわれる以前

に述べ られたものである)

「人々は
,苦 しみか ら逃れるためにやむ

を得ない時を除いて進んで慈善 を受けては

ならない。すべての男女は,独 立独歩の精

神 を持 って,窮 した時に も,『 あ なたが私

に下 さるものに対 して,私 は代わ りに喜ん

で働 きましょう』 と言 えるようでなければ

ならない。だれ も受けるだけで満足 し,そ

のために何 もしないことがあってはな らな

い。」(Co吻 ㎎η66Rθρoπ「大会報告」1898

年4月,p.48)

監 督 に援助 を求めるすべての人々が,そ

れぞれの力の限 りこの慈善 の規則に従 うな

らば,与 える人,受 ける人の双方 に真 の祝

福がもたらされるでしょう。困っている人

人がこのような精神で援助 を求めてや って

来るな らば,だ れもが教会福祉計画に進ん

で協力 したいと思 うようになるに違いあ り

ません。援助 を受けた人もこの ように して

動機づけを与え られて,速 やかにもとのよ

うに自立 したい と思 うようになるでしょう。

そして独 り立 ちできた時には,そ のプログ

ラムにできる限 り寄与 したいと思 うように

なるのです。

兄弟姉妹 の皆さん,私 が きょうここでお

願いしたいのは,福 祉 の基本原則にもう一

度心 を向けていただ きたい ということです。

繰 り返 し申し上げますが,福 祉活動は単な
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るプ ログラムではなく,福 音の実践です。

そしてその原則は福音 の原則であ り,物 質

的な事柄に関 してキリス トが教えられた規

則です。私 たちは,聖 典や生ける予言老の

言葉か ら多くを学 び取 りたいものです。ま

た自らを支 え,家 族 を養い,謙 遜 さと寛大

さとをもって,自 分 よりも恵まれない人々

に援助の手 を差 し伸べ るために,本 分を尽

くしたいものです。

ここで,ベ ンジャ ミン王の言葉 を引用 し

て私の話 を終えたいと思います。先程 も彼

につ い て述べ た がベ ンジャ ミン王は,ニ

ー ファイ人の中にあって偉大 な指導者でし

た。ベ ンジャ ミン王は,こ の世での業を終

えるに当たって,彼 の愛に満ちた霊的な指導

を受けて長 い間生活 して きた教会員たちに,

次 の ような思慮深 い忠告 を残しています。

「もしもお前たちの行いがこのようであ

るならば,お 前たちはいつ も喜び,神 の愛

に浴 し,い つ も罪の赦 しを保つ………ねが

わ くは,私 がお前 たちに話 をしたように 日

々自分の罪の赦 しを保 ち,罪 無 しに神の前

を歩 くことがで きるように,お 前たちが一

人一人みなその財産の多い少いに応 じてそ

れ を貧 しい人々に分け与 えることを望 む。

それはたとえば,腹 のすいている者に食物

を与え,は だかでいる者に着物 を着せ,病

んでいる者 を見舞 い,各 々の必要 に従って

肉体についても霊 につ いて も救助 を施す こ

とである。お前たちは注意 してすべてこれ

らのこ とが賢 く秩序正 しく行われるように

せ よ。」(モ ーサヤ4:12,26-27)

私 た ちが知恵 と規律 を身につけ,こ れら

の偉大 な原則を実践す ることができるよう

に,救 い主イエス ・キ リス トのみ名に より

祈 ります。アーメン。
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(ニール・A・マックスウェル長老)

マ ックスウェル長老は,1974年 に十二使

徒定員会補助に召され,後1976年 に七十 人

第一定貝会が組織 されると同時に同神権組

織の会長会の一員 として任命された。 ・

マ ックスウェル長老は,教 会幹部 に召さ

れる以前は ソル トレー ク ・シティーのユ タ

大学において,副 学長 をはじめ数 々の管理 ・

教 授 の地位 を歴任 した。 また教会 内にお

いては,監 督,青 少年の組織の中央管理役

員,成 人分野 コー リレー ション委員会会員

そして十二使徒会地区代表 などを経験 して

いる。専任宣教師 としての伝道はカナダ。

夫人との間に4人 の子供がいる。

大管長会は,ヒ ンクレー長老 とマックスウ

ェル長老の任命を発表 した時点において,

その理由は明らかにしていない。従来は副

管長 は2名 ずつ召されてきたが,今 回は異
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例 の 召しである。このように,2名 を越 え

て召 された副管長は,こ の神権時代に入っ

てヒンクレー長老で12人 目となる。

近年 の例 を調べ てみる と,1960年 代 の後

半,デ ビッ ド・O・ マ ッケイ大管長の時代

に5人 の副管長が召されたことがある。当

時,ヒ ュー ・B・ ブラウン長老が第一副管

長,N・ エル ドン ・タナー長老が第二副管

長であったが,1965年 に 当時十二使徒定員

会会長で あった.ジョセブ・フィールディング・

ス ミス長老が副管長 として召され,同 時に

十二使徒定 員会補助のソープ ・B・ アィザ

ックソン長老 も副管長 に召されたのであった。

さらに,1967年,十 二使徒定貝会補助のア

ルビン ・R・ ダイヤー長老が使徒に聖任 さ

れ,1968年 に副管長の召 しを受けて大管長

会に加わった。 しか し1970年 にマ ッケイ大

管長が亡 くな り,ジ ョセブ ・フィールデ ィ

ング ・ス ミスが大管長 となったことによっ

て,ダ イヤー長老 とアイザ ックソン長老は

十二使徒定員会補助 としての各自の責任に

戻った。ダイヤー長老は使徒職 を授かった

が,以 後十二使徒定貝会の召 しを受けるこ

とはなかった。また,ア イザ ックソン長老

は,1970年 に 逝去 している。 ダイヤー長老

は,1976年 に七十 人第一定員会会員に支持

され,1977年 に この世 を去るまでその責任

を務めた。
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を果たす ことになる。キンボール大管長 は

3月31日,す でに同長老 を神殿長 として任

命 している。

アブレア長老一家は,今 後 もアルゼ ンチ

ンに在住の予定である。

アブレア長老が七十人第一定員会会員に

召されて,会 員数は全部で41人 となつた。

そのほか,8人 の定員会名誉会貝が いる。

アブレア長老は,同 じくブエ ノスアイレ

ス生まれの妻,マ リア ・ヴィクトリア ・シ

ャッパ リー ノ姉妹(結 婚前の名前)を 同伴

してソル トレー ク ・シティー に到着 した。

1978年 に伝道部長の召 しを受け るまで,

ア ブ レア長 老は ブニ ノス アイレスの 「デ

ロイッテ ・ハスキンス ・アン ド・セルズ」

で公認会計士 として働いていた。 また,長

老はブエ ノスアイレス大学 を卒業 している。

アブレア長老 と姉妹は,1957年7月4日

に結婚,後1966年 に ソル トレー ク神殿にお

いて結び固め を受けた。 ロザ リオ伝道部に

は,3人 の娘,バ トリシア ・ビビアナ,ク

ラウディア ・アレジャン ドラ,シ ンシア ・

ガブ リエラの各姉妹 も同行 してい る。

アブレア長老は,地 区代表(1971-76),

ブエ ノス.アイレスステー キ部長(1966-71),

ブ エ ノスアイレス西 ステーキ部長(1976-

78)を 歴任 し,初 期 においては,地 方部長,

支 部長および副伝道部長 を務めた こともあ

る。
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また地域社会においては,サ ン ・ミグェ

ル市サル ミエ ン ト地区の財務委貝長 を務め

るなど,大 きな貢献 をしている。

一方アブレア姉妹は
,ス テーキ部,伝 道

部の扶助協会会長 を含めて教会の補助組織

のあらゆる責任を果た して きた。その中に

は,早 朝セ ミナ リーの教師 として数年間働

いた経験 もある。

教会の管理評議会に初めてアルゼ ンチン

人が加 わったことは,教 会の国際的発展 を

新たに特徴づける ものである。

教会幹部で合衆国以外の出身者は,第 一

副管長のマ リオン ・G・ ロムニー長老が メ

キシコの生まれであるのをは じめ,七 十 人

第一定員会会 員では,ベ ルギー,イ クセル

のチャールズ ・A・ デ ィディエ長老,オ ラ

ンダ,ハ ー グのジェイコブ ・ディエガー長

老,西 ドイツ,ド ル トムン トのエ ンツィオ

・ブッシェ長老 ,日 本の菊地良彦長老,イ

ギリス,ノ ッチンガムのデレク ・カスバー

ト長老,カ ナダ,ア ルバー タ州 レイモン ド

のテデ ィー ・E・ ブルーアー トン長老,な

どが いる。また,ジ ョージ ・バ トリック ・

リー長老はナバホインディアンであ り,ア

ドニー ・Y・ 小松長老は,ハ ワイ生 まれの

日本 人である。 また,管 理監督のビクター

・L・ ブラウン監督 もカナダ,ア ルバー タ

州 カー ドス トン出身である。
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